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序章　極点より







　出会いはろくでもないものだったと思う。

　アストが大人たちに辺境の城に連れて行かれたのは、十をいくつか過ぎた頃ころだった。

　元は砦とりでだったと思われるその城の中は、窓が少なく蝋ろう燭そくもろくに灯ともされていないせいで、昼間なのに薄うす暗ぐらかった。廊ろう下かはおろか大広間にまでカビの臭においが漂ただよい、なによりも人のいる気配がほとんどない。

　こんなところに偉えらい人が……皇族が暮らしているのかとアストは首を傾かしげたほどだ。

　はたして、皇子殿でん下かは薄暗い謁えつ見けんの間の奥おくに膝ひざを抱かかえるようにして座すわっていた。

「誰だれだ」

　気け怠だるげな声とともに顔を上げたセドリックの姿を今もアストはよく覚えている。

　年ねん齢れいはアストより少し上。鮮あざやかな金きん髪ぱつには櫛くしも入っておらず、女と見まごうばかりに整った顔の頬ほおはこけ、目の下には青黒い隈くまが浮ういていた。血色の悪い顔の中で碧へき眼がんだけがぎょろりと光り、痩やせぎすの身体を恥はじるかのように大きすぎる服を身につけている。

　あらかじめそうと教えられていなければ、彼かれが大陸の半分を占しめる大国、バルテノムの皇子だとはわからなかっただろう。

「……僕ぼくは」

「この者が先日お話しした魔ま術じゆつ師しです。まだ子供ですが才能は申し分なく……」

　反射的に口を開いたアストを制して、アストを案内してきた男が早口で説明し始める。だが、その説明をセドリックはそっぽを向いて聞き流しているように見えた。

「……ですので、必ずや殿下のお力になれるものと思います。皇おう妃ひ殿下のお子であるセドリック様がこのような手て酷ひどい扱あつかいを受けるなど、あってはならないことなのです。ですから殿下……」

　このときのセドリックの事情をアストは後になって聞かされた。セドリックはバルテノム皇国の皇位継けい承しよう者しやだったが、母である皇妃が陰いん謀ぼうに巻き込まれたことで廃はい嫡ちやくされ、この薄暗い城に幽ゆう閉へいされていたのだ。

　そしてこのとき、皇城にいる国皇の体調が思わしくないという話はバルテノムの誰もが知っていた。父である国皇の死後、皇妃を陥おとしいれた勢力がセドリックをも殺そうとするのは目に見えている。

　このことはセドリック自身も十分に理解していただろう。

「――黙だまれッ」

　男の長々とした言葉を遮さえぎってセドリックは引きつった声で叫さけんだ。

「どいつもこいつも勝手なことばかり言いやがって！　そんな薄うす汚ぎたない子供が何の役に立つものか！　どうせ近いうちに私は死ぬんだ、だったら……」

　声にはやがて涙なみだが混じり、かすれて聞こえなくなる。

　セドリックの事情を知らないアストはこの言葉にかちんときた。確かに自分は親なし子の傭よう兵へい見習いだが、埃ほこりまみれの皇子様に馬ば鹿かにされるほどではないと思う。

「ひとりでいじけて、家鴨あひるみたいにぎゃあぎゃあ喚わめいてやがる」

　ぼそりと呟つぶやいたつもりだったが、アストの声はセドリックまで届いてしまった。

「お前、殿下の前で何を……」

　隣となりの男が顔を強こわばらせ、セドリックの顔がみるみるうちに青から赤に変わる。

　セドリックは椅い子すから転げ落ちるようにして立ち上がり、アストに詰つめ寄よって襟えり首くびを掴つかんできた。骨と皮ばかりの腕うでから繰くり出だされる力は予想以上に強く、アストの足は何度か宙に浮く。しかし皇子をぶん殴なぐって逃にげ出すわけにもいかない。

「貴様に私の何がわかる！　貴様みたいな、何も知らない子供にッ」

「わから……ねえよ、そんなもん」

　苦しい息の下でアストはなおも続けた。

「あんたの名前も知らねえもん。ただ、みっともないからそう言っただけだ」

「よくも私にそのような口を利きけたものだな！　私はバルテノムの……皇族だぞ」

「僕は皇子様ってのは、もっと立派で、賢かしこいもんだと思ってたよ」

「身分もわきまえない卑いやしい者に言われたくはないな！」

「あんた、鶏とりガラみたいなのに声だけはでかいなあ」

「――――!!」

　もう売り言葉に買い言葉だ。二人はなおも言い合いを続け、周囲の大人たちによってセドリックから引ひき剥はがされたときには、アストは酸素不足で倒たおれる寸前だった。

　ふらふらになって大広間から引きずり出されながら、アストは懲ちよう罰ばつを覚かく悟ごした。皇子に喧けん嘩かを売ったとあってはただではすまないだろう。あの皇子様なら容よう赦しやなく首を切るなどということもあり得る。

「まあ、あの皇子様と会うことはもうないだろうけど」

　それがせめてもの幸いだろうか。







　だが予想に反して、アストが食くらったのは数時間の説教だけだった。

　どうやら自分は売り飛ばされたらしいと気づいたのはさらにその数日後のことだ。

　これも後にわかったことだが、アストを含ふくむ傭兵団はセドリック皇子を支持する貴族に雇やとわれたらしい。ただし契けい約やく条じよう項こうには「アストを直接セドリックの指揮下に置くこと」という一文が含まれていた。

　アストは保護者代わりの傭兵たちと引き離はなされ、薄暗い城の一室で過ごすことになる。

　十日ほど、セドリックは雇ったアストに何も言ってこなかった。

　アストはほっと胸をなで下ろしたが、それからが本番だった。セドリックはアストに何かと無理難題を押おしつけてくるようになったのである。

『城近くの山の頂上にある大岩を砕くだいてこい』

　これはアストにはそう難しいことではなかった。険しい山道を登るのは骨だったが、魔術師のアストにとって岩を砕くのはむしろ基本の技わざである。

『城から数十キロム離れた場所に徒歩で使いに行き、半日で戻もどってこい』

　これも魔術の併へい用ようでどうにかなった。アストの魔術の効果範はん囲いはきわめて広い。連続で魔術を使い続けたせいで翌日はぶっ倒れる羽目になったが。

『城の女たちに混じって下働きをしろ』

　まだ子供のアストは女たちに可愛かわいがられ、だいぶ仕事をまけてもらうことができた。

『三日三晩、食べ物も水も与あたえてはならない』

　幸か不幸かアストは傭兵団に拾われる前は路地裏に暮らす孤こ児じであり、飢うえをしのぐのには慣れていたのだった。







「私には何の力もない」

　ふたたびアストの前に現れたセドリックは、開口一番そう言った。

　高こう慢まんなセドリックが供も連れずに薄うす汚よごれた地下室にやってきたのでアストは仰ぎよう天てんした。誰かを呼んでくるべきかとおろおろするアストの前で、セドリックはなおもぶつぶつと話し続ける。

「貴様のような魔術師であれば、叔父おじ上うえの刺し客かくを蹴け散ちらすこともできたかもしれないのに。けれど私はバルテノメア家の血を受うけ継ついでいるのに、何の才能もない」

　この告白にアストは驚おどろいた。王おう侯こう貴族は魔術師の素養があることが多いのだが、話によればそれも個人差があるそうだ。同じ家に生まれた兄きよう妹だいであっても大きく差が付くことは珍めずらしくない。

「挙げ句、こんなところに閉じ込められてそれっきりだ。皇子なんて笑わせる、ここでただ死ぬのを待つだけじゃないか。私はまだ何にもなっていないのに。母上に、妹を頼たのむと言われたのに……」

　蹲うずくまってしくしくと泣き始めたセドリックを前にアストは途と方ほうに暮れたが、先日と違ちがって事情を知った後となっては彼を嗤わらうことはできなかった。

　セドリックには恨うらみ言ごとが山ほどあったが、これではそれも言ってやれない。

「あんたは皇子なんだろ。なら力はあるんじゃないのか」

「何もないさ。たとえ私が命じたところで、この国に従う者などいやしない」

　アストのぞんざいな口調にもセドリックは目くじらを立てることはなかった。

「この城にはあんたに従う偉い人……貴族もいるみたいだけど」

「彼らは母上の縁えん者じやだったから、今の宮きゆう廷ていに身の置き場がないだけさ」

　王侯貴族の権力は結局、命令に従う人間がいるからこそ成り立っている。傅かしずく者がいない皇族などそこらの物もの乞ごいにすら劣おとる、などとセドリックはぼそぼそと語った。

　しばし考えた末、アストは口を開いた。

「僕はたぶん、あんたの〝力〟なんじゃないかな」

　その言葉にセドリックは顔だけ上げて怪け訝げんそうにアストを見つめる。セドリックのほうが年上なのだがやけに子供っぽい仕草だった。

「あんたは僕の雇い主ぬしなんだろ。傭兵は言われたとおりに戦うのが仕事だ」

「だが貴様とて、叔父上……今宮廷を牛ぎゆう耳じる奴やつらを相手にしては」

「あんた、昨日までさんざん僕をいじめてたじゃないか。何をいまさら」

　これにはセドリックは反論できず、呻うめいて黙り込むしかなかった。

「どうせ、僕はあんたの命令を聞くしかないんだ。そこらの鼠ねずみを殺すのも、国皇陛下と戦えって言われるのもそんなに差はない。あんたの命令があるかないかだけで」

「……命令」

　言こと葉ば尻じりを捉とらえて呟くセドリックにアストは何をいまさらとばかりに頷うなずいた。

「ただ、あんたの命令がない限りは何もしないけどな。あんたが戦えと言うなら戦うけど、さっきからあんたの愚ぐ痴ちを聞いてるだけじゃ、何をしたいのかさっぱりわからない」

　セドリックの言葉はほとんどが泣き言で、未来を志向したものはまるでなかった。

　指し摘てきされてようやくセドリックはそのことに気づいたようだ。目を瞬またたかせながらしばし考え込んだが、やがてその表情がくしゃりと悲ひ壮そうな形に歪ゆがむ。

「そんなもの、決まってるじゃないか！　私は死にたく……叔父上に殺されたくはない。自分の寿じゆ命みようを数えているのは、もう嫌いやなんだ……」

　その弱々しい言葉こそがセドリックの本音であることはアストにもよくわかった。

「……僕には偉い人たちのことはよくわからないけど」

　ふたたびアストが首を捻ひねりながら口を開くのを、セドリックは虚うつろな顔で見上げる。

「でも、死にたくないなら戦うしかないんじゃないか」

　そしてさきほどアストは言ったのだった。――セドリックの命で自分は戦う、と。

　セドリックはふらりと立ち上がり、アストを見下ろした。その表情に浮かんでいるのは絶望と疲ひ労ろうと、……かすかな期待。

「私は……私も、戦っていいのか」

「もちろん。僕みたいな貧びん乏ぼう人にんだってできることだ」

　アストの皮肉にセドリックは少しばかり顔を引きつらせた。

「貴様はたいそう才能のある魔術師だそうだな」

「たぶんね。傭兵団の親おや父じはそう言って、ずいぶん僕の値段をつり上げたらしいし」

「その才能ある貴様は、今や私の剣なわけだ」

「そうだな」

　アストの言葉にセドリックは頷き、そして不意に笑い出した。

　アストはこの皇子の笑うところを初めて見た。広間で出会った時から暗い影かげを背せ負おった少年だったが、明るい表情は年相応に見える。おそらくこれが彼本来の性格なのだろう。

「決めた。――私のために尽つくせよ、魔術師」

　晴れやかな顔のセドリックにアストは小さく頭を下げた。もとよりアストはそのために城にやってきたのだったし、取り立てて異存はない。ただし、

「私の名はセドリック・ノエ・ラム・バルテノメアだ。いい加減覚えろ、魔術師」

「僕の名前はアストだ。そのくらいは覚えておいてくれ、皇子様」







　かん、と硬かたい音を立てて手から木製の剣がすっぽ抜ぬける。

　アストが宙をくるくると舞まうそれを目で追うのと同時、喉のど元もとに剣けん先さきが突つきつけられた。

「私の勝かちだ」

　セドリックが勝ち誇ほこった顔で宣言する。アストは悔くやしげな顔で小さく頷いてから、数歩離れて服についた草の葉や土を乱暴に払はらった。

「……くそっ」

「今日はこれで五勝四敗、私の勝ち越こしだな！」

　城の裏手に設しつらえられた小さな稽けい古こ場ばにセドリックの高笑いが響ひびく。

　相変わらず陰いん気きな城ではあるが、城の主たるセドリックが明るさを取とり戻してから雰ふん囲い気きはだいぶましになった。相変わらず人は少ないしろくに蝋燭を買う金もないが。

　アストが城にやってきてから半年、セドリックはずいぶん健康的になった。顔色はよくなり身体にはしっかりとした筋肉が付いている。もともと貴公子然とした容よう貌ぼうだから、身なりを整えて街に繰り出せば女たちは黙っていないはずだ。

　もっとも今の彼はアストと同じく粗そ末まつで動きやすい服を着ているのだが。

「……前は僕のほうが強かったのに」

「ははっ、これが私の実力だよ」

「お前のほうが歳としが上だし、背も高いからだろ！」

「それは言いがかりというものだな。君のほうが剣を握にぎって長いんだから」

　二人はぎゃあぎゃあと言い合うが、しかし以前ほどの険悪さはない。

　半年前からセドリックを取り巻く立場が変わったわけではない。セドリックは相変わらず幽閉状態だし、皇都から聞こえてくるのは不ふ穏おんな噂うわさばかりである。

　ただ、セドリックは決意を固めて少しずつ動き出した。監かん視しの目を盗ぬすんで各地の貴族と連れん絡らくを取って少しずつ兵を確保する。主要な商人に渡わたりを付けて資金を借りる。――そして戦場でセドリックも身を守れるように剣けん術じゆつを身体に叩たたき込む。

「もう一回！　次は僕が勝つ！」

「無む駄だだよ。君の癖くせはもう見切ったから、何回やっても同じことさ」

「そんなもん、やってみないとわからないだろ！」

　口ではそう言いつつもセドリックは木ぼつ剣けんを構えて所定の位置に戻った。アストも憮ぶ然ぜんとした顔をしながらその向かい側に立ち、切っ先をひたりとセドリックの額につける。

「それじゃ……」

　二人の十回目の勝負を遮ったのは、稽古場に飛び込んできた使用人だった。

「たった今、皇都より急使が参りました！　国皇陛下がお隠かくれあそばされたと――」

　アストとセドリックは顔を見合わせる。

　生きるための戦い――その火ひ蓋ぶたが切って落とされたことを、二人は確信した。




＊＊＊




「兄様にもそんな時期があったのですね……」

　アストの思い出話を聞いたリトフィアは不思議そうに首を傾げた。

　ふわふわした金髪と大きな碧眼が印象的な、セドリックの妹である。ただ髪かみや瞳ひとみの色、繊せん細さいな造りの人形のように整った顔立ちはセドリックと同じながら、一見して受ける印象は兄とまったく違っていた。

　その理由はおそらく上うわ目め遣づかいにアストを見上げる仕草だろう。セドリックは傲ごう然ぜんとアストを見下ろしてきたものだがリトフィアはまったく逆だ。

「兄様がそこまで強かったなんて、初めて聞きました」

「まあ、国皇が剣を使えないといけないわけでもないしな」

　指揮官や為い政せい者しやに必要とされるのはあくまで采さい配はいの冴さえである。セドリックの剣術はそこらの兵よりははるかに上だったが、彼自身が前線で戦う意味はない。

　最前線で敵と相対するのはセドリックの〝剣〟たるアストの役割だった。

「君はあの城にはいたことがなかったよな？」

「あの頃、わたしは遠とお縁えんの家に預けられていましたから」

　皇妃の疑ぎ獄ごくによって宮廷から追放されたのは皇女のリトフィアも同じだが、彼かの女じよはセドリックほど酷ひどい扱いは受けていなかったらしい。女性の継けい承しよう権けんが低いこともあるし、後うしろ盾だてのない皇女でも政略結けつ婚こんという使い道はある。

「……あれも、ずいぶん前の話だな」

　バルテノム国皇の死とともにセドリックは挙兵し、四年も続く皇位継承戦争が始まった。当初は兵の数を揃そろえるのにも苦労する有様だったが、セドリックは勝利を重ねて少しずつ勢力図を塗ぬり替かえていき、やがて敵を滅ほろぼして新たな国皇として即そく位いした。

　長い戦いの間、アストは常にセドリックの傍かたわらにあった。

　セドリックの快かい進しん撃げきとともに魔術師アストの名も広く知しれ渡り〝英えい雄ゆう〟とすら呼ばれるようになった。終戦から一年以上経たつ今でもその名声は人々に知れ渡っている。

「やっぱり、兄様はすごかったのですね……」

　そう呟くリトフィアの表情は複雑そうだった。

　セドリックが権力を掌しよう握あくしたことで結果としてリトフィアの命も助けられている。そのことは心から感謝しているようだが、長らく落ちこぼれだった彼女には、セドリックの偉い業ぎようが時としてひどく重圧に感じられるらしい。

　そしてリトフィアはふと思いついたように尋たずねてきた。

「アストと兄様、どちらが強かったのですか？」

　唐とう突とつなその問いにアストは目を瞬かせた。

　記き憶おくにある限り、アストとセドリックの剣の腕はほぼ同格だった。時間があれば二人で剣の稽けい古こをしたものだが、勝った数と負けた数はほぼ同じである。

「だが、あいつは魔術は使えなかったからな」

　魔術は万ばん能のうではないが、使い所さえ間ま違ちがえなければ強大な力を発揮できる。さしものセドリックもアストの魔術に敵かなうほどではなかっただろう。

　なにしろ〝英雄〟アストの領域ドメイン――魔術師の思いのままになる絶対領域は、最大で半径一キロムにも及およんだのだ。それはもう、剣一本でどうにかなる類たぐいのものではない。

「……でも」

　ふと思う。自分が魔術師でなくなった今なら、戦ったらどちらが勝つだろうか。

　戦争が終わる直前、最後の戦いでアストは領域ドメインを失ってしまった。それは魔術師としての基き盤ばんを失うのと同義である。〝英雄〟でありながら今のアストは侵しん奪だつ者と呼ばれて人々から敬遠される存在なのだ。

「そうだな。……今やったらどうなるかは、わからないな」

　もう割り切ったことではあるが、アストの返事はいくらか湿しめり気けを帯びていた。







第一章　琥こ珀はくの姫ひめ君ぎみ







　人の上に立つ者にはそれ相応の義務がある。

　民たみが汗あせ水みず垂らして働いている間、飢えることもなくのうのうと城で暮らしていられるのだから、それも当然のことだ。それは国を滞とどこおりなく治めることだったり、貧しい者への施ほどこしだったり、好きでもない男と結婚させられることだったりする。

　自分は大陸のほとんどを占める大国、バルテノムの皇家に生まれた。

　であるから、幼い頃からこのことを言い聞かされて育った。それが良いのか悪いのかを考えたことはない。〝そういうもの〟だったのだ。

　はたして成長した自分は皇族としての務めに殉じゆんじることになった。

　ただ、その形は予想とは少々違っていたが。

　おそらく大貴族かよその王族のもとに嫁とつがされるものと思っていたのだが、自分が連れて行かれたのは別の場所だった。まあ、それは些さ末まつなことである。

　皇族の為なすべきことなら異存はない。自分にしかできないことなら何よりだ。

　そして自分は長い長い眠ねむりについた。

　――それから、ずっと夢を見ていた。

　今も断だん片ぺん的てきに脳のう裏りに焼き付いているのは、大がかりな大聖堂の祭さい壇だん、鋭するどい爪つめを持つ世にも恐おそろしげな生き物といった光景だ。あるときはまるで自分が鳥になったかのように、はるかな高みから城や森を見下ろしていた。

　今も自分は夢を見ている。

　自分を殺そうとする男がいる。ふわりと宙に浮かびあがった自分を追って跳ちよう躍やくし、手にした光ひかり輝かがやく剣で自分の背を刺さし貫つらぬく！

　薄うすれゆく意識の中で……もっとも夢の中ではあるが、ふと男の顔が見えた。

　自分と同じ年とし頃ごろの少年だった。もっとも、たいして見み栄ばえのする顔でもなかったが。




＊＊＊




「マリノ、いけそうか？」

「……たぶん」

　アストが尋ねると、マリノと呼ばれた少女はこくりと小さく頷いた。

　霧む氷ひようを思わせる色素の薄い髪を一ひと房ふさだけ束ねた、小こ柄がらな……しかし胸の膨ふくらみだけはやたら立派な少女である。緑ろく青しようの瞳が意志の強そうな鋭い光をたたえている反面、その表情はぼんやりとして傍はたからは感情が見えづらい。

　アストがセドリックと出会う前にともに暮らしていた、彼の妹である。血の繋つながりこそないが孤児のアストにとってはたった一人の〝家族〟だ。

　マリノはいささか緊きん張ちようした面おも持もちで目の前にあるものを見つめていた。

　アストとマリノ、それにリトフィアとエルゼがいるのは、学院の研究棟とうの一角である。

　主に魔術の実験に用いられる部屋で、正方形の室内は運動施し設せつのようにがらんとしており、床ゆかや壁かべには建材の石が剥むき出しになっている。洒しや落れっ気のかけらもないが頑がん丈じようさはお墨すみ付つきの場所だ。

　今、マリノの前にはワインの樽たるほどもある琥珀状の大きな石が置かれていた。

　これだけの大きさの琥珀が自然に生み出されるわけがない。さらに驚くべきことに、石の中には人間の少女が固く目を閉じて眠っていた。

　おそらく十代半ば、リトフィアたちと同じくらいの歳だろうか。だが丈たけの長い細かな刺し繍しゆうの施された服は数百年も前の形式だ。その間ずっと少女は石の中に閉じ込められたままということである。
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「……ひどいことをするものです」

　リトフィアが呻き、マリノも小さく頷いてそれに同意した。

　この琥珀は封ふう命めい晶しようといって中身の生き物を核かくに魔ま力りよくを凝ぎよう縮しゆくしたものである。魔術師は自分の領域ドメインから魔力を確保するが、その手間を省くことができるのだ。ただし現在はその製造法は失われており昔に作られたものが現存するのみである。

　この少女はいわば魔術のための生いけ贄にえにされたのだ。

「助けてやらねばな」

　リトフィアの隣でエルゼが唇くちびるを噛かんで拳こぶしを握った。

　彼女はベルゲン公国という小国の公女だ。高く結ゆい上あげた銀ぎん髪ぱつとすらりとした立ち姿からは、姫君というよりは女騎き士しという印象を受ける少女である。彼女はアストには恨みがあるのだが、行いき掛がかり上今も付き合ってくれている。

「石の棺ひつぎの中で何十年、何百年も眠り続けるなどというのはあまりに悲しすぎる」

「……そうだな」

　そしてアストは三人の少女を振ふり返かえった。

「それじゃ、頼む」

　その言葉に応こたえて少女たちの身体が淡あわく発光した。

　光は足あし下もとから床に伝わり、波は紋もんのように一気に伸しん張ちようした。光――魔術師の領域ドメインの色は人によって異なり、この三人から放たれる色もそれぞれリトフィアが赤、エルゼが緑、マリノが橙だいだいと目にも鮮やかだ。

　三色は混じり合うことなく、灰はい褐かつ色しよくの床はくっきり色分けされている。ひとつの国に二人の王が並び立つことがないように、ひとつの領域ドメインに魔術師は常にひとりなのだ。

　ただ、例外はないではない。

　アストは侵奪者――領域国を失った欠落者だが、だからこそできることもある。

「……っ」

　アストが三色の境界線に拳を叩き付つけるなり、床に盛大に火花が散った。

　リトフィアたちが呻いて顔をしかめるのと同時、床の境界線がぐにゃりと歪んだ。境界線は水に絵の具を落としたかのように曖あい昧まいになり、やがてさまざまな色が溶とけ合あって虹にじのような複雑な色合いとなる。

「どうにかできたか」

　アストは小さく息をついた。

　己おのれの領域ドメインを持たない侵奪者は他人の領域ドメインに侵しん入にゆうし、乗っ取って魔術を使うことができる。同時に複数の領域ドメインをまとめて我わが物とすることで、魔術師たちをひとつの領域ドメインに併へい存ぞんさせることも可能なのだ。

　三人の力を足し合わせた領域ドメインは広大で、実験室、いや研究棟の建物の外にまで及んでいるかもしれない。もしかしたら他の研究者の仕事を邪じや魔ましてしまったかもしれないが、それは後で謝あやまるしかあるまい。

　虹色の領域ドメインの中心に置かれた封ふう命めい晶しようの前にマリノが歩み出た。

　マリノを中心として領域ドメインじゅうにびっしりと紅あかい線で描えがかれた幾き何か学がく模様が浮かび上がる。光の糸はやがて床から飛び出し、さながら光で織られたレースで包つつみ込むかのように封ふう命めい晶しようを覆おおった。

「……頼む」

　その推移をアストたちは固かた唾ずを呑のんで見守る。

　マリノが使っているのは時間魔術――現在では知識が失われている遺失魔術だった。

　彼女には遺失魔術を使うための巫女みことしての適性があり、一ヶか月げつほど前にこの時間魔術の魔ま法ほう陣じんを間近で見る機会があった。彼女はそれを一度で覚えてしまったのだ。

　ただし適性と知識はあってもマリノ自身の領域ドメインはそう広くない。そのためアストが媒ばい介かいとなってリトフィアとエルゼの領域ドメインを足し合わせ、時間魔術に必要な魔力を確保しているというのが現在の状じよう況きようである。

　ぴしり、と小さな音がした。

「どうなった……」

　アストたちははっとして光の筺はこの中の封ふう命めい晶しようを凝ぎよう視しする。一ひと抱かかえほどもある大きな琥珀に、今や何本もの亀き裂れつが生じていた。

　時間魔術によって今、立体型魔法陣の中は時間の流れを最大限に早送りさせられている。封ふう命めい晶しようが自じ壊かいして中の少女が現れるまでの途方もなく長い時間を、時間魔術は十分足らずに短縮してのけた。

　マリノは眉まゆ根ねを寄せて立体型の魔法陣を凝視し、封ふう命めい晶しようの寿命を奪うばっていく。

　――やがて、琥珀の檻おりの向こうからわずかに少女の肌はだが覗のぞいた。

「……あ！」

「やったか!?」

　リトフィアとエルゼが歓かん声せいを上げる目の前で、あっけなく巨きよ大だいな封ふう命めい晶しようは崩くずれていった。琥珀の欠片かけらは床に落ちるなりさらに細かく砂のように砕け、空気に溶けて消えていく。

「殿下、まだ危険なのだ、あそこは時間魔術の効果範囲……」

　今にも少女のもとに飛び出していきそうなリトフィアをエルゼが必死で留とどめている。

　そして、とうとう少女を覆い尽くしていた冷たい琥珀は完全に消えた。

「大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　マリノの魔法陣が消えるなりリトフィアが少女の側に駆かけ寄っていく。その後ろでアストはぐったりとくずおれたマリノの身体を慌あわてて支え、床に広がる領域ドメインを解放リリースして少女たちに返した。

「どうしましょう、返事がない……」

「殿下落ち着いて、まだ意識を失っているようだからっ」

　がくがくと少女の肩かたを揺ゆすろうとするリトフィアを宥なだめて、エルゼが手早く脈みやく拍はくと呼吸を確かく認にんした。武芸の訓練を受けたことのある彼女はこのあたりも手慣れたものだ。

　大きく息をつき、エルゼはアストとマリノを振り返った。

「大丈夫だ。……生きてる」

　その一言に、アストも安あん堵どのあまり思わず脱だつ力りよくしそうになった。

　もっとも心配していたのは封ふう命めい晶しようを壊こわした後に少女に影えい響きようが出ないかだった。あらかじめ虫を封じた小さな封ふう命めい晶しようで実験はしてあったのだが、不測の事態が起こる可能性は低くなかった。

　マリノをそっと座らせてからアストも近づいて横たわった少女の顔を覗き込む。

　さらさらとした小麦色の髪が床に散らばっている。ほっそりとした体つきではあるが、リトフィアのように発育途と中ちゆうというわけではなく出るべきところはしっかりと出ていた。

　透すき通とおるような白い肌にすっと鼻筋の通った、なかなかの美人に見えた。もっとも今はその瞳が固く閉じられているせいで本来の美び貌ぼうを窺うかがい知ることはできなかったが。

「とにかく医務室に運ぶか」

　アストはエルゼと顔を見合わせてから少女の背に腕うでを回して抱え上げた。少女の柔やわらかな重みが両腕にかかり、アストは思わず顔を赤らめる。

　だがアストが少女を持ち上げた瞬しゆん間かん、ぱちりと少女の目が開いた。

「きゃ……」

「うわっ!?」

　少女の唇から悲鳴らしきものが漏もれ、アストも思わず動きを止める。

　少女からしてみれば目が覚めたら不安定な体勢だったのだから無理もない。しかし少女を床に取り落とすわけにもいかないので、アストは必死で踏ふん張ばって腕の中で暴れる少女の身体を支えようとする。

「ちょっと、ちょっとおとなしくしててくれ、今降ろすからっ……」

「離せ、お主、誰の許しを得て妾わらわの身体に触ふれておるッ」

　少女の言葉は意味がわからないほどではないが聞き取りづらかった。おそらくこれが彼女の本来の時代の……何百年も前の発音なのだろう。

「頼むから暴れないでくれ、降ろせな……」

　少女が暴れれば暴れるほどアストは腕に力を込めざるを得ない。柔らかい肌に指が食い込み、体温を直に感じられたがそれを役得と思う余よ裕ゆうはなかった。

　二人が揉もみ合うのをリトフィアたちはなかば呆ぼう然ぜんとして眺ながめている。

「はあ、はあ……」

　やがて暴れるのにも疲つかれたのか、少女は紅潮した顔でアストを見上げてきた。

　大きな瞳は明るい青で、その顔立ちは思った以上に整っていた。もっともまじまじとその美貌を眺めていられる状況ではなかったが。

「俺おれは、……その、君が倒れてたから運んでやろうと思っただけで」

　やや息切れしつつアストが言うと、少女は目をぱちくりとさせた。

「そうなのかの？」

「ええと、……そ、そうなんだ」

　アストの腕の中で少女はしばし小首を傾げてから、

「そうか、それは悪いことをした。すまぬ」

　今までの抵てい抗こうが嘘うそのようなあっけらかんとした態度だった。これにはアストも唖あ然ぜんとするが、まあ暴れられないならそれに越したことはない。

　アストはほっと安堵の息をつくが、またもや少女の表情が変わった。

　不意にその目が大きく見開かれた。――まるで唐突に何かを思い出したかのように。

「――ッ!!」

　渾こん身しんの力で胸を突き飛とばされ、アストはたたらを踏んで後退した。

　さすがにこれは押さえきれず、よろめくと同時にアストは少女を取り落としてしまった。だがどさりと床に尻しり餅もちをついたのもつかの間、少女は目覚めたばかりとは思えない機き敏びんな動きで跳はね起おきるなり口の中で小さく何かを呟く。

　次の瞬間、少女の身体に灯ともった紫むらさきの光が一気に実験室の床を覆い尽くした。

「領域ドメイン!?」

「魔ま術じゆつ師だったのか……」

　少女の足下にびっしりと魔法陣が浮うかび上がる。数百年経っても魔術の構築式は変わらないようだとアストは思わず感心したが、今は黙って眺めている場合ではない。

　なにしろ少女の手の中には見る間に炎ほのおの槍やりが生成されつつある。

「待て待て、俺は君に危害を加えるつもりは……」

「黙れ!!　お主は妾を――妾を後ろから剣で刺したであろう！」

　アストたちは思わず眉まゆをひそめた。少女の言葉の意味がわからない。

　なにしろこの少女は数百年前からいきなりやってきたようなものだし、その時代に当然アストは生きていない。だが唐突な変へん貌ぼうぶりからして少女は不意にアストのことを思い出したようだ。曰いわく、剣で自分を殺そうとした憎にくむべき相手だと。

「待ってください、誤解です、アストはむしろ……」

　リトフィアの言葉にも少女が耳を貸す気配はなく、今にも炎の槍をぶん投げてきそうだ。このままではアストはともかく実験室がただではすまない。

　女の子を相手に乱暴な手段は取りたくなかったが、気絶なりさせるしかあるまい。

　だがアストは一歩踏み出そうとしたところで横から足を踏んづけられてつんのめった。

「マリノ？」

「……少し離れたほうがいい」

　マリノに腕を引っ張られたアストと入いれ違いに、エルゼが少女の正面に歩み出た。

　エルゼは投降するときのように両手を挙げつつ少女に語りかける。

「あなたの不安はお察しするが、今だけは私たちの話を聞いてはくれまいか。そこの男が気に食わないようであれば、決してあなたには近づけさせないから」

　ゆっくりとしたエルゼの言葉に少女は顔をしかめたが、攻こう撃げき魔術を今すぐ放つことはなかった。どうやら少女の敵意はアストにだけ向けられているらしい。

「私はエルゼ・フォン・ストルディン、ベルゲン大公の娘むすめだ。我が父祖の誇りと白き獅し子しの旗にかけて、あなたを傷つけることはないとお約束する」

　エルゼの独特の言い回しは王侯貴族が契けい約やくを交かわすときのものだ。古い家系にとって家名と旗は何よりも大切なものである。その意味はわかったのだろう、今にも噛みつかんばかりだった少女の表情が少しばかり和やわらいだ。

「なんなら私たちの手でそこの男をぶん殴なぐっておこう。ほら、このように」

「痛てっ!?」

　エルゼの台詞せりふに応えたマリノにふたたび足を踏まれてアストは思わず悲鳴を上げた。こちらはマリノの芝しば居いに乗ったわけではなく本気で足が痛かっただけだが。

「…………」

　少女はエルゼとアストたちを交こう互ごに見つめてくる。

　ここが正念場だ――そう思ったところで、不意に少女の手の中の槍が霧む散さんした。

　同時に床に展開されていた紫の領域ドメインと魔法陣がぐにゃりと歪んで消しよう滅めつする。がくりと床に膝ひざをついた少女に、エルゼとリトフィアが慌てて駆け寄よった。

「大丈夫か!?」

　少女の表情はぼんやりとして、白かった顔はますます蒼そう白はくになっている。無理もない。数百年……下手をすれば千年近い眠りから叩き起こされた挙げ句、いきなり興奮して魔術まで使おうとしたのだから。

　倒たおれる寸前にエルゼが少女の身体を支えたが、今度は少女は抵抗しなかった。

「……思い出した」

　少女の言葉にアストたちははっとして耳を傾かたむける。

「妾の名前だ。そうだ。……ベルゲン公女。妾の名はイフリータだ。……イフリータ・ラム・バルテノメア」

　その言葉を最後に少女……イフリータはふたたび目を閉じた。







　結局、イフリータは気を失った状態で学内の医務室に運び込まれた。

　常じよう駐ちゆうの医師の診しん断だんによれば、栄養不足で憔しよう悴すいしてはいるものの病気の気配はないとのことだった。しばらく療りよう養ようしていればいずれ体力を取り戻すだろう。

　研究棟での騒さわぎから数時間後、イフリータはふたたび意識を取り戻した。

　イフリータと傍らで様子を見守っていたリトフィアたちが二言三言と話すのをアストは医務室の廊ろう下かからこっそり眺めている。目覚めたイフリータをまた興奮させてはいけないということで部屋から追い出されたのだ。

「あの男は遠く離はなれたところに追いやったから……」

　なおもアストを警けい戒かいするイフリータをエルゼが宥めるのが聞こえてくる。

「むしろ、あの男があなたを助けたと言っていい。あなたがなぜあの男を恐れるのかは存じ上げないが……」

　イフリータが封じられていた封ふう命めい晶しようは、以前に学院を襲おそった泥人形ゴーレムの竜ドラゴンの動力源とされていたものだった。竜ドラゴンを破は壊かいする際に封ふう命めい晶しようだけ無傷で取り外したのはアストである。

　別に感謝されるためにしたことではないが、こうも警戒されると少々寂さびしい。

「……何者なのだ、あの者は」

　イフリータはアストの顔に見覚えはあっても素す性じようは知らなかったようだ。

「アスト・パラダン。……そう、バルテノム国内の動乱で頭角を現し、国皇陛下の嫡ちやく子したる皇子殿でん下かを助けて皇統を正す働きをしたので、今では〝英雄〟とまで呼ばれる……」

　エルゼの仰ぎよう々ぎようしい褒ほめ言こと葉ばにアストは思わず咳せき込みそうになった。

　彼女はかつて縁えん談だんをアストのせいでふいにされている。そのためアストに向けられる言葉と表情はいつもきついものばかりで、こんな賞賛など受けたことがない。

「あの男がか弱い女を斬きりつけるような真ま似ねをするはずがないのだ。天てん帝てい猊げい下かであろうと見知らぬ人間であろうと、危あやうい目に遭あっている者は必ず助ける男だから。卑いやしい仕事であっても文句ひとつ言わず……」

「何だかよくわからんが、のろけ話はよそでやってくれんかの」

「わ、私はのろけ話などはっ!?」

　半眼で言うイフリータにエルゼが裏返った声で叫さけび、アストは人知れず廊下に座すわり込んで頭を抱かかえた。褒められて嬉うれしくないわけではないが、むずがゆいというより逃にげ出だしたい。今後エルゼとどうやって顔を合わせたらいいものやら。

「……で、できれば、あなたがあの男を恐れる理由を聞かせていただきたい。おそらく誤解によるものだと」

「ときに、バルテノムとは何のことだ？」

　イフリータが首を傾かしげるのに、アストはようやく我に返った。

　彼女はイフリータ・ラム・バルテノメアと名乗った。このバルテノメアという姓せいはバルテノム皇国を治める皇家の家名であり、リトフィア、セドリック兄きよう妹だいの姓でもある。

　つまりイフリータはリトフィアたちの遠い先祖なのだ。

　だがイフリータは母国の名をまるで知らぬもののように呟つぶやいている。これはつまり、

「覚えていない……のですか？」

　リトフィアたちが愕がく然ぜんとし、イフリータはなおも困こん惑わくした表情だった。

　何を忘れているかなどそう自覚できるものではないから、その反応は当然のことだろう。だがエルゼが父母の名前などを矢や継つぎ早ばやに尋ねていくと、イフリータの端たん正せいな顔はみるみるうちに歪んでいった。

　そもそも数百年も眠らされていて何も問題が起きない可能性のほうが低い。名前を覚えていたので安心したのだが、むしろそれしか覚えていなかったのだ。

　魔ま術じゆつを問題なく使えたのは、おそらく身体に染しみつくまで訓練した結果なのだろう。

「わからぬ。……確かに妾にも父と母がいたはずなのに」

　イフリータの呟きにリトフィアたちは絶句するしかなかった。

　アストは封ふう命めい晶しようについてどう説明しようかと悩なやんでいたのだが、これではそれどころの話ではない。室内の気まずい沈ちん黙もくが廊下のアストにまで伝わってくる。

　そこでアストはちょいちょいと後ろから肩を叩かれた。

　やってきたのは学院の食堂を取り仕切る料理人コツクのメアリおばさんだった。食堂の厨ちゆう房ぼうで雑用をしているアストにとっては頭の上がらない相手である。

「頼たのまれてたやつ、作ってきたよ」

「ありがとうございます」

　ほかほかと湯気を立てる盆ぼんを受け取りながらアストは小声で頭を下げ、扉とびらの隙すき間ま越ごしにちょいちょいと手を振ってリトフィアを呼び寄せた。彼女に今しがた受け取った盆を渡してすぐに部屋に返す。

「……あんた、何をこそこそしてるんだい」

「ちょっと色々ありまして……」

　呆あきれ顔がおのメアリにアストは肩を落としたような仕草をする。

　一方、室内のリトフィアはおずおずとイフリータに手にした盆を差し出していた。

「あの、これをいただいたので食べませんか？」

　メアリに見みつ繕くろってもらった盆に載のせられているのは、麦の薄い粥かゆが入った皿、繊細な細工のティーカップ、それに絵皿に載せられた菓か子しだ。

「食欲がないのでしたらお粥がいいと思いますが、甘あまいものは滋じ養ようにもなりますし……」

「……何だ？　これは」

　記憶がないのではなく元々知らなかったらしい。イフリータは顔を近づけてふんふんと匂においを嗅かいでいるが、慣れない匂いのものを口にするのはなかなか勇気が要いるものだ。

「ええと、クッキーと薔薇ばらの瓶詰めジヤムと……」

「これは花の香かおりか？　お前たちは花を食べるのか？」

　思わずぎょっとした顔をするイフリータの前でエルゼがクッキーを一枚囓かじってみせた。

「毒ではない。ほら、このように」

　さらにエルゼは紅茶に赤くどろりとした瓶詰めをひとさじ入れて飲んで見せる。

　イフリータはしばしそれを半眼で眺めてから、おそるおそる真似た。

「……甘い」

　さくりと小さな音を立ててクッキーを囓ってイフリータは目を丸くした。

「何なのじゃ、これは。蜂はち蜜みつの甘さではないし、こんな不思議な味は……」

　ぶつぶつと呟きながらもその手は休めずに次々とクッキーを口に放ほうり込んでいる。

　その表情から少し不安や険しさが消えたことに、遠目に見ているアストは気づいた。

「そんなに甘いでしょうか？　普ふ通つうだと思いますけど……」

「……昔はサトウキビはなかった」

　首を傾げるリトフィアにマリノが小声で説明していた。砂糖の原料となる植物は百年ほど前に東方から伝わったもので、イフリータの時代にはなかったはずである。とはいえ現在とてうんと甘くした菓子を食べられるのは金持ちの特権なのだが。

「これはつまり、膨らませていないパンなのじゃな。しかしこれは、むむ」

　イフリータはなおもしきりに頷うなずきながらもぐもぐとクッキーを飲み込んでいる。

　この反応を見る限り、イフリータは言葉は覚えているし生活知識もあるようだ。ただ昔……本来の時代に生きていた頃ころの記憶がごっそり欠けている。

「不思議だ。実に不思議な味じゃ」

　せめてもの救いはイフリータがクッキーを気に入ってくれたことだろうか。皿にはけっこうな枚数が載っていたのだが、たちまち空にされてしまった。

　続いてイフリータは薔薇の瓶詰めを入れた紅茶を一口すすった。

「あまり食べ物らしい匂いではないのう」

「そうですか？　良い香りだと思いますけど」

「花は愛めでるものだ。それを食くらうなどと、まるで蛮ばん人じんのすることではないか」

　しかつめらしくイフリータが言うのにリトフィアたちは一いつ瞬しゆん目を丸くし、それからいっせいに吹ふき出した。無表情なマリノですら小さく肩を震ふるわせて笑っている。

「何がおかしいのじゃ!?」

「いや、……子供の頃に初めて薔薇の瓶詰めを嘗なめさせてもらったとき、怖こわかったのを思い出した。薔薇の棘とげが喉のどに刺さるのではないかと思って」

　剛ごう毅きな優等生のエルゼにはあまり似つかわしくないちょっと恥はずかしい思い出話に、今度はイフリータが大笑いした。同じものを食べても感想は人それぞれのようだ。
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　イフリータはぶつぶつ言いながらもしっかりと瓶詰めで甘くした紅茶を飲み干していた。いつの時代であろうと女の子の甘い物好きは変わらないらしい、とはそれを眺めていたアストの感想である。

「……クッキーがもうない」

「食欲があるならなによりだ。その粥も食べておいたほうがいい、体力がつく」

　イフリータは促うながされるままにベッドの脇わきに盆を置き、粥をひとさじ口に運んだ。

「味あじがない……」

　クッキーや紅茶に比べればその病人用の粥はひどく薄うす味だったろう。アストが厨房に頼んで作ってもらったそれは、なにしろ平たく潰つぶした麦を煮にて塩と牛乳を加えただけの料理である。

　イフリータは粥を無言で食べていたが、不意に匙さじを握にぎる手がぱたりと落ちた。

「どうしました!?　やはりお身体の調子が……」

「……昔、熱を出したときにこんな粥を食べさせられた。少しだけど、覚えている……」

　作り方の単純なこの粥は古くから人々に愛されている。おそらくイフリータの時代にも存在したのだろう。……そして、味の記憶というのは思う以上に記憶の深いところにまで染みこんでいるものだ。

　記憶のないイフリータにとってここはまるきり異世界だろう。たとえ彼女が記憶を取とり戻もどしたところで、数百年も経っていてはそれは変わらない。

　けれど彼女のかつての居場所と断絶したところでもないのだ。

　イフリータは黙もく々もくと粥を食べ終えてから顔を上げた。その表情はさきほどアストに抵抗したときと比べればだいぶ落ち着いている。

「ところで訊ききたいのじゃがな。ここはどこだ？　そしてお主らは何者だ」

「あ」

　間の抜ぬけた声はリトフィアではなくエルゼのものだった。

　イフリータの記憶の混乱に気を取られるあまり、自分たちについて話すのをすっかり忘れていたようだ。もっともイフリータの知識の有う無むで説明の仕方は大きく変わるが。

「そうだな。……ここは、学院だ」

「学院……学舎？　そういえばお主らは揃いの服を着ておるの」

「ここは魔術師たちの学院だ。天帝猊下のご意向によって創建された、次代の天てん帝ていに相応ふさわしい優すぐれた魔術師を育てるための」

「……天帝？」

「大陸すべてを自分の領域ドメインとし、各国の王のさらに上に立つ方だ。千年前、神々から地上の代理人に任じられて竜ドラゴンを……」

　このあたりでイフリータが頭を抱えだしたのでエルゼは説明を打ちきった。

　イフリータの時代にもおそらく天帝制度は存在したはずだが、細かいところは覚えていないようだ。当時と現在で天帝の解かい釈しやくが違ちがうという可能性もあるが。

　イフリータの顔はふたたび不安で曇くもった。自分がこの世界について何も知らないということを思い知らされたせいだろうか。だが、

「心配はいらない。ここは学院なのだ」

　エルゼの言葉にイフリータ、そして傍らのリトフィアまでもが目を瞬またたかせた。

「ここは学舎なのだから、ここでこの時代……世界のことを学べば良い。療養するうちに記憶も戻るかもしれないしな。私たちも協力は惜おしまん」

　いわば異い邦ほう人じんたるイフリータにこれ以上相応しい場所はないのだった。

　イフリータは目を瞬かせてから、やがて静かに頷く。

　その表情は美しく、水辺に咲さく水すい仙せんのような凛りんとした居住まいだった。ふわふわとした印象のリトフィアとも違う、一国の姫君らしい気品の持ち主に思われる。

「では、しばし世話になるとしよう。ベルゲン公女」

　右手を差し出して握あく手しゆを求めるエルゼの仕草は淑しゆく女じよではなく武人が主にやるものだが、女騎士といった風ふ情ぜいのエルゼには似合っていた。イフリータはわずかに驚おどろいた顔をしたがやがて柔らかくその手を取る。

「ときに、さっそくひとつ頼みたいことがある」

「何なりと」

「このクッキーとやらを、もう一皿もらえると嬉しいのじゃが……」







「イフリータ・ラム・バルテノメアの名が見つかったよ」

　遠えん距きよ離り通信用の魔道具である手鏡の向こうで、セドリックは端たん的てきに切り出した。

　イフリータの素性……彼かの女じよが記き憶おくしていた名が正しいか否いなかは当のバルテノメア家の人間に尋たずねるのがいちばん早い。幸いにして現在セドリックがいる皇都の城には、歴代の皇族の記録も山のように残っている。

「リュシアン三世の長女で、母親は寵ちよう姫きのカトリーヌ。幼い頃から魔術師の訓練を受けていたという記録もあった……」

「悪い、そのリュシアン三世ってのはどこの誰だれだ」

　アストは降参だとばかりに両手を挙げた。セドリックは各国の歴史や王の名も頭に叩たたき込んであるはずだが、戦せん闘とう要員だったアストにそのような知識はない。必要最低限だけは昔セドリックに習わされたが。

　早くもげんなりした顔のアストにセドリックは肩をすくめ、

「リュシアン三世は……そうだな、今から九百年ほど前の国皇だ。我が国くにの領土を大きく欠けさせたから欠地皇という二つ名があるけど、まあそれはどうでもいいか」

　アストはこくこくと何度も頷く。

「そのお嬢じようさんが本当に我がバルテノメア家の父祖なのかは、彼女の記憶が戻ってからこちらの記録と照らし合わせないと判断できないな。――ただ、私個人の意見を言わせてもらえば、彼女はたぶん本物だよ」

　肝かん心じんなところを後回しにするのはセドリックの昔からの悪あく癖へきだ。今回もセドリックは焦じれたようなアストの顔をしばし面おも白しろそうに眺めてから、

「寵姫の娘なせいか、公式な……対外的な家系図には『娘』としか記されていなくてね。だから書庫の管理人でもない限り、今となってはイフリータ姫ひめという名前は誰も知らないはずなんだ」

「なるほど。……まあ、記録が盗ぬすまれでもしていないなら、だが」

「それに君が壊した泥人形ゴーレムの竜ドラゴンの古さを考えたら、年数の辻つじ褄つまはいちおう合うしね」

　あの泥人形ゴーレムの竜ドラゴンはごく初期の天帝に運用されたものとアストは推測した。あの一件の後に天帝の記録と照らし合わせたところ、八、九百年ほど前にそれらしい事件があったという一文は見つけている。

「ついでに言えば、件くだんのイフリータ姫は十六歳のときに死亡したとされていた。……君のところにいるお嬢さんもだいたいそのくらいの歳なんだろう？」

　あのイフリータはリトフィアたちとそう変わらぬ歳に見える。

　本来ならば彼女には長い人生と皇女としての栄えい誉よがあったはずだ。いったいなぜ封ふう命めい晶しようの生け贄とされたのだろうか。

「となれば、私としてはなるべく早くに彼女を引き取りたいんだけど」

「へ？」

　唐とう突とつな提案にアストは思わず気の抜けたような声を漏らした。

「そのイフリータ嬢がバルテノメア家の血を引いているというなら、他者に利用される前に保護したい。もっとも、彼女の出自はそう簡単に公言できるものではないけど」

　セドリックはそんなアストの反応こそ意外だと言わんばかりの顔だった。確かに国皇というセドリックの立場からすれば当然の判断なのだが。

　バルテノム皇国は千年以上も続く歴史ある国で、一時期は大陸全土を統一していたほどだ。その後初代天帝の出現や他国の独立で大陸の覇は者しやとしての地位は失ったが、今でも大陸の半分近くを支配している。この史実からバルテノムの統治者は皇――〝王の中の王〟の称号タイトルを戴いただいているのだ。

　その皇族というだけで生まれたときからさまざまなしがらみがついて回る。それはセドリックやリトフィアを見ていればよくわかることだ。

「それに、イフリータ嬢には里帰りをさせてやるべきだろう？」

「……それなんだが」

　そしてアストはイフリータの記憶の混乱について説明した。

「今の……この世界のことをなにもわかっていないのに、自分の国とはいえ様変わりしたところに連れて行くのはさすがに気の毒だろう」

　セドリックの立場も理解はできるが、アストとしてはできればイフリータが過ごしやすいようにしてやりたい。そうでなければ彼女が哀あわれだ。

「しかしだね……」

「学長に話を通して、しばらくこの学院に滞たい在ざいさせる許可は取ってある。ここなら外部の人間は滅めつ多たに来ないし、今のことを教えるには都合のいい場所だろ？」

「…………」

　憮ぶ然ぜんとして黙だまり込むセドリックの顔は、アストでもあまり見たことのないものだった。

　セドリックを慰なぐさめるかのようにアストは慌てて付け加える。

「そうだ、イフリータ姫はリトフィアやベルゲン公女とは仲良くやってるみたいだ。お前の妹が側について守ってるから、それで納なつ得とくしてくれ」

「……リトフィアか」

　しかし、まだ不満は解消されていないとばかりにセドリックの顔は晴れなかった。

「ところで君はイフリータ嬢と話はしてみたのか？　さっきから話を聞いているとどうも、伝聞や妹たちのことしか出てこないんだけど」

「いや……それが、俺はえらく嫌きらわれてて」

　イフリータが目を覚ましてから一週間、彼女はリトフィアたちや宿舎で働く使用人とは普通に会話しているそうだがいまだアストが近づく余地はなかった。遠目にアストの姿を見つけただけで怒いかり狂くるったほどなのだ。

「起き抜けに抱えてたのがまずかったのかなあ……」

「昔話なら、お姫様の目を覚まさせた王子様って場面なんだけどねえ」

「だったらお前が手伝えばよかったんだ」

　アストは恨うらめしげな顔でセドリックを睨にらみ付けた。

「んー……」

　セドリックはしばし考え込んでいたが、やがて唐突に話を切きり替かえる。

「君が泥人形ゴーレムの竜ドラゴンを破壊したとき、どうやって倒した？」

「……？　確か、滑かつ空くうしてる竜ドラゴンに取り付いて、背中から一気に裂さいて」

「なるほど。……君の話ではイフリータ姫も『背中から刺さされた』と言ったそうだけど」

「――あ！」

　もしも封ふう命めい晶しようごと泥人形ゴーレムに組み込まれていたイフリータが泥人形ゴーレムの知覚を自分のもののように感じていたとしたら、竜ドラゴンを倒したアストはまさに自分を殺した相手なわけだ。それなら魔術まで使って抵抗してくるのも当然だろう。

「封ふう命めい晶しようの中にいたときの記憶も断だん片ぺん的てきに残ってる、ってことか」

　自分のものではない風景を、短かった彼女自身の人生よりもはるかに長く見せ続けられていたのだとしたら、記憶が混乱してしまうのも無理はない。

　アストは暗あん澹たんとした気分になった後、セドリックが鋭するどく目を細めて何やら思案しているのに気づいてさらに思い切り顔をしかめた。

「……またろくでもないこと考えてるだろ」

「いや。彼女の記憶がはっきりしたら、さぞ色々なことがわかるのだろうと思ってね」

「本当にろくでもないな」

　セドリックの考えはおよそ見当が付いたが、アストは苦い顔で吐はき捨すてた。

　ひそかに人間を材料とした封ふう命めい晶しようが製造、運用されていたのだ。それは歴史の……もしかしたら天帝制度の暗部であり、イフリータの記憶とはそれを暴あばく鍵かぎに他ほかならない。

　他人の弱みは握るに越こしたことはない。それが大陸の覇者ならなおさらだ。とはいえ、

「ろくに事情もわかってないイフリータ姫を巻き込むつもりか」

「これは君にも恩おん恵けいのある話だと思うけどね？」

　アストは苛いら立だった顔で反論しようとしたが、こう言われては黙り込むしかなかった。

「イフリータ嬢はしばらく学院で暮らす予定なんだろう？　だったら君が聞き出してみてくれ。なにしろ私が学院に赴おもむくわけにもいかないからね」

　さきほどの意い趣しゆ返しとばかりにセドリックはけらけらと笑い、

「ではお手並み拝見といこうか、我わが友ともよ」

「……お前、面白がってるだけだろ」
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　イフリータがアストの接近を許してくれるまでにはさらに二週間かかった。

　エルゼの説明で誤解だとはわかったようだが、さりとて記憶に刻み込まれているものを「実はそうではない」と言われてもなかなか納得はできないだろう。

　合計三週間ですんだだけでもイフリータは理性的だったと言えるかもしれない。

「ここ、いいか？」

　夜、宿舎の外でぼんやり星を眺めているイフリータにアストは声をかけた。

　なかば魔術込みで反はん撃げきされることを覚かく悟ごしていたのだが、特にそういうことはなかったのでアストはしれっと彼女の隣となりに腰こしを下ろす。

「あれから具合は……」

「エルゼからお主の名を聞いた。アスト・パラダン……よくもまあ聖騎士パラダンなどという名を恥ずかしげもなく名乗れるものじゃな」

「……それは俺が付けたわけじゃないんだ、勘かん弁べんしてくれ」

　孤こ児じのアストは生来の姓を持っていなかったため、今の名はセドリックに「何となく格好良いから」という大おお雑ざつ把ぱな理由で付けられたものである。

「ここしばらく、図書館に行ってるらしいな」
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　マリノから聞いた話を振ふってみると、イフリータは顔をしかめて頷いた。

　さすがにイフリータを今すぐ学院に編入させるのは無理な相談だが、学内を自由に歩き回る許可は取っている。事情を知らない学生たちに不ふ審しんがられないよう制服も貸たい与よされているので、イフリータの格好は今の学院生と大差ない。

　彼女が実は九百年近く前に生まれた人間だとは言われても信じられないほどだ。

　この長い長い断絶をアストたちはいまだイフリータに告げられずにいた。

　ただでさえ説明しづらい事実なのに、彼女の記憶はいまだ混こん沌とんとしている。余計なことを言って落ち込ませてはと悩んでいるうちに時間ばかりが過ぎていた。

「あのさ、落ち着いて聞いてくれ。君は、君の父親や母親は……」

　重苦しい顔で口を開いたアストをイフリータは胡う乱ろんな目で見つめる。

　そして呆れたとばかりに肩をすくめた。

「妾の父はリュシアン三世。……欠地皇と呼ばれた挙げ句、陣じん中ちゆうで病びよう没ぼつしたそうじゃな」

　淡たん々たんとした声にアストはぎくりと顔を強こわばらせた。セドリックが皇族の歴史を語る分には何らおかしなところはないが、イフリータがそれを口にしたということは。

「図書館の年代記で読んだ。……妾の父上や母上はもう、とうの昔に亡なくなっておった」

　イフリータはため息をついただけだった。

　だが目を細めて星を見上げるその表情が哀あい惜せきを何よりも雄ゆう弁べんに物語っている。記憶もあやふやで遠い世界に一人きり。気き丈じように振る舞まってはいるがどれだけ不安なのかは察するに余りある。

「……気づいてたのか？」

「最初の日、クッキーを振る舞われたときにの。蜂蜜以外に甘かん味みはなかったし、紅茶とやらの茶器……あんな薄うすい陶とう磁じ器きなど見たこともなかった。妾の記憶がどうのという問題ではなく、あり得ないのだ、あんなものは」

　それはいずれも九百年の間に起こった技術の革新の産物である。

　イフリータはそれに気づいて図書館で事実を確かく認にんしていたらしかった。思った以上に頭の回る少女である。

　そこでアストははたと気づいた。

「父親の名前を思い出したってことは、もしかして……」

「だいぶ思い出してきた。……いや、整理が付いてきたと言うべきかの。夢とそうではないものを、だんだん区別できるように」

　年代記を調べていたのはその確認の意味もあったらしい。自分が体験した……当時の出来事とそうではないものを選より分わけていたのだ。アストに〝刺された〟記憶もまた夢だったと認にん識しきしたからこそアストと話をする気にもなってくれたのだろう。

　それにしてはたいして愛あい想そがよくなった気もしないが。

「なら……その、何でもいいんだが、君の時代のことで覚えていることがあったら教えてくれないか。もしかしたら今後の参考になるかも」

「何をどう参考にするというのだ。当時どんな陰いん謀ぼうがあったところで、九百年の間にどうでも良くなっているであろうに」

「……ごもっとも」

　アストは降参とばかりに両手を挙げるしかなかった。

　この問いはさすがに大雑把すぎたので、アストは尋ね方かたを変えてみる。

「君は封ふう命めい晶しようっていうのを見たことがあるか？」

「妾わらわを馬ば鹿かにしておるのか？　妾は誇ほこりあるバルテノメア家の魔術師ぞ」

「そりゃそうだよな……」

　がくりと肩かたを落とすイフリータは呆れたように眺めている。

　アストの言葉は要領を得なかったが、何を問わんとしているのかイフリータはだいたい察してくれたようだ。これ見よがしにため息をついてから、

「妾の頃、ごくたまに大聖堂から『魔ま術じゆつに優すぐれた者を差し出せ』と通達が出ることがあっての。――妾が十五になった春、父上が戴たい冠かんして間もない頃にもそれがあった」

　イフリータの説明は平板な口調だったが、それが彼女が生いけ贄にえにされた理由なのか。

「……そんな、まさか」

　ずっと昔、それこそ神話の時代には人々は神々に生け贄を捧ささげて恩おん寵ちようを乞こうこともあったようだ。やがてそれが巫女みこによる託たく宣せん魔術に進歩して現在の論理的な魔術の原型となる。だがイフリータの話はまるで古いにしえの時代の出来事のようだ。

「そんなことが許されるはずが……」

「なぜじゃ。巫女とて命を賭として託宣に臨のぞんだのだ。ならば神々と天帝猊下のために、他の者が命を捧げてはならぬということにはなるまい」

　きっぱりと言い切るイフリータにアストは絶句するしかなかった。

　価値観の違いと言えばそれまでだ。同じ時代でも国や地方によって考え方には大きな違いがあるものを、イフリータとは九百年のズレがあるのである。

　だが無関係な者が言うならともかく、イフリータはまさしく生け贄にされた当の本人のはずだ。その彼女が平然としていられる理由がわからない。

「君はそれで平気だったのか？」

「なぜお主が怒おこるのだ」

　アストとイフリータはともに苛いら立だたしげな顔で睨み合あう。お互たがい相手が理解できない。

「お主が妾を助けてくれたとはエルゼに聞いた。じゃがな、妾は同情されるのが死ぬほど嫌いなのだ。下衆の勘かんぐりで我がバルテノメア家の誇りを汚よごすことは許さぬぞ」

　こうまで言われてはアストはぐっと反論を呑のみ込むしかなかった。

「……だが、君は皇女だったんだよな？　その君がどうして……」

「皇女だからに決まっておろう」

　そしてイフリータはひたりとアストを見み据すえた。

　遠くから彼女の様子を窺うかがっていたものの、真正面からイフリータを見つめるのは初めてな気がした。薄うす茶ちや色の髪かみも青の瞳ひとみも子孫のリトフィアとはあまり似ていない。ただ、二人とも華きや奢しやな身体の奥おくに見みえ隠かくれする芯しん……覚悟といったものは相通ずる気がする。

「妾が行かねば民たみが犠ぎ牲せいになる。あのときの天帝猊下は命令に背そむく者には容よう赦しやなかったからの。妾の皇女としての役目がそれだったというだけじゃ」

　そう語るイフリータの表情はごく静かで、怒りや悲しみはまったく感じられない。本当に、心の底から彼女はそう思っているのだ。

　母国のために殉じゆんずる――言うのは容易たやすい。だが、いざ命を捨てる段になってなお平然としていられる人間がどれだけいるか。イフリータに感かん銘めいを受けるべきか恐おそれるべきかもわからない。

　ふとアストはセドリックのことを思い出す。

　もしも辺境に追放されたのがイフリータだったなら、彼女は生きるための叛はん乱らんなど考えずに運命に殉じて殺されただろう。以前リトフィアは兄セドリックを私情の王と呼んだが、なるほどその言葉は正しかった。

「国のため……か」

「何がおかしい？　お主とて故郷はあるであろうに」

「いや、俺おれはあいにくと生まれも何も知らないんだ」

　ここで初めてイフリータの表情が変わった。

　少し落ち込んだ表情を見るに「まずいことを言った」という自覚はあるようだ。言葉のきつい少女だが、他人を傷つけて平気なわけでもないとアストは少しほっとする。

「別に同情してもらうことでもないが、孤児なもんでな。子供の頃に住んでた街はあるが、そこで生まれたとは限らないし、今となってはあまり愛着もないし」

　肩をすくめるアストにイフリータはいささか焦あせった様子で眉まゆを寄せた。

「じゃが、お主は聞けば〝バルテノムの英えい雄ゆう〟だったそうではないか。正統の皇子を守って簒さん奪だつ者を排はいしたという……」

「頼むからエルゼのあの説明は割り引いて聞いておいてくれ」

　先日の悶もん絶ぜつを思い出してアストはまたもや突つっ伏ぷした。

「俺はバルテノムには何のこだわりもないよ。昔住んでたのも別の領地だったしな」

「ならばお主は戦いに何を求めたのじゃ。妾は女ゆえに剣けんのことは知らぬが、覚悟がなくば戦場に出られるものではあるまい。金か名めい誉よか、仕官するつもりだったか」

　イフリータはどこか怒った顔だった。彼女にとって〝バルテノムの英雄〟とは先に語ったとおりの人物であり、それ以外の……ただ私情のために戦った人間など許せるものではないのかもしれない。

「……友達がそこにいたから、かな」

　アストがあの戦いに参加したのはただセドリックがいたからである。雇やとわれたという立場はあったにしろ、当時はかの皇子にくっついていく以外のことは考えられなかった。

　そんなアストにイフリータは理解できないとでもいった表情を向けていた。

　たぶん、土地や国といったものに対する感覚が違うのだろう。皇族はともかく魔術師としてはイフリータのように故郷に絶対の重きを置く考え方が正しいのかもしれないが。

　しばしの沈黙の後、イフリータはふんと鼻を鳴らした。

「まあ、お主の動機はともかく妾の行こう為いには意味があった。千年近く経たった今もなお、我がバルテノムは栄えているというではないか」

「……ああ」

　アストはようやく得心がいった。自分の犠牲が無む駄だではなかったと知ったからこそ、イフリータは落ち着いていられるのだ。

「もっとも当時の妾は、妾のすべきことすら知らなんだ」

　聞けばイフリータの時代はまだ巫女が残っており、遺失魔術の詳しよう細さいを知る学者もいたそうだ。ただ天帝が大聖堂でひときわ巨きよ大だいなものを造っているとまではさすがに知るべくもなかっただろうが。

「それに、あいにく今の妾は大聖堂で何があったのかを覚えてはおらぬ」

　淡々と言ってからイフリータは皮肉げに笑った。

「お主が妾から聞き出したかったのは、つまりこのことであろう？　残念であったの、助けられた礼と思って成り上がりの無礼にしばらく付き合ってやったまでよ」

　そしてイフリータが浮うかべたのは明らかに自じ虐ぎやくとわかる乾かわいた笑えみだった。

「あのさ……」

「同情するなと言ったはずじゃぞ。男たる者、その情けない面を妾の前に晒さらすでないわ」

　ぴしゃりと言われてアストはふたたび黙り込む。

　だが、不意にイフリータの表情はふっと緩ゆるんだ。

「じゃがな。その間ま抜ぬけ面さえなければこれでも妾はお主に感謝しているのだ、アスト」

　初めてイフリータに名前を呼ばれた気がしてアストは目を瞬かせる。

　そして彼女がほんの一瞬アストに向けた笑みは思っていた以上に愛らしく、それだけで十分報むくわれた気がしたほどだった。
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　そして知らせは唐突にやってきた。

　天帝選考は当代の天帝が逝せい去きよした時点で始められることとされている。そのため天帝が急きゆう逝せいした場合は蜂はちの巣をつついたような騒さわぎになるし、逆に死期が予想できる場合は各国ともあらかじめ準備を進めているものだ。

　当代の天帝ユーヴァの場合は後者だった。

　ユーヴァは病気を抱えているという噂うわさもあったしなにより高こう齢れいだ。この世の何にも……天帝としての権力にも興味を示さない〝無む為い〟の老人が、いまさら生きることにしがみつくとも思えない。

　だから遠からずこの日が来ることは大陸の誰もが予想していたはずだった。

　そのとき、アストたちはいつものように教室で講義を受けていたが、突とつ如じよとして講師の声を掻かき消けすように学院じゅうに大だい音おん声じようが響ひびき渡わたった。学長が魔術を使って声を拡張しているのだ。

　そして読み上げられた、大聖堂から飛び込んできた急使の手紙――天帝ユーヴァが大聖堂で死去したという内容に、たちまち教室内は騒そう然ぜんとなった。

　富ふ裕ゆう層そう出身の学生は普ふ段だんはきわめて礼れい儀ぎ正ただしいのだが、今ばかりは致いたし方あるまい。誰もが不安げに、あるいは赤く興奮した顔をして今後の予想を喚わめき合っている。

　なにしろ天帝選考が始まるのだ。そしてこの学院は天帝制度の中ちゆう枢すうにある。

「そのうちだろうとは思ってたが。だがこうも早くに亡くなるとはな、あの爺じいさん」

　泥人形ゴーレムの竜ドラゴンが学院を襲おそった際にアストはユーヴァを助けている。見知った人物の訃ふ報ほうとあって呟きは湿しめっぽくなった。

　大騒ぎになっているのはこの教室だけではないらしく、廊ろう下かからは隣の教室の叫さけび声ごえも聞こえてくる。いつもなら講師が即そく座ざに怒ど鳴なりつけるところなのだが、さきほど浮き足あしだった様子でばたばたと教室から飛び出して行ってしまった。

「……さて、これからどうなるかな」

　おそらく当分講義は中断させられるだろうし、候補者選定のため母国から帰き還かん命令が出る学生もいるだろう。自分は……後うしろ盾だてを持たない候補者はどうなることやら。

　アストはしばし考え込んでいたが、ふと目を瞬かせて隣のリトフィアを振り返かえった。

　いつもなら即座に騒いだり狼ろう狽ばいしたりしそうな彼女だが、今はじっと顔を伏ふせている。

「リトフィア？」

　アストが声をかけられた彼女が顔を上げると、その目から涙なみだが一筋こぼれ落ちた。

「君、泣いて……」

「……とうとう亡くなられたのですね、猊げい下かが」

　リトフィアの透すき通とおった声はかすれていた。

　アストたちの後ろの席のエルゼは泣いてこそいなかったが沈ちん痛つうな面おも持もちで俯うつむいている。彼女たちの涙と沈ちん黙もくが何のために流されているのかアストはようやく知った。

　エルゼは以前、アストと一いつ緒しよにユーヴァを助けようとした。リトフィアはユーヴァと話す機会もなかったが泥人形ゴーレムの竜ドラゴンの一件後には挨あい拶さつを交かわしていた。二人ともユーヴァと面識がないではないが、その関かかわりはアストよりは薄い。

　それでも少女たちは死者を悼いたみ、悲しんでいるのだった。

「……俺もろくなもんじゃないな」

　アストはがりがりと頭を掻いて首を振った。縁えんのある人が亡くなったのだ。今後の算段や下世話な推測をするよりも前にすることがあるはずなのに、それを忘れていた。

　アストは目を閉じて小さく口の中で祈いのりの言葉を唱えた。戦死者を埋まい葬そうするときに聖職者が唱える文言だ。なにしろアストはこれしか死者を送る言葉を知らないので、かの老人の魂たましいに届いたかというといささか自信がなかったが。

　ややあってリトフィアは涙をぬぐって顔を上げた。黙もく祷とうを終えたエルゼはなおも騒然としている教室にあからさまに顔をしかめている。

「これから、……どうなるのでしょうね」

　それはさきほどアストが考えていたことだったが、アストは黙って首を横に振った。

　これから何かが変わるのだろう。だが、その全ぜん貌ぼうはまだ見えない。







第二章　星は落ち、幕は上がる







　そこは黒い街だった。

　寂さびれて薄うす汚よごれているとか無法者の巣になっているということではなく、見た目が黒いのである。大通りに並ぶ家々や商店はみな軒のき先さきに黒い布や旗を掲かかげており、目め抜ぬき通りを歩く人々の衣装も大半が黒、そうでなくとも鮮あざやかな色は見当たらない。

　それでいて活気がないかと言えばむしろ逆だ。

　街を南北に貫つらぬく大通りは人でごった返して数メルトル進むのにも苦労するほどだし、道の両側に並ぶ屋台からはひっきりなしに売り子の声が聞こえてくる。大道芸人や吟ぎん遊ゆう詩人といった市場に付き物の華はなやかな見世物は見当たらないが、いつも通りの――いや、いつも以上の熱気のはずだ。

「これはまた一大事業だな」

　街に足を踏ふみ入いれるなりアストは呆あきれたように言ったものだった。

　ここは天帝の座する大聖堂のお膝ひざ元もとである。

　天てん帝ていを頂点とする宗教組織、そして各地に点在する神々を崇あがめるための施し設せつはどちらも聖堂と呼ばれる。両者を区別する意味があまりないからだ。施設を指す場合は地名を付けて呼び、天帝の座する総本山は大聖堂と呼び習わされている。

　天帝は大陸内にいくつか直ちよつ轄かつ領りようを持っているが、その中でもっとも栄えているのはこの門前町だろう。

　大聖堂に詣もうでる人々を当て込んだ宿屋や娯ご楽らく施設、聖職者相手の飲食店や仕立屋、高価な宝石を扱あつかう商人までが出入りしており、その規模はバルテノムといった大国の首都と比べても遜そん色しよくない。

「すごい……ですね、あの、置いていかないで」

　リトフィアがアストからはぐれまいとぎゅっと腕うでにしがみついてきた。

　いつもは服の裾すそを掴つかむのが精せい一いつ杯ぱいなのだがこの人ひと混ごみではとやかく言っていられないようだ。なおアストの反対側の腕はしっかりマリノに確保されている。

　エルゼ……そしてイフリータは胡乱げな顔でアストたちの後ろを歩いていた。

「まあ、さすがに大聖堂の目の前だけはある」

「あの、アスト、あれは何ですか？」

　リトフィアがぎゅうぎゅうと押おし潰されながらも根こん性じようで一点を指さしている。

　アストがそちらを見やると、そこには市場に付き物の射的の屋台があった。

「弓で棚たなに置いてある景品を落としたら、それがもらえるって遊びだな」

「そんなことをしていたら、すぐに景品が足りなくなってしまうのでは？」

　リトフィアは心底不思議そうに首を傾かしげている。アストは小さく吹ふき出だしてから、

「そうならないように弓を使いづらくしたり、景品に重しが付けてあるのが普ふ通つうだな」

「でも、それではお客さんを騙だましていることになるのでは……」

「詐さ欺ぎと言えば詐欺なんだろうが、言っただろ、遊びだって」

　アストが説明してもリトフィアはまだ腑ふに落ちないようで、しばし首を捻ひねっていたがやがてしょんぼりと肩を落とした。

「すみません、こういう市場に来るのは初めてなもので……」

「いや別に謝あやまられることじゃないが」

　子供の頃ころに離はなれて暮らしていたせいかセドリックはこの妹に過保護なところがある。庶しよ民みんに混じって市場で遊ぶなど許すわけがないし、それを無視できるリトフィアでもない。

　馬車ではなく自分で門前町を歩きたいと言い出したのはリトフィアだった。確かにこんな時でもなければお姫様育ちの彼女が外に出る機会はないだろう。

「……天帝猊げい下かの葬そう儀ぎの前に、不ふ謹きん慎しんだとは思ったのですけど」
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　リトフィアは後ろめたそうな顔をしていたが、好こう奇き心しんは抑おさえがたいらしかった。

　この街を覆おおう黒い色は人々がユーヴァの喪もに服していることの証あかしである。おそらく今は大陸のどの街でも喪に服すために半旗が掲げられているだろうが、天帝直轄領のこの街ではより大きな形で悲しみを表している。

　ただ、天帝の葬儀というのはそれだけで一大行事だ。

　なにしろ王おう侯こう貴族から庶民まで、大陸じゅうから人が集まるのである。彼かれらはまずこの街に宿を取ろうとするし、となれば旅人を見込んだ商売人が街に集まり、しまいには娼しよう婦ふや詐欺師といったいかがわしい連中までやってきて、その結果が今アストたちの目の前に広がる大混雑である。

「黒一色の祭りっていうのも何だかな」

　いまさらではあったがアストは独りごちた。

「ところで、君は大だい丈じよう夫ぶか？」

「ふん、お主に心配されるまでもないわ」

「いや、俺はただ人混みに酔よってないか聞こうと思っただけなんだが……」

　まだ体力と記憶の戻もどりきっていないイフリータはいささか疲つかれた顔をしている。それでも十歩歩くごとにエルゼに「あれは何か」と尋ねていた。

「こういう……混雑ぶりは、どこも変わらないものじゃな」

「イフリータ殿でん下かは市場に繰くり出したことはあったのか？」

　尋ねたのはエルゼである。エルゼはバルテノム皇女のイフリータに対して、リトフィアと同じように敬けい称しようで呼ぶようになっていた。

「よく覚えてはおらぬが、そんな気がするの。こんな風にもみくちゃにされることなど、他にあまりな……」

　イフリータは言いかけたところで、すれ違ちがった男に足を踏まれて悲鳴を上げた。

「そうだ、屋台で串くしに刺した肉を食べた。こんな匂においの……」

　町歩きが記憶を取とり戻すきっかけになるなら結構なことだが、はぐれては元も子もない。ふらふらと横に逸それていってしまうイフリータをアストたちは慌あわてて追いかける。

　確かにそこには串焼きを売る屋台があった。漂ただよってくるのは炭火と肉が焦こげる匂いと、大陸の北方でよく見かける香こう辛しん料りようの香かおりである。

「いったい何の肉なのかの」

「ああ、あれはヤモリの姿焼きだな」

　エルゼは背せ伸のびしてからこともなげに言った。イフリータと手前にいたリトフィアの顔色が同時にさあっと青くなる。

「食べる？　あのヤモリを食べるじゃと!?」

「北方では食べると聞いたことがあるぞ。私も一度だけ味見したことがある」

「そんなもの、妾の頃はなかった！」

「いや、たぶん昔もあったんじゃないか……刺して焼くだけの簡単な料理だし」

　各国から人が集まる街なので売られているものもすれ違う人々の服装も様々だ。ヤモリの他にもあちこちから郷土色あふれる匂いがしてくる。

「……美味おいしいのでしょうか、あのヤモリ」

「味は淡たん泊ぱくというか、塩を振ってない鳥の肉みたいな感じだったな」

　アストは傭よう兵へい見習いの頃から各地を転々としていたので、地方の味も食べ慣れている。それを聞いたリトフィアは恐ろしげにぶるぶると首を何度も振っていた。

「ヤモリ……べたべた……ぬめぬめ……」

「いやそこまでぬめってはいない気はするが」

　なおこの会話の間、マリノは何をいまさらとでも言いたげな表情だった。彼かの女じよはアストと同じく孤児だった時期があるので、ゲテモノに拒きよ絶ぜつ反応はなかったりする。

「妾はあれを食べてみたい。金を寄よ越こすのじゃ」

　そこでアストは後ろからくいくいとイフリータに服を引っ張られた。

「食べるんですか!?」

「懐なつかしくなっての。見た目以外は」

「見た目というか材料はいちばん重要じゃないか……？」

　アストは懐ふところから小こ銭ぜにを取り出してイフリータに渡した。この世界に身寄りのない彼女は当然金も持っていないので仕方ないのだが、一行の中でいちばん貧びん乏ぼうな自分がたかられるのはどうにも理り不ふ尽じんな気がする。

「うむ、思いのほか美味である」

「そうなんですか……」

　イフリータが囓かじる串焼きをリトフィアが指をくわえてじーっと見つめている。このままでは彼女も恐きよう怖ふに打ち勝って串焼きを食べてみたいと言い出しそうだったので、

「そろそろ先を急ぐぞ。指定された時間まであまりないんだし」

　自分の財さい布ふのためにも、アストはリトフィアの背を押してふたたび歩き出した。







　金きん泥でいで彩いろどられた門をくぐると喧けん噪そうはさざめきに変化した。

　リトフィアやエルゼ、マリノは王侯貴族の子女であり魔ま術じゆつ師しでもあるため、葬儀への参列はむしろ義務のようなものだった。生徒会長にして大国イングラムの王子アルヴィンなど、学生には他にもそのような立場の者は多い。

　対してアストは〝英雄〟としてその名は知られていても身分的には庶民である。アスト自身はなかば参列を諦あきらめていたのだが、意外な形でそれは解決してしまった。

『ユーヴァ猊下の恩人たるアスト・パラダンにもお出いでいただきたい』

　大聖堂側がそう通達してきたのである。以前ユーヴァを助けた恩に報いるということらしい。もっとも、その時のことは口外するなという念ねん押おしも込みなのだろうが。

　ともあれアストたちは学院を出て馬車に乗り、門前町をかなりの時間をかけて歩いて通り過ぎ、とうとう大聖堂にまでやってきた。

「お入りください」

　大道芸人も顔負けの派手な服を着た近この衛え兵へいが慇いん懃ぎんに頭を下げる中、アストたちは足を踏み入れる。王族やその関係者のアストたちは葬儀が始まる前から大聖堂への出入りが許されるとのことだった。

　大聖堂と一口に言ってもその敷しき地ちは広大で、祭さい壇だんを中央に据すえた礼拝堂、聖職者たちが暮らしたり修しゆ行ぎようをする建物群、使用人の宿舎などいくつもの建物がある。

　壮そう麗れいな建物の内外にいるのはいずれも高貴な血筋の人々だった。

　彼らは騒ぎ立たてることなくしゃらしゃらと衣きぬ擦ずれの音を立てながら優ゆう雅がに歩き、あるいは声をひそめて何事かを話している。慌ただしく動き回っていることに変わりはないのだが、市場の混雑ぶりとは雲うん泥でいの差だった。

「俺、ここにいていいんだろか」

「……何をいまさら」

　あまりの場ば違ちがい感にアストが思わず呻うめいたところ、呆れ顔がおのマリノに足を踏まれた。まあ高貴な血筋というならリトフィアやセドリックはその最たるものなのだが。

「では、こちらに。宿しゆく坊ぼうまでご案内します」

　アストたちはぞろぞろと若い聖職者の後ろをついて歩き出す。姫ひめ君ぎみだらけの一行に聖職者が怪け訝げんな顔をしているのは見なかったことにした。

「あの、葬儀が行われるのはどこなのですか？」

「あちらの礼拝堂ですが、今はまだ高位の方々しか出入りできません」

　聖職者は振り返りもせずに答える。

　その愛想のなさにアストは思わず肩をすくめてから、改めて周囲を見回した。

「なんとも、……凄すごいところだな」

　とにかく天てん井じようが高い。今アストたちが歩いているのは建物同士を繋つなぐ屋根付きの細い通路だが、それとて身長の何倍もの高さがあるのである。

　床ゆか板いたは深い飴あめ色いろになるまで磨みがき抜ぬかれ、漆しつ喰くいの壁かべには要所に木材と真しん鍮ちゆうの彫ちよう刻こくが嵌はめ込まれている。天井に青空と緑なす大地の美しい絵が描えがかれているせいか、窓は小さいもののあまり閉へい塞そく感かんは感じない。

「何の絵だろうな、あれ」

「……神々の楽園」

「ここは大聖堂なのだから、神々の絵に決まっているだろう」

　アストの呟つぶやきに、マリノとエルゼがそれぞれ説明と説教をしてくれた。

「そういえばあの地下聖堂もそんな感じだったな……」

　学院の森の奥に残されていた、今はもう使われていない聖堂のことである。確かに信しん仰こうのための場所なのだからそれにまつわる絵を並べているのはむしろ当然のことか。

「楽園ってことは、……人間が造られたあたりがあそこか」

　天井の絵は歩きながら鑑かん賞しようすることを前提としているらしく、絵巻物のように順を追って神話の場面が描かれている。

　神々は竜ドラゴンに乗って地上に舞い降おり、泥をこねた人形に息い吹ぶきを吹き込んで人間を造った。人間は神々と竜ドラゴンのもとで黄金の時代を過ごしたがやがて楽園は終しゆう焉えんを迎むかえる。

　天井の絵はそこで終わっているが、その先はアストもよく知っていた。

　楽園の崩ほう壊かいと共に神々も地上を去り、託宣でしか神々の声を聞くことはできなくなった。神々がふたたび人間の前に姿を現したのは千年前、初代天帝の前だ。神々は彼に大陸すべてを領域ドメインとする能力を付ふ与よし、地上の代理人に任じた証として竜ドラゴンを与あたえたという。

「……でも、それもどうだったんだか」

　以前マリノの身体を借りて現れた女め神がみは、人間を――特にアストをさんざんに罵ののしった。その様相に人間を造り、愛した神話の神々の面おも影かげはなかったように思う。

　天井を眺ながめてぼんやり考え込んでいたアストは、切せつ羽ぱ詰つまった声に我に返った。

「イフリータさん!?」

　慌てて振り返ると、ぐったりとしたイフリータをエルゼが支えているところだった。

　アストは歯は噛がみした。街の市場で楽しそうにしていたので油断していたが、イフリータはだいぶ記き憶おくを整理できたとはいえ完全ではないし、その上体力も落ちている。もっと気を遣つかってやるべきだった。

「大丈夫か？」

「その情けない面を止めろと言ったであろ……」

　駆かけ寄よるなりイフリータに睨にらまれたがさらりと無視して彼女の身体を抱かかえ上あげる。

「ただ今御ご殿てん医いを呼んで参ります！　殿下は……」

「いいえ、このまま医師のところまでお連れします。そちらに案内してください」

「は、はい！」

　聖職者は哀あわれなほど取り乱していたが、リトフィアの静かな声にようやく落ち着きを取り戻し、今まで来た道を戻るようにしてまたアストたちを案内し始める。

　気が急せくあまり一行の足取りは徐じよ々じよに速く、まるで早足のようになった。

「……出した」

　腕の中でイフリータが何か呻くのに、アストは顔をしかめて彼女を見下ろした。

「文句は後でいくらでも聞くから、今は黙だまってたほうがいい」

「勘かん違ちがいするでない。……思い出した。最後に、こんな通路を通った」

　最後――つまり、イフリータが封ふうじ込められる寸前の記憶。

「昔の大聖堂は、こんなにけばけばしくはなかったがの。確か、細い通路を通ってどこかに連れて行かれた。確か階段を降りて、螺ら旋せんのようにぐるぐると……」

「無理に喋しやべるな、疲れるから」

「長いこと降りていたな。こんなに地下深くまで行くのかと思った。それから何か大きな、それに封ふう命めい晶しよう……」

　イフリータはなおもぶつぶつと呟いている。アストに話すというよりは口にすることで自分の記憶を整理しているようだ。

　古来、祭壇――託宣魔術の装置は地下に造られることが多かった。この大聖堂はもともとは主神ソティラスの聖堂だというから、地下に祭壇があってもおかしくはない。

　そこでおそらくイフリータは非人道的な施し術じゆつを受けた。

「地下、か」

　アストは苦い顔で足あし下もとを見下ろす。

　天帝の権けん威いも壮麗な建物もすべてが脆もろい土台の上にあるのかと思うと、天井の楽園の絵がとたんに色いろ褪あせて見えた。
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　客室に案内され、アストはようやく一息ついた。

　当然ながらリトフィアたちとは別の部屋である。アストはしばらく贅ぜいをこらした……清貧を旨むねとする聖堂にはあまり似つかわしくない部屋を眺めて怪あやしい箇か所しよがないか確認した後、柔やわらかなソファに身体を沈しずめた。

「……疲れたのかな、俺も」

　イフリータは疲ひ労ろうで倒たおれたということになり、今も待機していた医師が看病しているはずである。不安がないではないが今はそちらに任せたほうが得策だろう。

　そこでこんこんこん、という小さなノックの音が聞こえてきた。

　アストは眉をひそめる。リトフィアたちは今はそれぞれの親族との顔合わせに行っているはずだし、大聖堂に知り合いはいない。

　扉とびらを開けると、そこには見習いのお仕着せを着た少年がいた。

「アスト・パラダン卿きようはご在室でしょうか？」

「ああ、俺だが」

「えっ!?」

　返事をするなり少年は泣きそうな顔をして後ずさった。来らい賓ひん自身ではなく使用人が出てくると思っていたのだろうが、客人を相手にこの態度はいかがなものか。

　顔を赤くしたり青くしたりする少年をアストはしばし眺めていたが、少年はがたがた震ふるえるばかりでいっこうに本題に入る様子がないので、

「それで、俺に何の用だ？」

「あ!?　これを……こちらを、アスト卿にお届けせよと命じられまして」

　少年はおずおずと一通の手紙を差し出してきた。だがそれには封ふう蝋ろうで厳重に封ふう印いんされているにも拘かかわらず宛あて名ながない。

「わ、わたくしは先日まで天てん帝てい猊下のお側そばで身の回りのお世話を仰おおせつかっておりまして、それでこの手紙をお預かりしたのです。ですがこれをアスト卿にお届けすることは、誰だれにも言ってはならぬと命じられて」

　封蝋に押されている印は太陽と竜ドラゴン――まぎれもなく天帝紋もん章しようだった。この印を自分のものとして使える人間はこの大陸にひとりしかいない。すなわち天帝本人。

「わかった、ご苦労だった」

　アストが頷うなずいて小銭を渡すと少年は安あん堵どからかまたもや泣きそうな顔をした。

　それを宥なだめて帰してから、アストは首を傾げながら封を切る。

「……あの爺さんが？」

　さきほどの説明が本当ならこの手紙はユーヴァの遺ゆい言ごんということになる。しかし確かにアストは天帝の恩人ではあろうが、そこまで感謝されていた記憶もない。

『頼たのみもしないのに儂わしを助けた若造に』

　手紙はそんな書き出しで始まっていた。

　これを書いたのはどうやらユーヴァ本人で間ま違ちがいないようだが、

「死んだ後にでも嫌いや味みを言いたかったのか、あの爺さん」

　アストは早くもげんなりした顔だ。ともあれ先を読み進めてみる。

『天帝というのは因果なもので、死にたくても自分で死ぬこともできない。ろくなことが起こらないのが予想できるからだ。何者かに殺されてやることもできない。それは儂どころか歴代の天帝の権威すら貶おとしめることになるからだ』

「……あ」

　この説明で、ようやくアストは以前の出来事が腑に落ちた気がした。

　以前、学院で泥人形ゴーレムの竜ドラゴンがユーヴァを襲ったのは、学院を訪おとずれていたユーヴァを殺害しようとするものだったと思われる。天帝ユーヴァに恨うらみを持つ人間は多いだろうが、なぜ竜ドラゴンまで持ち出す必要があったのかとずっとアストは疑問だった。

　伝承によれば天帝は神々から竜ドラゴンを賜たまわったという。

　逆に言えば、もしも天帝が竜ドラゴンに――人々が竜ドラゴンだと思うものに殺されたならば、その事実は伝承の反証となる。神々に見放された天帝をもはや人々は支持するまい。

　おそらく聖堂の中にそんなことを考えた人間がいて、聖堂に残っていた資料から泥人形ゴーレムの存在を知って利用したのだろう。

『これを書いている今、儂の寿じゆ命みようはもうろくに残っていない。そのことにほっとしている。おそらく誰の手にもかからず死ねることを、君に感謝する』

「……あの爺さん！」

　知らず知らずのうちに、アストは手の中でぐしゃりと手紙を握にぎり潰つぶしていた。

　アストはふと思う。ユーヴァが死んだら天帝選考が始まる――大陸の誰もがそのことを前提として動いていた。それをユーヴァ自身はどう思っていたのだろうか。

　人はいつか死ぬ以上、それは仕方ないことかもしれない。だが周囲の者がみな自分の死を今か今かと待ち構えていて、それをただ見ているしかないというのは想像を絶する恐怖――いや、寂しいことだと思う。

　訃報を聞いたときのリトフィアの涙を思い出す。できることなら彼女のような心優やさしい人間が、少しでも多くいてくれたらいい。

『というわけで儂はそろそろこの生から去るつもりだ。経験者として言っておくが、天帝選考はそれはもう面めん倒どうくさい。せいぜい頑がん張ばってくれ』

「あの爺さん……」

　アストは脱だつ力りよく感で思わず手紙を取り落としそうになった。

　手紙の筆ひつ跡せきは整然としておりユーヴァが動どう揺ようしている気配はなかった。こんなあっけらかんとした遺言を書けるなら……ユーヴァが自分の死をそれなりに納なつ得とくして受け入れていたなら、それがせめてもの救いだろうか。

　無意識のうちにアストの口から葬そう送そうの祈りが紡つむぎ出される。アストは戦死者を弔とむらう言葉しか知らないが、今はそれが何よりもあの老人に相応ふさわしいものだと思えた。

『それから、去るついでに君にはもう少し面倒を押しつけておく。この地に天帝選考が定着して久しいが、天帝選考そのものを忌いむ人間は案外多いのだ。奴やつらはきっと、儂が死んだと見るや姿を現すだろうから』

　アストは眉を跳はね上げた。ようやく本題に入ったらしい。

『実を言えば、しばらく前から我々の周辺を嗅かぎ回る輩やからがいるとは知っていた。ただし儂にはそれに対処する術がないので君に教えておくことにする。大聖堂の地下の――』

　そして数枚ある手紙を読み進めるうち、アストの顔はどんどん険しくなっていった。

「俺にこんなことを教えて、いったいどうしようってんだ、あの爺さん！」

　アストは叫び、誰もいないことを幸いに壁を拳こぶしで殴なぐりつけた。さすが大聖堂の建物は頑がん丈じようきわまりない造りで、拳ひとつでは鈍にぶい音しかしなかったが。

　ユーヴァの考えはわかる。きっと、これが役に立たないように――死後に何事も起こらないようにと祈りながら、けれども天帝の座にある者として万が一の事態に備えるしかなく、信しん頼らいの置けそうなアストに手紙をしたためたのだ。

「頼みもしないのに……か」

　自分に呼びかける書き出し部分を見つめ、アストはきつく唇くちびるを噛かんだ。周囲に天帝の権力を利用しようとする者しかいない中、あのとき何の利害も考えず飛び込んだアストだからこそ、ユーヴァは自分を信用したのだろうが。

　気を取り直し、手紙に最後まで目を通す。

　長い文章の末まつ尾びはこんな言葉で終わっていた。

『儂は〝無為〟の天帝であるがゆえに実行は君に任せる。だが、儂は儂なりにこの大陸を愛していた。願わくば、我わが民たみに安あん寧ねいがあるように』
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「まあ、お似合いです、アスト」

「いかにも衣装に着られているといった風ふ情ぜいだな。威い厳げんが足らん、威厳が」

「……馬ま子ごにも衣い装しよう」

　三者三様に言われてアストはがくりと項うな垂だれた。

　今のアストは学院の制服や下働きのときに着るボロではなく、貴族が夜会で着るような高価な服を身につけていた。喪に服すために白いシャツの他はすべて黒、しかし軽かろやかな絹にはそこかしこに刺し繍しゆうや手の込んだ細工が施ほどこされている。

　襟えり元もとに巻いた艶つやのあるタイだけが血を思わせる深い紅だ。

「動きづらいな、しかし……」

　ひらひらとして、そのくせ少し動くたびに肩かた口ぐちが引っかかる。アストの身体に合っていないのではなく、そもそも腕を振ふり回まわしたりする状じよう況きようを想定していない服なのだ。

「我が慢まんしてください。さすがに身なりは整えないと……」

「貴様とてバルテノムの式典には出たことがあるだろう。情けない、何をいまさら」

「…………」

　集中砲ほう火かである。ついでに言えばセドリックの戴たい冠かん式しきの時にはアストは瀕ひん死しの重傷で寝ね込んでいたので、実は華やかな儀ぎ礼れいの場に出たことはないのだった。

　アストと同様に三人の少女もそれぞれドレスを身につけている。

　色はごく抑えられており、リボンやレースといった華か美びな装そう飾しよくも少ない。ただその飾かざり気けのないドレスは逆に彼女たちの美しさをよく引き出していた。

　リトフィアはレースの代わりにスカートに何枚も薄うすい布を重ねた衣装だ。対たい照しよう的てきなのはエルゼでぴったりとした布地をしなやかな体たい躯くに沿わせている。マリノは本人の趣しゆ味みなのか養父の意向なのか、腰こしを締しめ付つけないゆったりとしたドレスだった。

　貴族の正装としていずれも髪かみは結ゆい上げて花や蝶ちようを象かたどった飾りピンを挿さしている。それだけでだいぶ印象が違って見えた。

　ぎこちない動きのアストと違ってリトフィアたちは平然としている。いつも学院で揃そろいの制服を着てはいるが、本来はこんな華やかなドレスで人に傅かしずかれる身分の少女たちなのだとアストはいまさらながらに思い出した。

　なおイフリータはまだ体調が優すぐれないとのことでこの場にはいない。もっともこの世界の知識がない彼女を公おおやけの場に連れ出すことは難しいが。

「それにしても、すごい場所だな」

「……学院の校舎もこんなもの」

「いや建物はそうだが、あそこにいるおっさんたちがな……」

　ここは大聖堂のごく近くに建てられた、主に貴族が利用する旅館である。

　王族や貴族、商人が顔を合わせればどうしたところで政治や取引が付きまとうので、旅館であっても時には社交場になる。それに対応するべくこの旅館は晩ばん餐さん会かいや舞ぶ踏とう会かいにも使える構造になっているのだとか。

　今、大聖堂の周辺には大陸じゅうから権力者が集まっている。

　気の進まないままアストが玄げん関かんに足を踏み入れるなり、囁ささやき声が波は紋もんのように広がり、無数の視線が注がれるのを感じた。この値ね踏ぶみするような目にはどうしても慣れない。

　そして先にこの旅館に来ていたリトフィアたちと合流するなりさきほどのさんざんな評価を食くらったのだった。

「ところでリトフィア、あいつを見かけたか？」

「いいえ、まだです。来ていないということはないはずですけど」

　最低限の礼れい儀ぎ作法は叩たたき込まれているものの、好きでこのような場に出てきたわけではない。アストたちを呼びつけた人物がいるのだ。

「あの野や郎ろう、どこで油売ってる……」

　そこで近寄ってくる気配と足音を感じてアストたちはいっせいに振り返った。

「ごきげんよう、我が姫ひめ君ぎみ」

「……アルヴィン」

　アルヴィン・アーチボルトは学院の生徒会長にして大国イングラムの王子という身分である。服装はアストとほぼ同じ、この場にいる理由も似たようなものだろう。

「姫様がた、いやはやいつもにもましてお美しい」

「何の用です」

　芝しば居いめいた仕草で手を振るアルヴィンにリトフィアがむっとした顔で返していた。この二人は親しん戚せき同士ではあるのだがリトフィアはアルヴィンを何かと敬遠している。

「それはですね、そこのアスト・パラダンにちょっと忠告しに」

「……俺おれ？」

「このような場で社交の華を独ひとり占じめするのは感心しませんね。ほら、そこにこちらを睨んでいる青年がいるでしょう。あそこの柱の陰かげにも」

　こちらを睨むように見つめている人ひと影かげがあることにはアストも気づいていた。てっきり立場の曖あい昧まいなアストを敵視するものだと思っていたのだが。

「〝英えい雄ゆう〟は美び姫きを三人も侍はべらす好色男だと、さっきそこで言われていましたよ」

「こ、好色……」

　あまりに自分に似つかわしくない言葉にアストは愕がく然ぜんと項垂れた。

「というわけで、これ以上おかしな噂うわさを広めたくなければ、僕ぼくに一人くらい美姫を貸していただいてもいいのではないかと思うのですが」

「そんなもん、俺じゃなくて彼女たちに直接言ってくれ」

　そもそもリトフィアたちはアストのものではないのだから他の男と話しても別に止められる筋ではない。まあ、妹のマリノにはちょっと口出しするかもしれないが。

　その答えにアルヴィンはなぜか苦く笑しようしてから、ふたたびリトフィアに向き直る。

「だ、そうなのですが。少し僕にお付き合いいただけませんか、我が姫君」

「嫌いやです！」

　気き障ざな仕草で手を差し出すアルヴィンにリトフィアはきっぱり言い返していた。

「……いったい何をしに来たんだ、あいつは」

　アルヴィンがひらひらと手を振って去って行った後、アストは呆れたように呟く。

　そこでまた横手から声がかかった。

「お、君が噂の魔術師君か」

　低音楽器のような張りのある声だ。振り向むくと、そこには恰かつ幅ぷくの良い男が立っていた。

　顎あご髭ひげを蓄たくわえ、並み居る男たちの中でも抜きん出でて背が高い。斧おのでも持たせておけば盗とう賊ぞくの首領で通用しそうないかつい容よう貌ぼうだが、それでいてアストのように礼服に着られるのではなく貴族の豪ごう奢しやな衣装がしっくり馴な染じんでいる。

　アストはとっさに昔の記憶を辿たどったもののこの人物に見覚えはない。

「俺……じゃない、私に何か」

「父上!?」

　叫さけんだのは傍かたわらのエルゼだ。彼女らしからぬ大声にアストはぎょっと振り返かえり、それからその内容に気づいて今度は目を剥むいた。

「父上……というと」

「いかにも儂がベルゲン大公ゲルハルト・フォン・ストルディンだ。君の武ぶ勲くんは儂もよく知っているよ、元バルテノムの魔術師アスト・パラダン君」

　そう言って豪ごう快かいに笑うゲルハルトの顔はエルゼとまったく似ておらず、きっと母親似なのだろうとアストは無む理り矢や理り自分を納得させてみる。この社交場には各国の貴き賓ひんが集まっているのだから、公女たるエルゼの身内がいてもおかしくはない。

　だが、差し出された肉厚な手を握り返しつつもアストの背には冷ひや汗あせが浮うかんでいた。

　皇位継けい承しよう戦争の際に最後までセドリックに抵てい抗こうしたのがこのベルゲン大公だったのだ。最前線にいたアストとも因いん縁ねんがあると言って差さし支つかえない。

「しかし、思っていたより小さいな。一いつ騎き当とう千せんの魔術師というからもっとこう、天井を突つき破やぶるような大男なのかと」

「それは父上が大きすぎるだけです」

　なおアストの身長はごく平均的である。軍人の中では小こ柄がらと言われても仕方ないが。

「……それで、私に何か」

「いやなに、ここに名高い〝英雄〟殿どのがいるというから一度顔を拝んでおこうと思っての。娘むすめからさんざん話を聞かされたことでもあるし」

　慌ててエルゼを振り返ると、彼女は傍はた目めにもわかるほど顔を真っ赤にしていた。

　アストはまたもや嫌な予感がする。このゲルハルトが娘とアストが親しくするのを良く思っていないとしたら、自分はともかくエルゼにも害が及およびかねない。アストはなかば乱らん闘とうも覚かく悟ごして脳のう裏りで算段を立て始めるが、

「君のような猛も者さが、我が不ふ肖しようの娘と親しくしてくれるならそれは得がたい幸運だ。できることなら、これからもよろしく頼む」

「……は、はあ」

　予想外の言葉にアストは目を瞬またたかせながらこくこくと頷くしかなかった。どうやらゲルハルトは過去の出来事をエルゼほどには気にしていないようだ。

「君のような高名な男と親しくしておいて悪いことはないし、うまくいけばバルテノムのセドリック陛下からの覚えも良くなる、いやめでたしめでたし」

　ゲルハルトはリトフィアからマリノまでぐるりと見回してから、

「むろんそこにいらっしゃる皇女殿下を差し置くなどとはとんでもないが、二番目、いや妹君の次の三番目にでも、我が娘を可愛かわいがっていただけると嬉うれしい」

「……は？」

「父上ッ!!」

　アストの間の抜けた声をエルゼの悲鳴が掻かき消けした。会場じゅうの人々が驚おどろいてアストたちに目を向ける中、当のゲルハルトはエルゼの抗こう議ぎにびくともしない。

　アストは思わず隣となりのリトフィアたちに助けを求めようとした。だがリトフィアは顔を茹ゆで蛸だこのように真っ赤にしていて話しかけられる状態ではなさそうだし、マリノはアストと目が合った瞬しゆん間かんに手を伸のばしてぐいっと耳を引っ張ってきた。

「痛てっ!?」

「はっはっは、さしもの魔術師も妹君には弱いと見える」

　それを見て笑っているゲルハルトもこれはこれで変わっている気がしたが。

　ゲルハルトは平然とマリノを押おしのけてアストの肩かたに手を置き、これまでとは打って変わった小声……しかし今までのどれよりもどすの利きいた声で、

「とはいえ男女の仲は思い通りにはいかぬもの、我が娘が皇女殿下を差し置いて筆頭になることもあり得るだろう。して、どうなのだ君の中での今の順位は」

「……あ、あの」

　万力のような手はがっちりアストの肩に食い込んでいて、そんなつもりではないなどと言って逃にげられる状況ではないようだ。

　しかもリトフィアたちも思い切り耳をそばだてているのがわかる。エルゼはもはや魂たましいの抜ける寸前といった風情だったが、それでも気合いで立っているようだった。

「――で？」

　後ずさろうとするアストにぐいっとゲルハルトが迫せまってくる。

　と、そこで会場じゅうがいっせいにざわめいて空気が変わるのがわかった。リトフィアたちが怪け訝げんな顔をし、ゲルハルトも思い切り舌打ちをしてからそちらを振り向く。

　見ればひとりの男が従者に外套コートを預けながら会場に入ってくるところだった。

「やあ、アスト、久しぶりだね！」

　他の男たちと同じ黒一色の服でありながら、全身から発せられる存在感――覇は気きは他者を圧倒して余りある。会場じゅうに響ひびきわたった声に会場の人々は一いつ瞬しゆんぽかんとしてから弾はじかれるように反応した。

「国皇陛下……！」

　人々はいっせいに、それこそ海を割るようにして道を空ける。その中央を悠ゆう然ぜんと歩いてアストたちのもとに向かってきたのはバルテノム国皇セドリックだった。

　ゲルハルトが落ち着いた動きで腰を折り、エルゼとマリノも目を見開いてから慌ててそれに倣ならう。ちらりと壁かべ際ぎわを見るとアルヴィンがひそかに肩をすくめて会場から出て行くところだった。

　そしてリトフィアは泣きそうな顔をして、アストは頭を抱えたくなった。

　自分をこの社交場に呼びつけたのがセドリックである以上、彼かれがこの場に現れるのは承知していた。だがセドリックはこうして注目を浴びるのも慣れっこだろうが、アストとしてはいい迷めい惑わくである。

　会場に居並ぶ紳しん士し淑しゆく女じよの注目を存分に浴びながらアストは無二の友人と再会した。

「やあ、アスト・パラダン。元気そうで何よりだ」

「陛下こそ」

　敬意と親しみを同時に示さなくてはならない、なんとも微び妙みようなやり取りである。

　闊かつ達たつに笑うセドリックは若く聡そう明めいな国皇という評判に相応しい堂々たる立ち姿だった。友人のこのような姿を見たことのなかったアストは思わず感心したくらいだ。

　ゲルハルトはセドリックに丁てい重ちような挨あい拶さつをしてからその場を離はなれていった。二人とも平然とした態度で昔の因縁を引きずっているようには見えない。それが為い政せい者しやゆえの割り切りの良さなのかもしれなかった。

　ともあれゲルハルトの追つい及きゆうを逃のがれられたことだけはセドリックに感謝してみる。

　ややあって、今度はセドリックはリトフィアに向き直った。

「久しぶりだね、リトフィア。しばらく見ない間に美しくなった」

「……兄様こそ、お元気そうで」

　リトフィアは慇懃に……それこそ臣下のような物もの腰ごしで腰を折って挨拶した。

「学院からの長旅も疲つかれただろう。まあ、でも確か二日くらいの行程だったっけ」

「はい」

「私も数日前に来たんだけど、悪いね、あちこちに呼ばれて顔を出す機会がなかった」

　セドリックは久しぶりに見る妹の姿に目を細めているが、彼は俯うつむいたリトフィアの顔の強こわばりにはたして気づいたかどうか。なかなかリトフィアが顔を上げないものだからすぐに会話も途と切ぎれてしまった。

　エルゼが苦い顔をし、その兄きよう妹だいらしからぬ再会の場面にマリノが首を傾かしげている。

「ところで、この服どこで見み繕つくろった」

　アストが横からセドリックに尋たずねるとセドリックはけらけらと笑った。

「出入りの者に急きゆう拵ごしらえで作らせた。どうせ君はろくに持っていないだろうし」

「そもそも、俺はこんなところに来る予定はなかったんだよ！」

「常々言っているが、君はもう少し自分の立場を自覚してだね……」

　掛かけ合あいを始めるアストとセドリックの横で、リトフィアがそそくさと二人から距きよ離りを置いてエルゼとマリノの後ろに隠かくれる。ようやく兄との対話から逃れたリトフィアはそっと息をついていた。

　やがてエルゼとマリノも見事な宮きゆう廷てい儀ぎ礼れいでセドリックに挨拶する。セドリックがそれに気楽な口調で応こたえたので、特にエルゼはほっとしたようだ。

「……皆みな、こちらを見てる」

　ふとマリノが顔をしかめた。

　さきほどまでも注目は浴びていたが、今はそれとは違ちがうようだ。敵意ではなくさりげなさを装よそおいながらも目と耳をそばだてられているのが気配でわかる。

「皆、不安で仕方ないのさ。私と君の動向がね」

「動向……ってのはつまり、天てん帝てい選考に向けてか」

　バルテノムは大陸一の大国だ。そこの国皇と気脈を通じた男が新たな天帝の座に即つくというのは、確かに他国からすれば是ぜが非ひでも避さけたい状況ではあるだろう。

「私と君が揃えば、できないことはないからね」

「……また無む茶ちやをやらされるのはごめんだぞ、俺は」

　アストは渋しぶい顔で釘くぎを刺さした。

　とはいえ各国が天帝選考に向けてぴりぴりしているのは間違いない。葬そう儀ぎの直前にこんな社交の場が設けられていることからしても、どこも情報交こう換かんに必死なのだ。

　セドリックとてこの場にアストを呼び出したことに政治的思おも惑わくがないではないだろう。

「ほら、あそこにちょっと面おも白しろい客人もいる」

　そこには聖職者の黒い僧そう服ふくを着た男がおり、貴族らしき男女と話している。貴族と高位の聖職者が親しいことは珍めずらしくないが、大聖堂は今葬儀の準備で大わらわのはずで、このような場に出てくる余よ裕ゆうがあるとは思えない。

「天帝が代だい替がわりすれば、枢すう機き卿けいだって下手をすれば総入れ替えだからね。情報収集に必死なのはむしろあちらの方かも」

　ユーヴァの手紙を思い出す。天帝ユーヴァの葬儀のために大聖堂やその周辺に集まった人々は数多い。だがそのうちのいったい何人が心からその死を悲しんでいることか。

「因果なもんだな、天帝ってのは……」

　アストはため息をついた。

　その後もたびたびセドリックに挨拶をしに来る者、中にはアストに話しかけてくる者もいたが、セドリックは愛あい想そ良くも手早く追い返してしまった。ありがたい反面、お前は仕事をしなくていいのかと思うアストである。

「構わないよ。どうせたいした連中はいない」

　セドリックのこの言葉にも聞き耳を立てていた者がいただろう。アストやリトフィアは顔をしかめたがセドリックは意にも介かいさなかった。

「あら？」

　リトフィアが小さく首を傾げた。人々の間をすり抜けるようにして僧服の男が近づいてくる。外套を肩に掛けたままなことからして、今しがたこの旅館にやってきたようだ。

　また招かれざる来客かと思ったが今度はセドリックは軽く手を上げて応えた。彼の知人……しかもそれなりに有用な人物らしい。

「陛下」

　その聖職者は挨拶もそこそにセドリックに耳打ちしようとしたが、

「ああ、構わない。彼らは私のもっとも信用の置ける者だからね」

　その言葉にぎくりとした顔をしたのはエルゼで、彼かの女じよはマリノの腕うでを引いて一歩退いた。アストとリトフィアはセドリックと浅からぬ関係だが、そうではないエルゼたちが聞いていいわけではあるまい。

「何があった」

「それが、カルド枢機卿のお姿が見当たらないのです。なにしろカルド枢機卿は此こ度たびの葬儀をすべて取り仕切っておりますから、皆でお捜ししているのですが……」

　カルド枢機卿は確か聖堂の運営に携たずさわる枢機卿団の最年長だ。実質的に聖堂の頂点に立つ人物のはずである。

　その人物が見当たらなくなったというのだから、これは由ゆ々ゆしき事態だ。

「まだこのことは伏ふせてあります。話を集めたところによると、夕刻頃ころに……」

　セドリックと聖職者が細々とした話を始めるのに今度はアストが会話に耳をそばだてる番だった。この件にアストが関かかわる余地はないだろうが、不ふ穏おんな出来事が起こっていると聞いて気にならないわけがない。

　友人のその仕事ぶりを眺めつつアストはふと眉まゆを寄せた。

　一瞬、セドリックの唇にかすかな笑えみが浮かんだようだ。まだ大事にはなっていないにしろ、笑っていられる状況でもあるまいに。

「猊げい下かが見つかったなら、なるべく早めに私にも連れん絡らくしてくれ」

「無論です。それで、できれば陛下にもお知ち恵えをお借りしたく……」

「それが我がバルテノムのためでもあるのなら、喜んで協力しよう」

　やがて聖職者はふたたび駆け出だしていき、セドリックはアストたちを振り返った。

「そういうわけだから、悪いね。このとおり、今また仕事が増えてしまった」

「さっさと行ってこい。こればかりはお前にしかできないことだろ」

「君たちはもうしばらく夜会を楽しんでいくといい。たまには羽を伸ばすのも必要だ」

「伸ばすどころか、俺は今すぐにでも帰りたいんだがな」

　そしてセドリックはここにやってきたときとは逆に足早に会場を後にする。

　その後ろ姿をアストは顔をしかめて見送る。〝無む為い〟の天帝ユーヴァは評判のいい人物ではなかったにしろ、せめて葬儀くらいは何事もなく終わってくれることを祈いのりたい。

　セドリックの姿が大広間から消えた後、ふとリトフィアは妙みようなことを言った。

「……兄様の様子、おかしくなかったですか」

「どこか気になるところがあったか？　まあ黒ずくめの服はともかくとしても、別にいつも通りだったと思うが……」

　アストは首を傾げる。実際に会ったのは半年近く前だがセドリックとは遠えん距きよ離り通信用の魔道具でよく話をしていた。そのとき手鏡に映っていたセドリックとさきほどの彼と、ズレはないように思えたが。

「何がおかしい……とは、はっきりとは言えないのですけど」

　リトフィアは困ったようにしきりに首を傾げている。違い和わ感かんを感じてはいるもののその理由まではわからないらしい。

「まあ、ここはバルテノムじゃないからな。あいつもいつもと勝手が違うんだろうさ」

　アストはそう言って笑い、いつものようにリトフィアの頭に軽く手を置く。だが彼女の表情は晴れないままだった。




＊＊＊




　大国の国皇であるセドリックの上位に立てる人間はそう多くない。

　天帝ユーヴァは先日亡なくなっているし、〝王の中の王〟は他国からも少なからず敬意を払はらわれる存在だ。いるとすれば一族の年長者だが戦後の大粛清のためにその数も少ない。

　彼女はその例外たる珍しい存在だった。

「お初にお目にかかります、伯母おば上うえ」

　目の前に佇たたずむ少女にセドリックは優ゆう雅がに一礼した。

　少女――イフリータはそれを傲ごう然ぜんとした姫ひめ君ぎみらしい態度で受けて椅い子すに身体を沈める。

「年上の男に伯母と呼ばれると、おかしな気分じゃの」

「それはお許しを。ですが私の姫への敬意と思っていただければ」

　セドリックに苦笑されてイフリータはふんと鼻を鳴らした。

　イフリータはセドリックより年少ではあるが生まれたのは彼よりはるかに前である。セドリックは彼女を一族の年長者として扱あつかい、便べん宜ぎ上伯母上と呼ぶようにしていた。
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「…………」

「ご心配なく。人ひと払ばらいをしておりますし、耳がないことも確かく認にん済みです」

　この部屋は普ふ段だん聖職者たちが会議に使っている小部屋である。聖堂内にも顔が利くセドリックが適当に理由を付けて借りたのだった。むろんイフリータとの会談を外部に知られないためである。

　アストに命じてイフリータをこの大聖堂まで同道させたのはセドリックだった。

　彼女の処しよ遇ぐうを決めるためにも、なるべく早いうちにセドリック自身がイフリータと面談して素す性じようを確認する必要があった。ならば彼女が気を許しているアストやリトフィアたちにセドリックのもとに連れてこさせたほうが早い。

　……もっとも、それ以外の思惑がないとは言わないが。

「伯母上のことは、妹と友人から聞きき及んでおります」

「妾わたしもお主のことは聞いておるぞ。宮きゆう廷ていを追われ、力ずくで皇冠を得た簒さん奪だつ者じゃと」

「誰がそう言ったのかは存じ上げませんが、はなはだ心外な評価ですね」

　口調こそ穏おだやかだったが、セドリックの目が一瞬、刃やいばのように鋭するどく細められた。

　もっともイフリータも本気でそう思っているわけではないらしく、セドリックのその態度を見てから肩をすくめた。セドリックも身体から力を抜ぬいて小さく笑う。

「さて、伯母上にこちらまでご足労願ったのは……」

　本題……イフリータの記き憶おくとバルテノメア家の記録の照合はごく短時間で終わった。

　イフリータが封ふう命めい晶しようの中で身につけていたネックレスには、バルテノメア家の紋もんである雷石斧ウコンバサラ、そして彼女自身の印が彫ほり込まれていた。それはいわば彼女の身分証明だ。

　イフリータはそれをじゃらりとセドリックに手て渡わたし、

「それの真しん贋がんを確かめたければ勝手に……」

「いいえ、十分です。――私の名において、姫を一族の者として歓かん迎げいいたしましょう」

　この世界に身寄りのいないイフリータにとってその言葉は大きな意味を持つ。バルテノメア家の保護を受けられるならそれに越こしたことはない。

「まったく、バルテノムという国が残っていたのは僥ぎよう倖こうだったの」

　とはいえ、そう呟つぶやくイフリータの表情はひどく複雑そうだった。

「伯母上にもいずれ私の城にお出いでいただきたいものですね。きっと懐なつかしいものをたくさんお目にかけられることと思います」

「もう昔の面おも影かげなど残ってはおるまいよ。そもそも妾の都は寂さびれて何も残っていないというではないか」

　イフリータは泣き笑いのような顔だった。

　母国が存続していたからこそイフリータは庇ひ護ごを受けることができる。

　だが逆に言えば、残っているのはもう名前だけだろう。長い歴史のうちに何度か遷せん都とが行われ、人々の暮らしぶりも大きく変わり、血けつ縁えん者しやのセドリックやリトフィアにも彼女の面影はもうない。彼女が生まれ、根差していた土地ではないのだ。

「伯母上の犠ぎ牲せいが……敢あえてこう言いますが、あったからこそ今の繁はん栄えいがあります」

「どうだかの」

　国の存在はイフリータの二つの時間を結ぶたった一本の糸だ。けれどそれはひどく細い。

「お主の配下もよくも妾を起こしてくれたものだ。妾は眠ねむったままでもよかったのじゃ。故郷はなく、もはや慈じ悲ひにすがるだけとは情けない……」

　目を閉じてイフリータは呟く。

　セドリックはイフリータに同情するような顔を向けたが、その目が鋭く光った。

「私はバルテノムの国皇として、国を発展させるという使命に誰よりも忠実であるつもりです。きっと、いずれ伯母上にもご満足いただけるかと」

「そうしてくれると助かる」

　イフリータは特に興味もなさげな顔だったが、セドリックはさらに続けた。

「そして伯母上もまた、皇族としてそうであられると確信しております」

　イフリータは思わず黙だまり込む。

　その表情がかすかに変わったのをセドリックは見み逃のがさなかった。

　セドリックが小さく唇を歪ゆがめたのに、この場にアストがいたなら見み咎とがめることができただろう。だがセドリックをよく知らないイフリータは気づくことができなかった。――罠わなに首しゆ尾び良く敵が引っかかったときの顔だ。

　セドリックは神しん妙みような顔つきになって、

「伯母上は皇族としての使命に殉じゆんじたために奇くしくも今ここにおられるのだとか。

　……実を言えば今、私には信頼の置ける一族の者がそう多くありません。立場上は保護という形になりますが、伯母上に力をお借りしたいことは多いのです」

「お主にはあの妹がいるではないか」

「妹リトフイアはあの通りの娘ですからね、できることなら遠ざけておきたいのですよ」

　セドリックの顔が一瞬、寂しげに歪む。

「それはつまり、縁えん遠どおい妾なら構わないということかの」

「伯母上ならば私の要求にも立派に応えてくださると信じています」

　しれっとセドリックが言うのにイフリータは苦笑した。

「……まあ、助力ならばいくらでもする。我が母国のためというのであればの」

「ありがとうございます」

　イフリータは大きく息をつき、どこか遠い目をして言った。

「妾は国と民のためにあれと教えられたし、そうしてきた。妾にまだ成せることがあるなら幸いだ。母国がいまだ妾を必要としているのであれば、他に望むものはなかろうよ」

「伯母上ならばきっとそう仰おつしやると思っておりました」

　そしてセドリックはいくつかの事こと柄がらを語った。

　話が進むにつれてイフリータの表情はだんだんと険しくなっていく。だがとうとう最後まで反論することはなかった。

　最後にセドリックは言った。

「私たちが、いずれ伯母上の新たな故郷を作るとお約束しましょう」







　アストたち一行が大聖堂に到とう着ちやくしたのは、実際に葬儀が行われる五日も前だった。

　なにしろ数千人、数万人規模の式典である。各国から人が集まるのを待たなくてはならないし準備にも時間がかかる。その間貴族たちは社交や根回しに勤いそしみ、庶しよ民みんは観光を楽しんだりするのだが、リトフィアたちは手て持もち無ぶ沙さ汰ただった。

「講義がないと、なんだか落ち着かないですね」

「……ここでも自習はできる」

「遠えん慮りよしておきます……」

　マリノのまっとうな突っ込みにリトフィアはがっくりと項垂れた。

　数日前はセドリックに夜会に呼び出されたものの、皇女としての仕事はそれだけだった。リトフィアとしても兄にあまり会いたくない上に政略結けつ婚こんの話を持ち込まれたりしても困るので、これ幸いと客室に引きこもっているのだが。

　エルゼはしばらく父ゲルハルトとともに挨拶回りをしていたし、マリノも滅ほろびた名家の娘という複雑な身の上からやるべきことはあったようだが、それも一段落したらしい。

　そんなわけで、三人はリトフィアのいる客室に集まってのんびりお茶をしている。

「アストはどこに行ったんでしょう」

「……図書館に行った」

「イフリータ殿でん下かもまだ伏せっているしな。式典までに快復されると良いのだが」

　マリノがなぜかアストの動向を完かん璧ぺきに答え、エルゼが小さく眉まゆ根ねを寄せた。

「この大聖堂の図書館は立派なものだというが、部外者に閲えつ覧らん許可が出るのか？」

「……私も行きたかった」

「おそらく、兄様が口を利いたのではないでしょうか」

　差し入れのクッキーを囓かじりつつ三人はしばらく他た愛あいのない話をしていた。この部屋に集まったのも特別な用があったわけではなく、久しぶりに学院の外に出て気き疲づかれしたので、のんびり気の置けない友人と話したいというだけである。

「それにしても、セドリック陛下はお忙いそがしそうだな」

「ええ。でも、この間の一件は解決したそうです」

　カルド枢すう機き卿けいが行方ゆくえ不明になったという一件は、結局あれから数時間後に枢機卿が見つかるという形で解決したという。なんでも急ぐあまりに普段あまり使われない階段を駆かけ下おりようし、足を滑すべらせて動けなくなっているところを発見されたとか。

　枢機卿にはさぞ災難だったろうが大事にならなくて何よりである。

「……あのとき、陛下の様子がおかしいと言ってた」

　マリノがふと思い出したように尋ねてきた。

　枢機卿失しつ踪そうの報告を聞いてセドリックが中座したときのことである。リトフィアは首を傾げたが、アストは特に気になるところはないようだった。

「ええ。……どこがおかしいとは言えないのですけど……」

「だが、そう思った理由はあるのだろう？　たとえ論理的なものではないにしても」

　マリノが少し上うわ目め遣づかいにリトフィアを見つめている。その観察者めいた鋭い目で見つめられると、内心のすべてを見み透すかされたような気がした。

「あの報告を聞いたときに、……兄様が少し笑ってて」

　気のせいかとも思ったが、まるでこうなることを知っていたかのようだと思ったのだ。

「それに、兄様は最後に『バルテノムのために』と言っていたのが気になって……」

「国皇陛下の言葉としては特におかしなものではないがな」

　訥とつ々とつとしたリトフィアの説明にエルゼが首を捻ひねり、

「やはりそうですよね……」

「……直感は重要」

　マリノの言葉にリトフィアとエルゼは揃って目を丸くした。

「ま、まあ、直感とは無意識のうちの推論とは聞いたことがあるが」

「それに、家族のことは家族がよく知ってる」

　マリノ――アストのたった一人の妹はきっぱりと言い切った。

　リトフィアは泣き笑いのような表情を浮かべた。アストと強い信しん頼らい関係で結ばれているマリノと違い、自分は兄のことが怖こわいしろくに知らない。

「わたしは兄様と離ればなれになっていた時期が長かったですし……」

　幼い頃、一日のうち家族に会える時間はそう長くはなかった。

　由ゆい緒しよある家では子供は生まれるなり乳母うばに預けられ、たとえ母親であろうと我わが子この顔を見るのは数時間くらいだ。父母に会う際には子供は綺き麗れいに着き飾かざらせられ、お父様とお母様に〝ご挨拶〟しなくてはならない。

　リトフィアとセドリックの父母はなるべく我が子と触ふれ合う時間を取ろうとしていたようだが、大国の国皇と皇おう妃ひとあってはなかなかそうもいかなかった。

「それでも、昔は兄様はよく遊んでくれた気がするのですけど」

　皇太子のセドリックとて勉強や鍛たん錬れんで忙しかったはずだが、合間を縫ぬっては……もしかしたら勉強から逃げ出してきたのかもしれないが、よくリトフィアのいる子供部屋にやってきては本を読んでくれたように思う。

『そうだ、よく読めたな。さすが私の妹』

　そう言って頭を撫なでてもらうのが昔は好きだった。

　ただ、それもリトフィアが五歳くらいまでのことだ。兄妹は宮廷から追放されて離ればなれになり、それからは息をひそめるようにして育ち、あるいは兄の戦勝の報告をたまに聞かされるくらいだった。

　セドリックからすれば、役にも立たない幼い妹の安全に気を配るのはさぞ大変だったろうと思う。

「戦争が終わった後は、……あまり話す機会もありませんでしたし」

　ともに暮らせたのは終戦からリトフィアが学院に入学するまでのわずかな時間だ。それもセドリックは公務に追われていたし、リトフィアが会おうとしても梨なしの礫つぶてだった。

　二人きりの兄妹とはいえこんな体ていたらくだったから、兄の様子がおかしいと言ったところでただの勘かん違ちがいの可能性が高いのだが、

「以前にお会いしたときよりも少し、兄様は変わられた気がするんです」

「変わった、というと」

　皇位継承戦争は良くも悪くもセドリックが生き延びるための戦いだったはずだ。皇子という立場上、それが他国すら巻き込む内乱にまで発展しただけで。

　バルテノムのためという言葉が国内を波風立てずに治めることなら問題ない。武力で皇位を得たセドリックではあるが、戦後は実際そうして優すぐれた国皇という評価を得ている。

「何だか、もっと上を目指しているような気がして」

　為政者として国の発展を目指すのは義務だ。だがそれだけではないのなら、曖昧な言葉で語られる理想の内実はひどく危あやういものである気がする。

「ただ、わたしには政治のことはまったくわかりませんけど……」

「わからないなら、直接陛下ご自身にお尋ねするしかあるまいな」

　リトフィアの長い話を聞き終え、先に感想を述べたのはエルゼだった。

「殿下は陛下の妹だろう。他の者には聞かせられないようなことも、殿下であれば話してくださるのではないか。陛下をいつまでも疑いたくないのであればな」

　厳しい言葉とは裏腹にエルゼの口調は優やさしかったが、リトフィアは小さく身み震ぶるいした。

　偉い大だいなる兄に本音を聞くというだけで怖いが、その結果がもし悪いものだったなら。

「家族を止めるのも、家族の仕事」

　その言葉は以前マリノがアストに言ったことだった。アストが怒いかりのまま力を振ふるいそうになったとき、マリノはそうして彼を押し留とどめている。

　それと同じだけの覚悟を自分は持てるだろうか。

「……そうですね」

　やがてリトフィアは小さく頷うなずいた。

　結果論ではあるが、セドリックが叛はん乱らんを起こしたからこそ自分はいま生きている。

　自力で道を切り開いた聡明なセドリックに対し、アストと出会うまで落ちこぼれだったリトフィアはずっと劣れつ等とう感かんを感じてきた。だが、同時に誇ほこりでもあったのだ。

　かつて守ってもらったぶんを今から返すと思えばいい。

　何も判わからぬ子供だったあの頃から自分も成長したのだから。

「……それに、あなただけじゃない。アストも私たちもいる」

「ありがとうございます」

　呟き、リトフィアは大きく頭を下げた。




＊＊＊




「少し疲れてるみたいだね？」

「この間、どっかの誰だれかが場ば違ちがい極きわまりない場所に引きずり出してくれたもんでな」

　気楽な口調のセドリックにアストはげんなりした顔で答えた。

　先日の夜会のような仰ぎよう々ぎようしい建物ではなく、大聖堂の敷しき地ちの外れにある小さな庭である。立地が悪い上に早朝とあって人ひと影かげはないが、よく手入れされた草花にはきらきらと朝あさ露つゆが光り、遠くの塔とうからは祈りの声が聞こえてくる。

「君もいい加減、ああいう場に慣れてもいいと思うんだけどねえ」

「誰もがお前と同じようにできると思うな……」

「まあ、社交も裏工作も嫌きらいじゃないけど、こうも続くとさすがに私もうんざりだね」

　大聖堂に来たはいいものの、多た忙ぼうなセドリックと直接話すのは夜会に続いて二度目だ。細々とした連絡や服などは受け取っていたが。

「いちばん忙しいのは今日だけどな」

「いちばん暇ひまなのが今日だよ。なにせ枢機卿がぜんぶ取り仕切ってくれるし」

　アストたちが大聖堂を訪おとずれた本来の目的――天帝ユーヴァの葬儀は今日行われる。

　ユーヴァを悼いたむ気持ちに偽いつわりはないものの、式典の長さを考えるとどうしても尻しり込みしてしまうアストである。セドリックはまったく異なる感想のようだが。

「……？」

　セドリックが投げて寄よ越こしたものを、アストはぱしっと反射的に受け取った。

「木ぼつ剣けん？」

「少し付き合ってもらおうと思ってね。君もそろそろ身体を動かしたいだろう？」

　言われてみれば学院では素す振ぶりや運動を欠かさずにいたものの、大聖堂に来てからはそんなことをする余裕もなかった。

　それに連絡は取り合っていたもののセドリックとの立ち合いは久しぶりだ。

「いちおう聞いておくが、国皇陛下お前をぶん殴なぐっても罪にはならないんだよな？」

「ま、お互たがいボロボロで式典に出ずにすむ程度にね」

　アストはくつろいだ調子でセドリックとの間合いを測り、木剣を構えた。

　小さく息を整えすっと目を細める。剣けん先さきの向こうでもセドリックの表情が引ひき締しまる。

　そして二人は十数歩ほどの距離からまったく同時に地を蹴けった。

　セドリックの突つきをアストはひょいと首だけ横に振って躱かわす。セドリックが剣を引き戻もどす前に体当たりのように前に踏ふみ出したが、今度はセドリックがうまく逃げた。

「……ふむ」

　セドリックは片足を軸じくにしてくるりと反転、猛もう然ぜんと横薙なぎを繰くり出してくる。長身を生かしたその一いち撃げきを受けた瞬間、アストの両手はびりびりと痺しびれた。優やさ男おとこ然ぜんとした顔立ちからひ弱な印象を受けるセドリックだがその剣に込められた力は凄すさまじい。

　猛然と押し込まれてくる力をアストはかろうじて受け流し、ふたたび反撃に出た。

　今は両者ともに動きやすい服装をしており鎧よろいの類たぐいは身につけていない。それでも二人とも手加減する気配はまったくなかった。

　手を抜いて勝てる相手でないことは双そう方ほうともによく知っている。

「はあ、はあ……」

　ややあって、二人はどちらともなく距離を取った。

「国皇陛下ってのは、……剣を手放せない仕事みたいだな」

「そりゃあね。この一年、呼んでもいない輩やからに何度出くわしたか」

　地位の高い者には暗殺の危険がつきものだ。国皇の代替わりからまだ一年強、セドリックに恨うらみを持つ輩はさぞ多かろう。

「ところで、今のは俺おれの勝ちでいいんだよな？」

「何を言うんだ。一戦目は私の白星だろう」

　二人は睨にらみ合い、そして不意に吹ふき出した。あの辺境の城ならともかく、はるばる大聖堂にまでやってきてこんなしょうもない喧けん嘩かをすることになるとは。

　そうして始まった二戦目は、早々に刀身を合わせての鍔つば迫ぜり合いになった。

　相手の力を逸そらせて逃げようにも、お互いに相手の細かな癖くせを熟知しているものだからセドリックがすぐに押さえ込んでくる。それに今は号令をかけてくれる審しん判ぱんもいないのだ。

「ねえ、アスト。――もう一度、私の側で戦わないかい？」

　半歩ほどの距離で睨み合いつつ、セドリックは唐とう突とつにこんなことを言った。

「……なんだと？」

「君も学生生活はそろそろ退たい屈くつだろう。魔ま術じゆつの勉強に意味がないとは言わないが、それは君の本領じゃない。たとえ侵しん奪だつ者であろうと、実績があれば誰も文句は言えないさ」

「……っ！」

　ここでアストはなかば手首を痛めるのを覚かく悟ごで強ごう引いんに木剣を捻った。セドリックとの均きん衡こうが崩くずれたわずかな隙すきに、地を蹴って一気に後退する。

「お前の騎き士し団だんにまた入れってか？」

　アストの返事は油断なく木剣を構え直しながら発せられた。

「まあ、それも悪くはない選せん択たく肢しだけどな」

　アストは少しだけ苦い顔をしてから、

「だが当分先だな。天帝選考で負けて、就職先が見つからなかったら考えるよ」

　ユーヴァが亡くなった今、天帝選考が始まることは確定しているし、アストがその候補者であることは疑いようがない。セドリックもそれは承知しているはずだったが。

「天帝選考ね」

　そしてセドリックが浮うかべた笑みを、アストは今まで知らなかった。

　自じ暴ぼう自じ棄きになっていた昔とてこんなほの暗い表情をすることはなかったはずだ。

「残念ながら、おそらく次のそれは行われない」

「……お前」

　唐突にアストの脳のう裏りにユーヴァの遺ゆい言ごんの一文が蘇よみがえる。天帝選考そのものを忌いむ人間は案外多いのだと。――そして大聖堂の周辺を嗅かぎ回っている輩がいるようだ、と。

　ユーヴァが掴つかみきれなかったその輩とは、もしやこのセドリックではないか。

「お前、何を知って……いや、考えてる」

　セドリックが夜会で言っていたとおり天帝選考というのは各国にとっては良くも悪くも不安要素だ。だが小国ならともかく大国バルテノムの権けん威いがそうそう揺ゆらぐことはあるまい。実際セドリックは以前「誰が天帝になろうと関係ない」と言っていた。

「千年の茶番を、そろそろ終わらせてもいい頃だということさ」

「それは天帝の御み業わざなんてものがないって話か」

　以前そのことをセドリックに伝えたのはアスト自身だった。

「虚きよ言げんを信じ込まされているというのは、あまり幸せなことではないと思うけどね。少なくとも私は頭を垂れる気にはなれないし、民たみにもそうあってほしくはない」

「……だから、真相を暴ばく露ろするってか？」

　木剣を構えたままアストはじりっと後ずさる。

　剣けん戟げきではなく嫌いやな予感のせいで鼓こ動どうが早まる。セドリックのことはよく知っているつもりだった。絶望的な状じよう況きようから立ち上がった、我が儘ままな男で無二の友人。

　ならば今、目の前にいる男はいったい誰だ？

「君もイフリータ姫に少し聞いたんだろう？　この大聖堂の地下にあるものを」

「地下に何かあるとは言ってたが、直後にぶっ倒たおれたからそれ以上は知らないな」

　嘘うそは言っていない。もっともイフリータ以外に聞いたと言うつもりもないが。

　セドリックは立ち合いの続きをするつもりはないらしく、剣先をだらりと下げて地面を指し示す。だがアストはまだ構えを解けなかった。セドリックがもしどうしようもないことを言い出したなら――そのときは。

「以前、君に泥人形ゴーレムの竜ドラゴンの事件を聞いてからずっと考えていたんだけど」

　セドリックは手の中で木剣を弄もてあそびながら話し続ける。

「その泥人形ゴーレムが神々の威い光こうを演出するために造られたのは間ま違ちがいないにしても、それには元となったものがあるはずだ。聖堂の連中が一から竜ドラゴンを想像できたわけじゃないだろうからね」

　あの泥人形ゴーレムの竜ドラゴンはあくまで模倣品コピーだった。

　つまり、いつかどこかに原型オリジナルが存在したはずなのだ。

　あの事件の時点ではあくまで伝承に語られる内容を象かたどったのだと思われた。しかし、

「……大聖堂の地下に、本物の竜ドラゴンがいるとしたら」

「おや、なかなか察しがいいね」

　やはりそうだ。小さく笑うセドリックにアストはきつく唇くちびるを噛かんだ。

　ユーヴァの遺言で竜ドラゴンについて読んだときには「自分にこんなことを教えて何の役に立つのか」と思ったものだが、こんなに早く現実味を帯びてくるとは。

「大聖堂の地下にはまぎれもなく竜ドラゴンがいる。イフリータ姫が……人間を使った封ふう命めい晶しようが大量に必要とされたのは、その竜ドラゴンの制せい御ぎよか何かに使うためじゃないかな」

　聖堂の語る伝承によれば、初代天帝の没ぼつ後ごに竜ドラゴンは神々のもとに還かえった。しかし竜ドラゴンとの絆きずなは今なお有効で天帝が呼べばすぐに飛んでくるのだという。

　だが実際は竜ドラゴンはずっと封ふう印いんされて地下に保管されていると、手紙でユーヴァは語った。

「もっとも、これは聖堂でも枢機卿くらいしか知らないらしいけど」

「ま、権威の象しよう徴ちようが地下で埃ほこりを被かぶってると知られたら大問題だな」

　アストの軽口にセドリックは我が意を得たりとばかりににやりと笑い、

「天帝の御業が欺ぎ瞞まんだったというだけでも大問題だけど。だが竜ドラゴンが現実として存在するとしたら……凄まじい力を秘ひめた生物が、本当にいるのだと知れたら？」

　もしこのことが公然となったら何が起こるか。アストにも何種類かその想像はできたが、どれもおよそろくでもなかった。

　まずは神々の権威の象徴を長らく貶おとしめていたことへの批判。そのような力を持ちながら何もしなかった〝無為〟の故ユーヴァへの誹ひ謗ぼう。大聖堂が強大な軍事力を持っていることへの恐おそれ。

「それに。……竜ドラゴンがそんな状態なら、天てん帝てい以外の人間が手に入れてもいいわけだ」

「俺にその片棒を担げってか！」

　アストの叫さけびは悲鳴のように響ひびいた。

　天帝が……〝王を束ねる者〟が各国の上に立つことでこの大陸は平へい穏おんを保ってきた。

　だが天帝選考ではなく人々が力ずくで竜ドラゴンを手に入れようとするなら、それは天帝制度以前の動乱の再来に他ほかならない。強大な力を手に入れた者が大陸の覇は者しやとなるというごく簡単な構図だ。

　セドリックが目もく論ろんでいるのはまさしくそれなのだろうか。

「欺瞞と現実として存在する竜ドラゴンと、人々がどちらを選ぶかは明白だろう？　今までならまだしも、聖堂の妄もう言げんが暴あばかれた後なら」

「……で、お前は自分が竜ドラゴンの持ち主に相応ふさわしいと思ってるわけだ」

　セドリックの言葉はその自信があるからこそのものだ。

　信しん仰こうではなく厳然たる力、権力によって大陸を支配する。それは、今はもう称号タイトルにしか残されていない皇――〝王の中の王〟の有り様だ。

「そんなことが……」

「君と私が揃そろえば何でもできる。そうだろう？」

　アストは木剣を握にぎる手に力を込め、そしてセドリックは晴れやかに笑って言った。

「その時こそ、君がもう一度〝英えい雄ゆう〟になるときだ」







第三章　王の中の王







　戦場の記憶が輝かがやかしい思い出でないと言えば嘘になる。

　覚えていることの大半は斬きられた痛みであったりひもじさであったり、無む茶ちやな命令で駆けずり回まわらされた疲ひ労ろうだったりするが、自分の魔術が敵を圧あつ倒とうする快感、知略で相手を出し抜く達成感、掴み取とった勝利の喜びは忘れがたい。

　そして、いつも友人セドリツクが側にいたことも。

「何を考えて……いや、お前の目的は何だ」

「私には国皇として国バルテノムを保持し、発展させる使命がある」

　アストの呻うめきにセドリックははっきりと言い切った。

「天帝が有能で然しかるべき働きをしてくれるなら文句はなかったんだけどね。今となっては無意味に国々を縛しばっているだけだ」

　バルテノムは大陸の半分近くを占しめる大国だ。その国皇たるセドリックが畏おそれるものといえば、大陸すべてに目を光らせる天帝ないしは聖堂しかない。それを排はい除じよしたいと考えることは論理としては成立しているだろう。

「バルテノムの発展……ね」

　セドリックは使命と言った。

　だがアストから見ればそれは野心だ。

　優れた君主の条件はいくつもあるだろう。国内の経済を発展させ、税を軽くして人々の生活を楽にし、兵を増強して外敵を寄せ付けず、罪人は身分に拘かかわらず公平に裁き、――そして領土を拡大する。

　セドリックはおそらく最後を選せん択たくしたのだろう。大陸全土が混乱すればそれだけ国境線を変へん更こうする機会も増える。アストを武人として招こうとしているのが何よりの証しよう拠こだ。

「断る」

　アストはごく短く答えた。

　いきなりこう言われるとは思っていなかったらしく、セドリックの目が見開かれる。

「俺は、……生きたいっていうお前の考えはよくわかったし、そのための戦いなら手伝ってやろうとも思ってた。いじけた皇子様は実は面おも白しろい奴やつだったからな」

　朽くちかけた城で最初に出会った時のことを思い出す。八つ当たりして臆おく面めんもなく年下の少年の前で泣いたセドリックだからこそアストは親しみを覚えたものだ。自分のために周囲のすべてを巻き込む強引さは嫌いではなかった。

〝英雄〟の戦績はたったひとりの友のもので、それで十分だったのだ。

「だが今はわからん。なにせ俺は自分の領域国もない侵奪者でな」

　我ながらひどい自じ虐ぎやくもあったものだとアストは内心ぼやいた。

「俺はお前のためなら戦えるが、国のために戦う気はない。知っての通り俺は生まれも知らないんでな。忠実な部下が欲ほしいなら他を当たってくれ」

　自分には故郷すらない、こんな話を先日イフリータともしたとアストはふと思い出す。

　その言葉を聞くセドリックの顔はまるで漂ひよう白はくされたように呆ぼう然ぜんとしていた。

　まさかアストが拒きよ絶ぜつするとは思わなかったのだろう。さんざん文句も言ったし憎にくまれ口ぐちも叩たたいたが、アストがセドリックの命令を聞かなかったことはない。これからもそうだと、さきほどまではアストとて思っていた。

　セドリックの手が小さく震ふるえているのが見て取れた。さきほどは地面を向いていた木剣の剣先が、少しずつ上がっていく。アストの剣と同じように。

　鋭く息を吸ってアストは告げた。

「ただし、そうなったら俺はお前の敵だ。俺は魔ま術じゆつ師しで、――天帝候補の一人だ」

　昔の栄光を忘れることはないだろう。

　ただ、それは過去に……当時と同じ状況に戻りたいという意味ではない。

　瀕ひん死しの重傷を負い、領域と魔術を失った当初はそう考えていた気もする。けれど今は学院で何人かの少女と出会い、戦いのない日々を過ごして別の生き方を知った。

　それに、たとえ夢物語であっても目指してみたいものもある。

　――地を蹴ったのは、またもやまったく同時だった。

　固い音を立てて木剣がぶつかり合う。そこに込められた力はさきほどの比ではない。

「ぐっ……」

　刃のない木製の剣であろうとこれだけの力で振るえば十分に凶きよう器きとしての威い力りよくを持つ。避よけ損そこねれば骨が砕くだけるし、脳天にでも食くらったら一巻の終わりだ。

　服の中にいくつか小さな武器も隠かくし持もっているが、そちらを抜くだけの猶ゆう予よをセドリックは与あたえてくれないだろう。

　強引に相手の剣を押おしのけて距きよ離りを取り、旋せん回かいしてセドリックの側面に回り込む。その勢いも使って脇わき腹ばらを狙ねらって繰り出だした突きは、しかし紙かみ一ひと重えで躱された。

「……くそ」

　勝利条件もはっきりしない、無意味な戦いだという自覚はある。よりにもよって天帝の葬そう儀ぎの直前に自分たちはいったい何をやっているのやら。

「お前、ちっと頭冷やせッ！」

「君こそ、その力をむざむざ腐くさらせて悔くやしくはないのか!?　それに君は私の……」

「残念ながら、俺はもうお前の部下じゃねえよ」

　呻きつつアストはセドリックの剣をどうにか払はらいのけた。

「……魔術が使えたらな」

　ふと脳裏に浮かんだ甘あまえをアストはすぐに打ち消す。

　剣けん術じゆつの腕うでこそ同等だがアストは自分がセドリックに劣おとると考えたことはなかった。それは魔術という決定的な差があったからだ。だが今アストは魔術を使えないし、敵から侵奪しようにもセドリックはそもそも魔術師ではない。

　奇しくも侵奪者アストには最悪に近い敵なのだ。

　剣だけの勝負では五分と五分。どちらが勝つかわからない。だが、

「負けて……たまるかっ！」

　セドリックを止めなければ。友人として、できることなら彼かれには聡そう明めいな国皇でいて欲しい。民を動乱に巻き込み、領土を荒こう廃はいさせた孤こ独どくな覇は王おうではなく。

　アストの放った突きは、セドリックではなく彼の手にした木剣に垂直に突き刺ささった。

「あ……」

　一点に強い負ふ荷かがかかり、めきめきと耳みみ障ざわりな音とともにセドリックの木剣がへし折れる。セドリックが目を見開いた隙にさらに根元を叩き、その手から剣を叩き落おとした。

　すぐさま剣先を翻ひるがえしてぴたりとセドリックの喉のど元もとに突きつける。

「俺の勝ちだ」

　荒あらい息を隠そうともせずアストは宣告した。

「……イフリータ姫ひめがいい例だが、竜ドラゴンのために聖堂は色々まずいこともやってるんだろうさ。だが、それを政争の材料にするのはなしだ」

　おそらく大聖堂の地下にはイフリータのように封ふうじ込められている人間がいるのだろう。彼らを助ける理由はただ義ぎ憤ふんであるべきで、騒そう乱らんの引き金にしてはならない。

「そうだね。……君のそういう頑がん固こでまっとうなところが、私は嫌いではなかった」

　敗北したとはいえセドリックの顔は穏おだやかだった。アストは内心息をつく。

　セドリックの野心はまだ彼の心の中にのみあることで、事態が動き出したわけではない。リトフィアも呼んできて、とにかく粘ねばり強づよく説得するしか――

「だが、もう遅おそい」

　その言葉を待たずにアストは全力で横に跳とんだ。

　同時にセドリックも飛とび退のいており、一いつ瞬しゆん後、両者がいた場所に光の粒つぶが突き刺さった。光は地面に小さな穴を穿うがつと同時にすうっと宙に溶とけて消える。

　魔術による狙そ撃げき、魔ま弾だんだ。

　目だけ動かして射手を確かく認にんし、アストは愕がく然ぜんとした。

「イフリータ姫!?」

　かつて生いけ贄にえに捧ささげられたほどだからイフリータは優ゆう秀しゆうな魔術師なのだろう。彼かの女じよは足あし下もとに夕暮れの色の領域を従えて、傍かたわらに浮いた矢でアストに狙いを定めていた。

「妾わたしは確か、友人に話をしておくと聞いたのじゃがの」

「まさか断られるとは思いませんでしたからねえ……」

　セドリックがイフリータと面談していたのは知っている。そのために彼女をこの大聖堂まで案内してきたのだから。だが二人が結けつ託たくしているとまでは知らなかった。

　セドリックだけでも手に余るのに、イフリータと二人がかりで襲おそわれてはさしものアストも為なす術すべはない。

「ぐ……」

　それでも何度かは攻こう撃げきを弾はじき返かえしたものの、やがてアストはセドリックに腕を捻り上げられ、鳩尾みぞおちに膝ひざ蹴げりを叩き込まれてくずおれた。

　おかしな匂においに気づくと同時に急速に意識が遠のく。おそらくアストと同様、セドリックも小型の武器や毒薬を隠し持っていたのだろう。

　朦もう朧ろうとする意識の中で、遠くに二人の会話を聞いた。

「――……しばらく、……礼拝、――」

　しばらくの間、すなわち数時間後に始まるユーヴァの葬儀。そこでセドリックは何かやらかすつもりなのだろうか。アストの説得などとっくに手て遅おくれだったのだ。

　今になってセドリックがアストに野心を告白したのは、本当に、アストが撥はね付つけるとは思わなかったからだろう。セドリックにしてみればいつも通り自分の行動を説明するといった程度のことだったのではないか。

　その信頼、もしくは慢まん心しんが今となっては何よりも恨めしい。

「ま……て」

　必死で口を動かしたが、喘あえぐようなかすれた吐と息いきが漏もれるだけだ。

　ぐいっと腕を引っ張り上げられるのを感じながらアストは思考を手放した。
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　誰にでも子供の頃ころに好きだった本はあるだろう。

　家庭教師が渡わたしてくる本ではなく、妖よう精せい世界の旅物語や騎き士しの冒ぼう険けん物語のような。

　十歳で宮きゆう廷ていを追われるまで自分はずいぶん色々な本を読んだ。その中でもいちばん好きだったのは、ある人物の今となっては誰も知らない伝記だった。

　本というには少々語ご弊へいがあるのだが。それはたまたま宮廷の書庫で見つけた、おそらく廃はい棄きし損ねたまま残っていた古い年代記クロニクルだったから。

　数十年、下手をすれば数百年も前の宮廷の書記官がわずかな資料を集めて書き写しておいたものらしい。よくもまあ今まで読める状態で残っていたものだ。

　それはともかく。その古ぼけた本の登場人物は、この国でも……いや、この大陸でもっとも名の知れた男だった。

　この大陸の初代天帝、シメオン・ラムサである。

　現在この人物は大陸の平和の礎いしずえを築いたとして讃たたえられている。大陸を統一して戦乱を終息させ、その広大な領域をもって大陸すべてを見守り、神々の代理人の権威をもって各国を統とう括かつする。事実、大陸は彼の時代から千年おおむね平和を保ってきた。

　しかし物事には様々な見方があるということである。

　平和を願った人物というのはおそらく本当だったのだろう。しかし彼に大陸すべてを支配しようという野心がなかったとどうして言える？

　そう、野心だ。

　その年代記において、自分の特性……領域を持たない代わりに他人の領域を束ねるという能力を知ったシメオンは大陸の覇者となる野心を抱いだく。その過程でさまざまな人物と知り合い、あるいは戦いつつ、あるときシメオンに最大の転機となる出会いが訪れる。

　竜ドラゴンにシメオンはこう言うのだ。

『私と一いつ緒しよに世界を変えるつもりはないか？』

　神々の乗騎、幻げん想そう世界の住人に対してすさまじい台詞せりふもあったものである。

　しかし、あろうことか竜ドラゴンはこの誘さそいに応じてしまう。広大な領域と竜ドラゴンの力を得たシメオンに敵かなう者はなく、やがてシメオンは神々の代理人を名乗って天帝を称しようすることになる。

　このとき最後まで抵てい抗こうしたのが大陸のほとんどを支配していたバルテノムだった。

　言うなればこの年代記は敗者側の記録なので、初代天帝の業績を恨み混じりに描えがいたものだったのだろう。神々から賜たまわったはずの竜ドラゴンの解かい釈しやくがそれを端たん的てきに示している。焼き捨てられなかったのが奇き跡せきのようなものだ。

　けれども自分は聖堂と教本の語る初代天帝の肖しよう像ぞうよりも、この年代記に登場する俗ぞく人じんシメオンのほうに共感した。

　まさしく英雄の有り様ではないか。彼は野望を抱き、仲間と力を得て、世界を変革するという夢をとうとう達成したのだから。

　幼い頃は自分だけがこの英雄を知っていることにひそかに満足していたものだ。

　この年代記が現実味を持ってくるとは当時のセドリックは思いもしなかった。
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　金色の礼拝堂に少年たちの歌声が響く。

　高く澄すんだ無む垢くなる声は大陸じゅうの人々の嘆なげきを表現しており、神々のさらなる慈じ悲ひを乞こい高貴なる魂たましいの安らぎを祈いのる。古くから式典で用いられている葬そう送そう曲きよくだ。

　円形の壁かべと半球ドーム状の屋根を持つ礼拝堂は天帝の座所に相応ふさわしく、壁へき面めんや梁はりのあちこちに金きん泥でいが塗ぬられ赤や青の飾かざりが施ほどこされた、まるで神々が大地に置いた宝石箱のような華か麗れいな建物だった。

　一歩足を踏み入いれてみるとますますその印象は強くなる。

　天てん井じようや壁にいくつも描かれた絵はそれぞれの時代の最高の画家の手になる傑けつ作さくだ。壁や床ゆか、そして天井の絵を区切る額がく縁ぶちは乳白色の大理石で造られており、花や蔓つるをあしらった細工がびっしり施されている。

　木製の手すりから壁に据すえ付けられた燭しよく台だいのひとつひとつに至るまで、さながら宝物庫のように美しいもので埋うめ尽つくされた空間なのだった。

　それらはすべて神々と天帝の威光を表現しようという試みだ。この礼拝堂を訪れた者は皆みなその壮そう大だいさ、荘そう厳ごんさに胸を打たれて天帝への信仰を厚くする。

　その中でももっとも尊いものは今、棺ひつぎとなって礼拝堂の中央に置かれている。

　礼拝堂の祭さい壇だんの前では聖職者たちが祈りの言葉を唱えているところだった。

　この礼拝堂に入れるのは高位の聖職者や各国の王族といった貴き賓ひんだけで、葬儀に駆かけつけてきた数万の人々は外の広場で待っている。ここでの祈りを終えた後に棺は広場に運ばれ、大衆の前で本格的な葬儀が始まる予定だ。

「…………」

　なにしろ人数が多いので貴賓であろうと参列者席はひどく手て狭ぜまだ。リトフィアは隣となりの中年男性になかば押し潰つぶされつつ、不安げにため息をついた。

　アストの姿が見当たらないのだ。

　彼にもこの礼拝堂に入る許可が下りていたのだが定刻を過ぎても現れないままだ。ここ数日図書室で調べ物をしていたのは知っているが、さすがに本来の目的である式典に出席しないはずがない。

　アストの行動をほとんど把は握あくしているマリノですら知らないようだったから、不測の事態か、それとも他人には知られてはならない用件でもあったか。

「……それにしても」

　思わず独り言が漏れたところでリトフィアは傍らの男にじっと見下ろされた。

　彼女の隣にはセドリックがいる。今は学生ではなくバルテノム皇女として参列しているので、兄きよう妹だいに隣となり合あった席が割わり振られるのは当然のことだ。

　今は二人……いや礼拝堂にいる全員が社交場よりもさらに色の暗い服、大半が黒一色の喪も服ふくを身に付けていた。リトフィアも薄うす手での黒いドレスを着て、結ゆい上あげた髪かみには黒琥珀ジエツトのピンを挿さしてある。

「アストのことかい？」

　この兄はリトフィアの考えなどお見通しらしい。リトフィアが小さく頷くと、

「彼なら心配要いらない。私がちょっとした用を頼たのんだだけだ。急なことで、この葬儀まで欠席させてしまったのは悪かったけどね」

　そう説明されてしまえばリトフィアは「そうですか」と頷くしかない。

　セドリックに夜会での真意を聞いてみようと思ったはいいものの、今日までセドリックに会う機会もなかった。何度か様子伺うかがいはしてみたのだが、忙いそがしいらしく割り当てられた客室にもいなかったのだ。

　リトフィアはふたたび祈りを捧げる聖職者たちに目を移す。聖職者たちの中心に立って式典を進めているのは枢すう機き卿けい団の最年長、カルド枢機卿だ。

　カルド枢機卿の顔は青ざめていた。それは天帝を失った悲しみか、式典準備の疲労か。

　ふと枢機卿がこちらを見る。

「……？」

　その顔がひどく引きつっていたように見えて、リトフィアは眉まゆをひそめた。

　自分の格好がおかしいのだろうかと慌あわてて黒のドレスを見下ろしてから思おもい違ちがいに気づく。カルド枢機卿は自分ではなく隣のセドリックを見ていたのだ。

　そういえば先日、失しつ踪そうしたと告げられたのはこのカルド枢機卿の名だった。

　だんだん胸のうちに嫌な想像が広がってくる。カルド枢機卿の災難を予測していたかのようなセドリック。あのとき思わずセドリックが仕組んだのではないかと考えたのだ。

「……いけない」

　リトフィアは目を閉じて恐ろしい考えを振り払った。なにしろ今は葬儀の最中なのだ。死者を悼み、別れを告げる最後の儀ぎ式しき。

「あ」
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　そこで思い至った。

　アストはセドリックの配下であり、戦友だった。セドリックが何かをやらかすつもりならアストが関わっていないわけがない。しかもアストはこの葬儀に姿を見せていない。

　アストは何をやっているのだろう。セドリックに命じられて、いや自分から？

「そんなわけはない」

　首を振ふってリトフィアは疑いを振り払った。

　セドリックの考えがまっとうなものであるならアストが協力していても問題はない。けれどセドリックの命令が理り不ふ尽じんなものであればきっとアストは抵抗するだろう。

　彼は間違っているとわかっていることをする人間ではない。

「兄様。先日の夜会で……」

　小声でセドリックに話しかける。反対側の男性があからさまに顔をしかめるのが見えたが、とにかく兄に聞いてみなければ。

　だがリトフィアが言い終わるより先にセドリックは彼女の肩かたを軽く叩いた。

「……兄様？」

「悪いが、私は中座する」

　唐突な言葉にリトフィアが戸と惑まどった顔をするのは気にもせず、セドリックは目立たぬようそっと立ち上がった。すれ違いざまリトフィアの耳元で囁ささやくように、

「お前は葬送曲と祈き祷とうが終わったらこの礼拝堂を出なさい。式が終わるまでこの場に留とどまらないように。いいね」

　有う無むを言わさぬ口調だった。

　そしてリトフィアの返事も待たずにすっと礼拝堂から出て行ってしまう。リトフィアは呆あつ気けにとられてそれを見送った後、慌てて我に返った。

　祭壇の前では少年たちの合唱が最高潮を迎むかえている。参列者席に並んでいる人々はそちらの見事な歌に気を取られ、セドリックが退席したことに気づいた者は少ないようだ。

「……決めたもの」

　兄に尋たずねると。そして必要とあらば、止めると。

　リトフィアはきょろきょろと参列者席を見回して目的の人ひと影かげを見つけた。

　ベルゲン公女エルゼの席はリトフィアたちから少し離はなれた場所にあった。貴族の中では最下級の男だん爵しやく家のマリノはと言えば、祭壇から離れた入り口近くに押し込められて珍めずらしく居い心ごこ地ち悪そうな表情を露あらわにしている。

　エルゼがセドリックの不在に気づいたらしく顔をしかめるのが見えた。

「…………」

　まさか式典中に大声で話すわけにもいかないので、意思の疎そ通つうは細かな仕草がいくつかと表情、目配せだけだ。それでじゅうぶん事足りた。

　さきほどの兄と同じようにリトフィアたちはするりと参列者席を抜ぬけ出した。







「兄様」

　煉れん瓦が造づくりの壁に反はん響きようする凛りんとした声に、セドリックの足が止まった。

　大聖堂の表の部分……高位の者や来らい賓ひんの通る区画は絵画や彫ちよう刻こくで飾り立たてられているものの、そこから一歩外れて地下へと続く階段に足を踏み入れてみると、そこは煉瓦と木材が剥むき出しでうっすらカビの臭においもするような場所だった。

　窓があるわけもなく、燭台を一本拝借してこなければ足下も見通せなかっただろう。初夏とあってもう汗あせばむような陽気なのだが肌はだに触ふれる空気はじっとりと冷たかった。

「お前か……」

　リトフィアたちを振り返ったセドリックはさすがに困こん惑わくした顔だった。自分たちが追いかけてきていることには少し前から気づいていたのだろうが。

「何をしに来た。まだ式典は続いて……」

「このようなところで、何をなさるつもりなのです」

　セドリックの問いを打ち消すようにリトフィアは叫ぶ。とにかく先に口を開かなければ、言いたいことも言えなくなってしまうような気がする。

「それはお前の知る必要のないことだ」

　三人の少女に睨まれたセドリックは困ったように笑った。

　いたずらがばれたときのような、どこか幼い笑えみだった。幼い頃に離ればなれになったせいか、リトフィアは兄のそんな子供じみた表情を初めて見たように思う。――ああ、この人もこんな顔をすることがあるのか、と。

　そう思うと少しだけ肩から力が抜けた。

「国皇陛下がこのような場所にいていいものではないでしょう」

「お前は上に戻もどって宿舎にいなさい。ここは危ないから」

　子供の頃によく聞いた、幼い妹に言い聞かせる優やさしい声こわ音ねだった。

　セドリックが自分を心配してくれているのは確かなのだと思う。兄妹の触れ合いはあまりなかったが、セドリックは政略結けつ婚こんを強制することもなく好きな道を進ませてくれた。それはまぎれもない家族の愛情であったろう。けれども、

「兄様。わたしはもう、幼い妹ではありません」

　セドリックにそう思われていては肝かん心じんなことを聞き出せない。

　たとえばアストなら……自身と比ひ肩けんする能力の持ち主になら、セドリックは自分の思おも惑わくを話すだろう。結局、自分はまだ頼たよるに足りると思われていないのだ。

　それは仕方がないことだ。でも今だけは。

「恐れ多おおくも天てん帝てい猊げい下かの葬儀で何をなさるつもりなのです。供も連れずにいらっしゃったということは、聖堂の方々はこのことを承知されていないのでしょう。なら……」

「私はさっき言ったはずだな。戻れと」

　底冷えのするような冷ややかな響きに、リトフィアの額にじっとりと汗が浮かんだ。

　逃にげ出さずにすんだのは隣にエルゼとマリノがいてくれたからだろう。二人は不安そうな顔ではあったがじっと兄妹のやり取りを見守っている。

「嫌です。兄様の口からそれを伺うまでは戻りません」

　その一言を口にするだけで全身の力を使い切ったような気がした。

　セドリックの表情が変わった。いつもの如じよ才さいない笑みは影かげを潜ひそめ、額に皺しわを寄せて何か考え込んでいる。どうやったら三人の少女を排除できるかといったところか。

　リトフィアはともかくエルゼとマリノは別の国の貴賓だ。彼女たちまで姿を消すなり傷つくなりすれば、さしものセドリックもごまかしきれるものではあるまい。

「兄様。お答えください」

「お前は……」

　セドリックの目がわずかに見開かれる。おそらく彼は今ようやく気づいたのだ。――妹が反はん抗こう者となって自分に迫せまってきているのだ、と。

　リトフィアを見つめる表情には大きな驚おどろき、そして小さな感心が含ふくまれていた。

　そこで、――ずん、と重い音が響いてきた。

「何です!?」

「地じ震しん……ではないな」

　学院の泥人形ゴーレムの竜ドラゴンが現れたときのことを思い出す。地下に埋められていた竜ドラゴンは大地を揺らして身じろぎし、土ど砂しやを吹ふき飛ばして地上に這はい出でたのだった。だが今は足下はほとんど揺れなかったし、なにより音は上から聞こえてきたようだ。

「……礼拝堂！」

　エルゼが青ざめた顔で叫んだ。地上にはエルゼの親族もいるのだ。

「まだ心配いらない。棺を運び出したところで扉とびらを封ふう鎖ささせただけだよ。各国からいらした方々には少しばかり狭せまい思いをしていただくことになるけどね」

　セドリックはたいしたことではないとばかりの口調だったが、おそらく礼拝堂の中は大混乱だろう。下手をすればセドリックが何かする前に流血沙ざ汰たになりかねない。

　リトフィアは礼拝堂に駆け戻るべきかこのまま留まるべきかを考え、後者を選択した。地上には他にも大勢の人々がいる。彼らが善処してくれることを祈るしかない。

　ただし兄セドリツクの蛮ばん行こうを止めるべき家族は自分しかいないのだ。

「いったい何のために、このような……」

「この地の民たみのためだ」

　何をいまさらと言わんばかりの平然とした口調だった。

「アストはわかってくれなかったけどね。でもお前は違うだろう？　お前はバルテノムの人間で、この私の妹だ」

　アストの名が出てリトフィアははっとした。アストが礼拝堂に現れなかったのは、セドリックと決けつ裂れつした後に何かあったということか。

「兄様!!」

「……兄さんに何を」

　リトフィアが悲鳴を上げ、マリノの緑ろく青しようの目が猫ねこのように大きく見開かれる。だがセドリックは唇の端はしをつり上げて笑うのみで少女たちの問いに答えることはなかった。

　セドリックに飛びかかろうとするマリノをエルゼが慌てて押し留めている。もっともそのエルゼ自身、セドリックに食いつかんばかりの鋭するどい目を向けていたが。

「……アストがいれば」

　アストが戻ってきてくれればなんとかなると漠ばく然ぜんと思っていた。セドリックを問いただすのは自分の役割だとしても、それ以上のことは難しいとも。今までどれだけ彼に頼っていたのかを痛感してリトフィアは唇を噛む。

　セドリックは少女三人を眩まぶしそうに見つめてから、不意にその背後に目をやった。

「通路は確保した。構造は当時とあまり変わっていなかったからな」

　こつこつと足音を響かせて階段から降りてきたのは、イフリータだった。喪も服ふく姿すがたのリトフィアたちと違って参列者ではない彼女は動きやすそうな服だ。

「イフリータ殿でん下か……!?」

　イフリータはリトフィアたちとセドリックを交こう互ごに見比べ、

「いったい何の騒さわぎじゃ、これは」

「我わが妹に何をするつもりなのかと問とい詰つめられましてね」

　まったくもってその通りなのだが、まるで世間話のように説明されると腹が立つ。

「教えてやれば良かろうに。彼女とてバルテノムの皇女だ。国のために身を奉ほうじる覚かく悟ごくらいはあるであろうよ」

　言われて、セドリックはくしゃりと表情を泣き顔に歪ゆがめてリトフィアを見下ろした。

「お前だけは離しておきたかったんだけどな。……母上は女だてらに政まつりごとに首を突っ込もうとして身を滅ほろぼした。だからこちらには関わらせずに、学院に行かせたのに」

「……あ」

　あまり兄妹らしい関わりもなく、自分は兄のお荷物なのだろうとずっと思っていた。だが、それはセドリックなりの妹への配はい慮りよだったのだ。

　けれど、自分はそれに甘んじたくないからここまで来た。

　リトフィアは拳こぶしを握ってじっとセドリックを見上げた。ここで逃げられたら今までの努力が水の泡あわだし、アストの行方ゆくえも判わからなくなる。

　ややあってセドリックは大きくため息をついた。

「ついてくるといい。千年、隠されていたものを見せてやろう」







　大聖堂の地下の構造はおよそ、以前立ち入った女め神がみカーサの地下聖堂と同じだった。

　この大聖堂は多神教時代に建てられた主神ソティラスの聖堂を基き盤ばんとしている。建物の一部をそのまま利用したのなら、女神の地下聖堂と同じように託たく宣せんの魔ま法ほう陣じんの機能も備えているかもしれない。

「竜ドラゴンの、本物だと？」

　歩きつつエルゼはなおも信じがたいといった顔をしている。だが、それを話したのがイフリータ……封ふう命めい晶しようとして竜ドラゴンの封ふう印いんに使われていた者の言葉とあらば、納なつ得とくしないわけにはいかない。

　一行の先頭を歩くイフリータはリトフィアたちを振り返ろうともしなかった。

　イフリータは夢うつつに見た大聖堂の地下の構造を思い出したとのことで、今も案内役を買って出ている。本来、竜ドラゴンのいる最下層には枢機卿以上でなければ入れないそうだ。

　イフリータはある箇か所しよで立ち止まり、竜ドラゴンの頭を象かたどった浮き彫りレリーフの前に立った。

　息を呑のんで見守る一同の前で、イフリータはノッカーでも叩くかのように無造作に竜ドラゴンの口に指を突っ込んだ。唖あ然ぜんとするリトフィアの前で、がごん、と壁の向こうで何かが動いた音がする。

「……よく仕し掛かけ扉を作る」

　マリノはどこか呆あきれた風だった。もっともこちらの隠し扉に関して言えば、この地下通路そのものは秘密を知らない一いつ般ぱんの聖職者たちも利用しているのだろうから、隠いん蔽ぺいのために取り付けざるを得なかったのだろうが。

　――そして、目に飛び込んできた光景にリトフィアは言葉を失った。

　灯あかりがなければ足下も見えなかった通路と違い、そこは褪あせたような白色の光に満たされていた。緩ゆるやかな弧こを描く壁と半球状の天井、天井から床までびっしり彫ほり込まれた魔法陣めいた紋もん様ようは、女神カーサの地下聖堂とそう印象は変わらない。

　そしてさながら鉱石の森のように巨きよ大だいな封ふう命めい晶しようが床に均等に並べられていた。

　この広間が明るいのは封ふう命めい晶しようがいずれも淡あわい光を発しているからだ。封ふう命めい晶しようが明めい滅めつするたびに床に彫り込まれた溝みぞが瞬まばたく。

「……っ」

　予想していたことではあったが、リトフィアはきつく唇くちびるを噛かんだ。

　樽たるほどの大きさの封ふう命めい晶しようにはどれも人間が封じ込められている。性別や年ねん齢れいはばらばら、服装からして彼らの時代はイフリータとあまり変わらないようだ。膝ひざを抱かかえて母親の胎たい内ないで眠ねむるかのような姿勢が逆に哀あわれだった。

　イフリータに地下聖堂の記き憶おくがあることからして、彼女の封ふう命めい晶しようも当初はこのように運用されていたのだろう。それがおそらく泥人形ゴーレムの竜ドラゴンの動力として転用された。

「兄様、あなたは……」

　これを見てもまだ、我が欲よくのためにこの方々を利用するつもりですか。

　リトフィアはそう言おうとしたが口をつぐんだ。セドリックの目は封ふう命めい晶しようではなくその向こう、広間の中心に向けられている。

「……竜ドラゴン」

　林立する封ふう命めい晶しようを動力源として、広間の中央には巨大な光の檻おりが構築されている。

　光を撚よった鋼線で編まれた直方体はマリノの時間魔ま術じゆつの魔法陣と外観はさほど変わらない。違いはその蝋ろう燭そくの炎ほのおのような色と小さな家なら丸ごと入りそうな大きさだ。

　その中に、竜ドラゴンが横たわっていた。

　竜ドラゴンはリトフィアたちに背を向けるようにして蹲うずくまっているので、その鋭い顎あごやぎょろりと光る目はリトフィアたちからは見えない。ただ檻まで近づいて見上げてみると鱗うろこひとつひとつの大きさやぬめるような艶つやがよくわかる。

　学院が泥人形ゴーレムの竜ドラゴンに襲われたとき、リトフィアは竜ドラゴンに向かって雷石斧ウコンバサラを振るった。

　当時のことは今でもたまにうなされるくらいだ。その巨きよ躯くにたちまち踏ふみ潰されるのではないかという恐きよう怖ふ、建物そのものに立ち向かうかのような絶望感。

　今ぴりぴりと伝わってくる気配はそれとはまったく異質のものだった。

　無機質な道具と生き物の違いなのだろう。広間にはどこか生なま臭ぐさい臭いが漂ただよい、鱗のひとつひとつにまで体温や血潮、息いき遣づかいのようなものが感じられる。

　竜ドラゴンの爪つめでぐしゃりと潰される自分を想像してリトフィアは慌てて首を振った。

「この竜ドラゴンは眠っている……のですか？」

「……魔術で眠らされてる」

　答えたのはしきりに床や紋様の天井を観察していたマリノだ。

　竜ドラゴンを眠らせ、地下に封印しておくためにこれだけの封ふう命めい晶しようが投入されているのだ。封ふう命めい晶しようと床に描かれた魔法陣はいわば動力源と回路が剥き出しの魔道具なのである。

「……イフリータさん」

　じっと身じろぎもせずに竜ドラゴンを見つめるイフリータに声をかける。

　自分の運命を狂くるわせた原因を見ても彼女は何ら取り乱すことはなかった。居並ぶ封ふう命めい晶しよう、いわば彼女の仲間を哀れんでいるのかも窺うかがい知しることはできない。

「伯母おば上うえの話によれば、この竜ドラゴンにかけられた魔術は切きり替かえられるとのことでね」

　現在、封ふう命めい晶しようの膨ぼう大だいな魔力はすべて竜ドラゴンの封印に注ぎ込まれている。魔術を書かき換かえること自体は可能としても、それには封ふう命めい晶しようと魔道具を扱あつかえる人間でなくてはならない。遺失魔術の資料が散逸している今、研究者ですらそれは不可能だろう。

　だがイフリータは違う。

　彼女はもともと遺失魔術が喪うしなわれる前の時代の人間であり、高度な教育を受けた魔術師でもあった。野心を抱くセドリックにとってイフリータの出現は渡りに船だったろう。

「いいえ、逆だわ……」

　封ふう命めい晶しようから彼女を助けたことがセドリックの野心に火を付けてしまったのだろうか。

「……兄様」

　リトフィアはふたたびセドリックに向き直った。セドリックは竜ドラゴンの存在を教えはしたがまだ肝心なことを言っていない。

「兄様。この竜ドラゴンで……こんなことを明らかにして、何をするつもりなのです」

　竜ドラゴンが実在したというだけでも大問題ではあろうが、ただこれを暴ばく露ろしたいのであれば今日……天てん帝ていの葬儀にわざわざ行動する意味はないはずだ。

　問われたセドリックは無言のまま、一瞬だけ視線を上にやった。

「……？」

　半球状の天井には魔法陣が描かれているだけだ。いや、もっと上だ。地上にあるのは、

「――礼拝堂！」

　エルゼが悲鳴を上げ、マリノがはっとした顔で口元に手をやった。

　地上の礼拝堂には各国から集まった王おう侯こう貴族がまとめて閉じ込められている。もしも何らかの理由で……たとえば竜ドラゴンに踏み潰されて、彼らがまとめて死亡したとしたら。

　それから先はおそらく大陸全土を巻き込んだ大混乱だ。統治者を失った国々には無法者が跋ばつ扈こして、血で血を洗う戦乱に突とつ入にゆうするだろう。各国の調停役となるべき天帝は死去している上、聖堂の権けん威いはすべてこの竜ドラゴンが奪うばってしまう。

　呆れるほど効率的な手段だった。――それがどれだけ恐おそろしい真ま似ねかを考えなければ。

「イフリータさん！」

　悲鳴を上げるリトフィアの目の前で、イフリータは封ふう命めい晶しようのひとつに近づいて床に手を当てている。おそらくそこがこの檻の魔術の基点なのだろう。

　飛び出してイフリータを止めようとしたリトフィアは、しかしセドリックに遮さえぎられた。

「兄様……どうしてもお止めになってはいただけませんか」

「くどいな」

　答えはごく短いものだった。

　リトフィアは今身につけているのが制服ではなく丈たけの長いドレスであることに感謝した。そうでなければがくがくと脚あしが震ふるえているのがセドリックにばれてしまう。

　床を踏みしめる脚に力を込め、大きく息を吸って、

「――ならば、力ずくでも止めてみせます」







　魔術師同士が連れん携けいして戦うのは難しい。

　ひとつの国に王が一人であるように魔術師は陣じん地ちを共有することができない。一人が領域を展開して魔術を使う間、傍らの魔術師は何もできなくなってしまうのだ。

　これを回かい避ひするにはあらかじめ打ち合わせた上で距きよ離りを取っておくしかない。もしくはそれぞれの領域を必要最低限まで狭せばめるか。

　エルゼの放った小石ほどの無数の魔弾は、しかしセドリックの剣けんにあっさり弾はじかれた。

　式典中はセドリックは帯たい剣けんしていなかったのだが今は細身の剣を手にしている。ともすれば儀ぎ礼れい用にも見える優美で華きや奢しやな剣だったが、銀色の刃やいばが巻き起こす剣風は木こ枯がらしのように冷たく、鋭い。

「くっ……」

　セドリックを止め、イフリータを止める。しかし少女たちが共きよう闘とうするためには領域を狭めるしかない上、下手をすれば林立する封ふう命めい晶しようまで破壊してしまう。

　エルゼは自分たちの立ち位置を確認した。今はセドリックが壁を背にしている。ならば。

「お覚悟をッ」

　エルゼは足下の領域を伸しん張ちようさせてびっしりと一種類の魔法陣で埋め尽くす。モザイク模様のようなそれは無数の光の飛礫つぶてを生み出し、ざあっと音を立てていっせいにセドリックに向けて奔はしった。

　広こう範はん囲いにばらまかれた魔弾を剣一本ですべて切り払はらうことは不可能だろう。だが、

「これは確か、アストにも通じなかった技わざだろう？」

　セドリックはこともなげに言って、一歩も動かず直ちよく撃げきするものだけ叩たたき落おとした。

「……な」

　エルゼ、それにその様子を見守っていたリトフィアたちも唖然とする。

　魔弾の照準を予測されていたのだ。魔法陣――魔術の構築式から射角と時機タイミングさえ読み取れれば、魔弾ひとつひとつの威い力りよくは高くはないので防ぐのは難しくない。

　ただ、それには相当の魔術の知識が必要なはずだ。優すぐれた魔術師だったアストならともかくセドリックに魔術は使えないとアストは断言していた。

「確かに私は君たちのような魔術師ではないけれど」

「――ならば！」

　一歩踏み出だすセドリックにエルゼは悲鳴のように叫さけび、さらに魔弾を放った。

　見た目はさきほどと同じ矢のように細い緑色の光だった。セドリックは危なげない動きでそのいくつかを切り払い、あるいは身のこなしで避よける。

　だが前者は溶とけて消えたが、後者は空中で反転してふたたびセドリックに向かった。

「追つい尾び型か！」

「以前、……アスト・パラダンが使っていたのを見て研究したのだ」

　矢に目標を追い続ける構築式を組み込んだものだ。これを維い持じするのはエルゼでも負担らしく、セドリックを睨にらみ据える彼かの女じよの額に大おお粒つぶの汗が浮かんだ。

「なるほど、これは失礼した。ベルゲン公女」

　セドリックは舞ぶ踏とうに興じてでもいるかのような優ゆう雅がな動きで矢を切り払う。

　矢はあらかじめ目標の特とく徴ちようを組み込むのではなく、エルゼが逐ちく次じ指示を上書きしている。目視できない遠方ならともかく近きん距きよ離りならそのほうが扱いやすいからだ。

　しかし、これには決定的な弱点がある。

「!?」

　突とつ如じよ、エルゼはびくりと身体を硬こう直ちよくさせた。

　セドリックに意識を取られるあまり広間の中での彼ひ我がの立ち位置を見失っていたのだ。セドリックがとっさに飛び込んだ場所には、時間魔術を発動させるべく隙すきを窺っていたマリノがいた。

　マリノは遺失魔術を用いる素質はあっても領域面積が狭い上、戦せん闘とう経験がない。それに時間を操あやつる魔術は強力ではあるが発動するまでに一、二秒を要する。

「君の兄に感謝するといい。さすがに君を殺してはアストに顔向けできないからね」

　首筋を叩かれてマリノはくずおれ、そしてエルゼは味方を巻き込むのを恐れるあまり攻こう撃げきの手を止めてしまった。

　それはセドリック相手に致ち命めい的てきな隙だった。彼女が再度攻撃目標を設定するよりもセドリックが距離を詰めるほうが早い。

「かはっ……」

　あっけなく、エルゼもまた床に倒たおれ伏ふすこととなった。

「エルゼさん!?」

「女性にあまり乱暴なことはしたくないのだけどね。まあ、先に手を出してきたのはベルゲン公女だし、このくらいは勘かん弁べんしてもらおう」

　対してセドリックは汗ひとつかいていない。彼かれは自分の頭を指で軽く叩き、

「魔術を使えなくても、魔術を知ることはできるんだ。……あのアストが身近にいながらそんなことも学ばなかったのか、君たちは」

　床に倒れたエルゼとマリノにセドリックは冷ややかに言い捨てる。

「さて、リトフィア。お前はどうする？」

「……っ!!」

　リトフィアの足あし下もとの領域がぶわっと一気に広がり、彼女の手の中にあった雷石斧ウコンバサラが大きさを増す。しかしセドリックの細身の剣よりよほど強力な武器を手にしながら、リトフィアは小さく震えて後ずさった。

「確かに。……いくらかでも成長したようだな、リトフィア」

　セドリックは雷石斧ウコンバサラを見て目を細める。だがその表情に一いつ瞬しゆん昏くらいものが混じったのは気のせいだったろうか。妨ぼう害がい者しやへの苛いら立だちだけではなく、羨せん望ぼう、ないしは嫉しつ妬と。

　リトフィアは無言で床を蹴けって飛び出した。近接用の武器であれば背後の封ふう命めい晶しようには影えい響きようは出ないはずだ。

　しかし大おお振ぶりの一いつ閃せんはあっさりセドリックに躱かわされた。

「私に剣で勝てるとでも思っていたか？」

「くっ……」

　リトフィアはかろうじて体勢を立て直し、セドリックに追いすがった。この雷石斧ウコンバサラは敵と接せつ触しよくした瞬しゆん間かんに爆ばく風ふうと電光を引き起こす。斧おのでセドリックを倒せなくともこの刃を当てられればいいのだ。

　重い斧の刃はセドリックの足下の石いし畳だたみを叩き割り、同時に爆ばく裂れつを引き起こす。

「むっ……」

　セドリックはとっさに剣を手放して飛とび退のいた。セドリックを追った電光は剣に絡からめ取とられて消えたが、セドリックはたったひとつの武器を手放したことになる。

　だが、それでもセドリックは余よ裕ゆうの表情を崩くずさなかった。

「お前は領域の広さは素す晴ばらしいが、制せい御ぎよ能力にはまだ欠けているな」

　そしてセドリックは小さく手を動かした。

　リトフィアの目ではその動きを追いきれず、懐ふところから取り出した何かを投げつけたのだとわからなかった。セドリックが投じた小さな金きん属ぞく片へんは、リトフィアの手にする雷石斧ウコンバサラに当たってかちんと小さな音を立てる。

　そして雷石斧ウコンバサラの機能が発動した。

　刃に飛礫が接触したことによりふたたび爆風と電光が発生した。――今度はリトフィアのごく近くで。

「きゃ……」

　悲鳴は破は裂れつ音おんに掻かき消けされた。リトフィアの小さな身体は埃ほこりまみれの床を数度跳はね、やがて広間の壁かべにぶつかって止まる。意識は失わなかったものの痛みと衝しよう撃げきで息が詰まり、リトフィアは何度も咳せき込んだ。
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「に、……さま」

　すぐには立ち上がれない。それでも喘あえぐように兄を呼んだが、セドリックはもはや少女たちに目もくれずに悠ゆう々ゆうと剣を拾ってイフリータに歩み寄った。

「妹相手に容よう赦しやがないのう」

「私の命を聞かないのであれば妹であろうと容赦はしませんよ。いや、妹だからかな」

　いささか呆れたようなイフリータの声が向こうから聞こえてくる。

　このままでは本当にあの竜ドラゴンが解放されてしまう。礼拝堂の貴族たちも、葬そう儀ぎのために外の広場に集まった人々も、そして大陸じゅうの人々もただではすまない。たった一人の家族が災さい禍かを引き起こした大罪人となってしまう。

「兄様、……待っ、て」

「……殿下」

　そこでリトフィアのもとにずるずるとエルゼが這い寄よってきた。

　こちらもかろうじて意識は取り戻したがまだ起き上がれるほどではないらしい。エルゼはセドリックたちに聞かれないよう囁き声で、

「陛下の口ぶりからして、おそらく、アスト・パラダンは無事だ」

　セドリックはさきほど「アストに顔向けできない」と言った。昔のアストの忠義にと言えばそれまでだが、今のセドリックが死者に義理立てするとも思えない。

「では、どこに……」

「それはわからん。だが、おそらく大聖堂のどこかだろう。いかな陛下とてわずかな時間で大聖堂ここから運び出すことは難しい」

　今は大聖堂の広場は群衆でごった返し、聖職者たちは警備に追われている。アストが姿を消してからまだ数時間、アストが意識を失っているにしろいないにしろ、人間ひとりを拘こう束そくして外に出ようとすればどうしたところで目立つ。

「では……」

「殿下の――殿下が最大限に領域を広げれば、おそらく」

「……あ！」

　リトフィアは魔術の制御は苦手なものの、領域面積そのものは学院最強のアルヴィンにすら匹ひつ敵てきする。天帝の座所たる大聖堂の敷しき地ちは広大だが、リトフィアの領域ならばすべて覆おおい尽つくすことができるはずだ。

　とはいえそれはあまり良い賭かけとは言えない。アストの無事は楽観的な推測であるし、リトフィアがここから展開できる範はん囲いにアストがいるとは限らない。だが、

「そうしなければ、もう間に合わない……」

　他に選せん択たくの余地はない。リトフィアはぎゅっと目を閉じ、

「お願いです。気づいて――アスト！」

　その叫びは赤い光となり、一瞬にして大聖堂に広がった。







「起きてる……っての！」

　薄うす赤あかい光に染め上げられた床ゆかの上で、アストは両手足を縛しばられたまま呻うめいた。

　さしものセドリックも友人をすぐに殺すには忍しのびなかったようだ。意識を取り戻したときには手足に枷かせをかけられて戸と棚だならしき場所に放ほうり込まれていた。魔術師を拘束するには薬で眠らせるのが基本だが、単体で魔術を使えないアストには不要と判断したのだろう。

　この柔やわらかく温かな色をアストはよく知っている。リトフィアだ。

　さらに彼女はその広大な領域すべてに大だい音おん声じようを発生させている。

　おそらくアストの居場所を掴つかめなかったリトフィアが最大出力で領域を展開し、眠ったり気を失っている可能性も考えて善後策をとったのだろう。実際にはアストは目を覚ましていたせいで今こうして悶もん絶ぜつしているのだが。

　魔術の制御が苦手なリトフィアは音の調整もまるでできなかったようだ。戸棚の中のアストに礼拝堂や広場に集まった群衆の様子を知る術はないが、どれほどの大混乱か想像するだに恐ろしい。

「豪ごう快かいな起き床しよう喇叭ラツパもあったもんだな！」

　耳をつんざくような音に悲鳴を上げつつもアストは意識を集中した。

　今まではここでおとなしくしているしかなかったが、魔術さえ使えれば枷を外すことは造作もない。リトフィアはそのために自身の力を貸してくれようとしているのだから。

「……借りるぞ」

　ここにはいない彼女に呟つぶやき、アストは身を捻ひねって床に拳を叩き付つけた。

　大聖堂を染め上げる赤い光に何連もの波は紋もんが走り、表面に赤い火花が散る。何度もこなした手順とはいえ、人の領域……魂たましいの輪りん郭かくを乗っ取るという作業はどうしても慣れない。

　やがてアストは手足の拘束具を破壊して跳ね起おき、近くにあった剣を掴んだ。セドリックか彼の従者のものらしく、使い慣れているものより細いが文句を言ってはいられない。

　そして扉を蹴け破やぶって駆かけ出した。

「あいつ、何をやらかした！」

　リトフィアがこれだけの規模で魔術を使ったとあっては、礼拝堂はもう天帝の葬儀どころではないだろう。ユーヴァの死を誰だれより悲しんでいた彼女がこんな非常手段を取った理由をアストはセドリック以外に思いつかない。

　アストはまず礼拝堂に向かった。セドリックが何をやったにしろ、そこにいる貴き賓ひんたちが狙ねらわれる可能性がもっとも高いからだ。

「……相変わらずやることが大おお雑ざつ把ぱだな、あの野や郎ろう」

　そして唖然とした。

　礼拝堂の玄げん関かんや外がい壁へきに大岩がめり込んで入り口を塞ふさいでいる。おそらく魔術で岩を落としたのだろうが、宝石箱さながらの建物だけにその無残さが際きわ立だっていた。

　とはいえ魔術師たるアストにはこれもたいした障害ではない。

　岩と扉をまとめて打うち砕くだいて礼拝堂の中に飛び込むと、そこは惨さん憺たんたる有様だった。

「くそっ」

　貴賓たちは礼拝堂の中央部に集まっていた。淑しゆく女じよたちはすすり泣いてへたり込み、どこぞの当主と思われる恰かつ幅ぷくの良い男が顔を真っ赤にして怒ど鳴なっている。彼らのほとんどは青ざめて混乱しきった顔だ。

　壁かべ際ぎわには聖職者が十数名ほど並び、彼らに刃を向けていた。

　さらに枢すう機き卿けいの緋ひ色いろの衣ころもを着た男がどこぞの夫人の腕うでを掴んで首に短たん剣けんを当てている。

　おそらくセドリックがあらかじめ一部の聖職者を抱だき込んでおいたのだろう。貴賓には魔術師もいるからまとめて閉じ込めただけでは逃げられる恐れがある。

　ひとりの若い貴族が隙をついて――おそらく本人はそう思ったのだろうが、聖職者に飛びかかった。だが礼拝堂では帯剣は許されていない。たちまち赤い血が飛び散り、近くにいた女性が絹を裂さくような悲鳴を上げた。

　見れば床のあちこちに似たような血けつ痕こんがあった。死者は出ていないようだが、室内にこだまする悲鳴には痛みを堪こらえる呻き声ごえも混じっている。

　まさしく阿あ鼻び叫きよう喚かんといった惨さん状じようだ。

「あ、……アスト・パラダン？」

　一同は乱入してきたアストをまじまじと見つめ、思わず抵てい抗こうも忘れて目を剥いていた。

「……聖職者の名が泣くな」

　アストは小さく吐はき捨すててから床を蹴る。

　彼らはしょせん本職のアストの敵ではない。アストはたちまち枢機卿を床にねじ伏せ、短剣をもぎ取って人質の夫人を引き剥がした。

「あんたたちがセドリックの奴やつに何を言われたのかは知らないが、このままだとあんたたちも巻き添えを食うぞ。こんな美味おいしい状じよう況きようを奴が見逃すわけがない」

　聖職者たちはアストに睨まれて思わず後ずさる。そして、

「がはっ!?」

　アストが壁際に控えていた聖職者をぶちのめすと同時、その近くにいたもう一人の男が悲鳴とともに視界から消えていった。

「……ベルゲン大公？」

「おう、数日ぶりだな。元アスト・パラダン卿きよう」

　ゲルハルトはいかつい笑みを浮かべながら空気を抉えぐって拳を振ふるう。荒事など体験したこともなさそうな痩やせぎすの聖職者は、哀れ数メルトルほど吹っ飛んで気絶した。

「さすが、君はいちばん目立つところで登場するのう」

　その会話の間にもごきっという痛そうな音とともに聖職者の一人が倒れ伏した。夜会であの拳を食らわなくてよかったと心の底から思うアストである。

「危機的な状じよう況きようになるまで何もしないのはどうかと思うんですがね」

　少し離はなれた場所では喪服姿のアルヴィンが聞き慣れた憎にくまれ口ぐちを叩きながら別の聖職者を叩き伏ふせていた。アストはアルヴィンの魔術の腕しか知らないが、王族としてそれなりに鍛えてもいたようである。

「あんたたち、今まで何をやってたんだ!?」

　これだけの戦力があるならさっさと脱出しておけばよかったものを。

「人質を取られていたのではのう。彼奴きやつらの目的がわかるまでは静観と思っておったが、君が彼奴らの気を引いてくれたなら手加減するまでもない」

　実際、人数も魔術師の数も貴賓のほうが勝る。人質を取られて混乱状態だった先刻までならまだしも、今や怒いかり狂った他の貴族に追い回されている有様だ。

「ところでアスト君、さっきから我が娘むすめの姿が見えないのだがどうしたもんか」

「たぶんリトフィアと一いつ緒しよです……じゃなくて、とにかく今すぐこの礼拝堂から離れてください！　セドリックが狙い撃ちしてきます」

　アルヴィンとゲルハルトはその意味をすぐに察して顔を見合わせた。

　だが貴賓たちの中には落ち着きを取り戻もどしている者もいたが、女性陣じんは流血沙汰を前にして今にも気絶しそうだ。なにより説明なしに強ごう引いんに連れ出すには人数が多すぎた。

「諸君！」

　貴賓たちにゲルハルトがさながら低音楽器のような声で呼ばわった。

「神々より王権を授かった我らが、このような場所で取り乱してはならぬ！　この者が血路を切り拓いてくれた今、我々のなすべきはその恩に報むくいるために脱出することである。そうだとは思わぬか!?」

　有う無むを言わさぬその迫力に、恐慌状態に陥っていた貴賓たちがいっせいに息を呑んだ。その傍かたわらでアルヴィンがアストに囁ささやく。

「こちらの方々の護衛と誘導は僕ぼくたちが引き受けましょうか。ベルゲン大公は信望のある方ですし、君にはまだやらなくてはならないことがあるようですから」

「……つくづく、話が早くて助かるよ」

　アストは小さく息をついてから、床にのびている枢機卿の襟えり首くびを掴んで吊り上げた。

「地下の竜ドラゴンってのはどこにいる？」

「ここの、……真下」

　枢機卿は涙なみだ混じりの引きつった声で答えた。その姿にもはや大聖堂の長の貫禄はない。

　リトフィアがアストを呼んでから少し時間が経たっている。貴賓を助けたことも無む駄だではないが、とにかく早く彼女たちのもとに向かわなくてはならない。セドリックが決定的な一歩を踏み出してしまう前に。

「君とはいずれ、試合で会うことを楽しみにしておりますのでね」

　そんなアルヴィンの声を背に聞きながらアストは足下に魔法陣を描き出した。

　礼拝堂の床を数枚まとめてぶち抜ぬく。天帝の座所たる大聖堂の破は壊かいはそれだけで異端に問われかねない気がするが、緊急事態ということで勘弁してもらいたいところだ。

　ぼろぼろと崩れた床ゆか板いたの下からは地下に造られた石造りの通路が顔を覗のぞかせていた。

　ちらりと懐から取り出した方位磁針を眺めると、針は一点――この真下を指し示している。リトフィア、それにおそらくマリノたちも一緒だ。

「……無事でいてくれよ」

　リトフィアにエルゼにマリノ、……それからセドリック自身も。

　アストは穿うがたれた穴に飛び込み――やがて、自分が間に合わなかったことを知った。







　岩が動いた、ように見えた。

　倒れ伏すリトフィアたちの目の前で、竜ドラゴンが小さく身じろぎしたようだ。

　だが竜ドラゴンはあまりに大きく、間近で見上げるリトフィアたちに全体像を知ることはできない。周囲に設置された封ふう命めい晶しようの光が竜ドラゴンの鱗を照らしているので、その反射の軌跡でもって竜ドラゴンがずるりと床を這ったことがわかったくらいだ。

「……待って」

　リトフィアの呻きにもはやセドリックが耳を貸すことはない。

　やがて竜ドラゴンはのそりと首をもたげた。

『誰だ』

　およそ生物のものとは思えない、何枚もの金属板がわんわんと共鳴しているかのような音だ。しかしそれは確かに声であり、言葉だった。

「やあ、お目覚めはいかがかな？」

　セドリックはすたすたと竜ドラゴンの頭部にまで歩み寄った。

　竜ドラゴンが少しでも機き嫌げんを損そこねればその顎で噛み砕かれ、あるいは押おし潰つぶされてしまうほどの距離である。しかしセドリックは何ら恐怖を感じていないかのような気楽な態度だ。

　イフリータの封ふう命めい晶しようの操作を信しん頼らいしているのか、それともよほど勝算があるのか。

『誰だ、お前』

　たとえ竜ドラゴンの巨体がまだ光の檻の中にあるとわかっていても、びりびりと広間の空気を震わせる声はそれだけで聞く者を萎い縮しゆくさせる。そのはずなのだが、どこか子供のような口ぶりだとふとリトフィアはふと思った。

　ませた子供が大人に対して偉ぶり、口を尖らせたかのような。

「バルテノム国皇、セドリック・ノエ・ラム・バルテノメア」

『バルテノム？』

　鸚おう鵡む返しに聞き返す声は驚おどろきや怒りよりも戸惑いを含んでいるかのようだった。

『どこかで聞いた名前だな』

「それはそうだろうね。君が外にいた頃ころから我わが国くにはあったはずだから」

『ああ、国の名前か』

　泥人形ゴーレムの竜ドラゴンはあくまで構築式のとおりに動いて戦うだけの代物だった。しかし目の前にいる竜ドラゴンは知性や感情、性格といったものまで備えているようだ。

『……ああ、思い出した。なんか鬱うつ陶とうしい国だったなあ』

「我が先祖をお褒めいただきどうも」

　セドリックが苦く笑しようし、傍らにいたイフリータがむっとした顔をする。相手が伝承の竜ドラゴンでさえなければごく平凡なやり取りだった。

　竜ドラゴンがバルテノムの国名を覚えているというのはおそらく初代天帝の時代の記憶だろう。バルテノムは千年以上前から存続している唯一の国であり、初代天帝が〝帝〟として各地の王を束ねる際にも最後まで強硬に抵抗した。

『何をしに来たんだ、バルテノムの末まつ裔えい』

「ちょっと君に提案があってね。君が私の言うことを聞いてくれるなら、ここから出してやってもいい」

『へえ？』

　その高たか飛び車しやな物言いに竜ドラゴンは明らかに気分を害したようだ。がちんと竜ドラゴンが鋭するどい牙を打ち鳴らす音にリトフィアは小さく呻いて身を縮こまらせた。イフリータですらさすがにこれには顔を青ざめさせている。

　対してセドリックはにやにや笑って竜ドラゴンの態度ですら面おも白しろそうに眺ながめていた。

『つまり、僕にお前の狗いぬになれってこと？』

「違ちがうな。私の無二の相棒だ。私の望みは、きっと君と同じだと断言できる」

　無二の……アストと決別し、彼が去った後の。

「君は以前、シメオン・ラムサという男の誘さそいに乗った。それは彼が侵しん奪だつ者で、君を神々の軛くびきから解き放つことができたからだ。伯母上の言うところによれば君は神々の乗騎、つまり神々の命に従うべく造られているそうじゃないか」

　本来の竜ドラゴンとはすなわち、神々の乗騎、神の子、要するに神々の使い走りだった。

　天上の神々が地上の人間たちに影響を及ぼすときに用いる操り人形なのである。そのために竜ドラゴンは巨大な体たい躯くと翼、すべてを引き裂く鋭い爪を与えられた。

　そして食物ではなく魔力を食くらう身体によって、永久とも言える寿じゆ命みようを。

「でも、君はずっと駒こまのままでいるのが我が慢まんならなかった。だから人間の誘いに乗ったんだ。いくら侵奪者であろうと神々から竜ドラゴンを奪うのはそう簡単なことじゃないからね。ただ、君自身の意向が加われば話は別だ」

「……っ!!」

　広間じゅうに何十、何百もの金属板を打ち鳴らしたかのような騒音が響ひびき、リトフィアはその大音声に思わず悲鳴とともに耳を塞いだ。だが、これは竜ドラゴンがただ不機嫌のあまり鳴らした鼻息のようなものに過ぎないようだ。

『お前に何がわかる！　たかだか人間風ふ情ぜいの、お前なんかに……』

「わかるさ。私も前に似たような立場だったことがあるからね」

　セドリックの表情にかすかに苦いものが混じった。昔セドリックもそう嘆いたことがあるとまではさすがの竜ドラゴンもわからなかっただろうが。

「君はまだ何者にもなっていない。神々の走そう狗くでもなく、地下にしまい込まれて埃を被かぶった武器でもなく、君自身の意志で」

『…………』

　竜ドラゴンの喚わめき声が止まり、何かしら考え込んでいるようだ。

　そしてセドリックは言い放った。竜ドラゴンがかつて千年前にも聞いたはずの駄目押しの一言。

「私と一緒に世界を変えるつもりはないかい？」







第四章　帰るべき故郷







　アストが最下層の広間に飛び込むのと、竜ドラゴンを取り囲む檻おりが弾け飛ぶのは同時だった。

「セドリックっ……」

　アストは広間の中央に佇たたずむセドリックを睨んでからリトフィアたちのもとに駆け寄った。三人はいずれも当て身を食らって倒れていたが、骨折といったひどい怪我はしていないようだ。それにひとまず胸をなで下ろす。

「……悪い。力を貸してくれたのに、間に合わなかった」

　アストはぎりっと歯を食いしばった。

　英えい雄ゆうだの何だのとさんざん持ち上げられたところで自分ひとりではこのざまだ。昔の栄光はセドリックと一緒にいたからなし得たことだった。

　そのセドリックは今、さも楽しそうな顔で竜ドラゴンの傍らに佇んでいる。

　セドリックを倒す術を検討してはみたがとにかく竜ドラゴンの存在が危険すぎた。下手にセドリックを殺してしまうと竜ドラゴンが暴走して手を付けられなくなる可能性すらあるのだ。

『世界を変える！』

　金属音めいた声が耳に突つき刺ささり、アストは思わず顔をしかめる。竜ドラゴンの声を初めて聞くアストはこれが笑い声だと気づくまでに数秒を要した。

『懐なつかしい言葉だね！　何年ぶりだろ、こんなバカがやってきたのは』

「だいたい千年ぶりだね」

『そうか。……もう、そんなに経ったのかあ』

　竜ドラゴンの口調はふとしんみりしたようだった。竜ドラゴンがどのように封ふう印いんされていたのかは知らないが、イフリータと違って時間の経過は認にん識しきしているようだ。もっともその時間感覚は人間とはだいぶ異なるようだが。

　ユーヴァの遺ゆい言ごんによれば、神々に地上の代行者として造られた竜ドラゴンはやがて自分の役割を厭いとって叛はん旗きを翻ひるがえした。だが竜ドラゴンはあくまで初代天帝に協力していただけであり、彼の没ぼつ後ごは誰の命令にも従うことはなかったようだ。さりとて天帝制度が稼働し始めた中、この破壊力の塊のような化け物を放置しておくわけにもいかない。

　苦渋の決断として聖堂は外道の封ふう命めい晶しようを大量生産してまで竜ドラゴンを地下に封じ込めた。

『お前の先祖も知ってるよ。ぜんぜん似てなかったけど』

「そりゃ、千年も経てばそうなるだろうね」

　人間と幻げん想そうの怪物の会話をイフリータは少し離れてじっと聞いている。

　その表情からは強大な竜ドラゴンへの畏い怖ふも、それを目覚めさせたという達成感も窺えない。そんなものは自分の目的ではないと言わんばかりに。

『お前の望みは何だ？』

　竜ドラゴンが尋たずねた。軽やかだった口調がとたんに鋭さを帯びてセドリックに突き刺さる。

「王の中の王」

　セドリックは端たん的てきに答える。それは彼の称号タイトルであり、野心を現したものでもあった。

　セドリックの答えを聞いて竜ドラゴンはふたたび晴れやかに笑った。

　各所に配置された封ふう命めい晶しようがいっそう強く明めい滅めつし、床に刻まれた魔ま法ほう陣じんが稼働し始める。

　魔力という名の活力を流し込まれて竜ドラゴンがずぐんと脈打ち、巨体がぼうっと光を宿した。その筋肉や骨が軋きしむ音を立てて激しく活動を始める。

　さらには魔法陣から発せられた光がふたつに分かれ、そして吸い込まれた。

　ひとつは竜ドラゴン、――そしてもうひとつはセドリックに。

『いいだろう、人間。面白い。お前の野望を我が物としてやろう！』







　大陸でもっとも高貴なものを抱く宝石箱――礼拝堂が、一いち撃げきで崩れる。

　地下から垂直に上に向けて放たれた竜ドラゴンの閃光の吐と息いきは建物を一直線に貫いた。閃光の直撃を受けた部分は一瞬にして灼やかれて塵ちりとなり、その周辺の大理石や美しい絵が描えがかれたキャンバス、彫ちよう刻こくが衝撃波でばらばらになって吹ふき飛ばされる。

「伏せろ！」

　まだリトフィアに領域ドメインを返していなかったのが不幸中の幸いだった。アストはとっさに最大出力で障壁を展開し、エルゼがリトフィアとマリノを庇かばって床に伏せる。

　壁の形状を変えてぎりぎりまで衝撃波を受け流したが、それでも吹き飛ばされないようにするので精一杯だった。

「父上たちがまだ上にっ……」

「さっき逃げろと言っておいた！」

　轟ごう音おんの中でエルゼの悲鳴に怒鳴り返す。さきほど礼拝堂で解放した貴賓が速やかに避難したことを……アルヴィンとゲルハルトがうまく誘導してくれたことを祈いのるしかない。

「なるほど、これは面白いものだ！」

　その破壊の有様を竜ドラゴンの傍らで見上げるセドリックが興奮したように叫んだ。

　ただの人間がそのような場所にいたら衝撃波や物音だけでもただではすまないはずだが、セドリックは平然としている。竜ドラゴンが何かしらの保護をしているのかもしれない。

　竜ドラゴンは邪じや魔まな何枚もの天てん井じようを消し飛ばすなりその背にセドリックを乗せて飛ひ翔しようする。竜ドラゴンの飛行はあの泥人形ゴーレムと同じく魔ま術じゆつで行われているらしく、本来翼膜だけでは支えきれないであろう巨きよ躯くは音もなくふわりと浮き上がった。

「待っ……」

　リトフィアが障壁の中から叫んだが、轟音に虚しく掻き消される。

　アストたちの頭上が竜ドラゴンの巨体で陰かげり、やがてそれも見えなくなった。

　天井に大穴が空いたとはいえ最下層から地上の様子を知ることはできない。だが群衆の集まっている広場などはおそらく大混乱、わずかな恐きよう怖ふと刺激で暴動が発生しかねない。そして、できればユーヴァの棺ひつぎも無事であってほしいのだ。

　やがて崩落が一段落したのを見て取り、アストは領域を解放リリースしてリトフィアに返した。

「……眩まぶしい」

　リトフィアが目を細める。さきほどまで生臭く薄うす暗くらかった地下には燦さん々さんと陽光が射し込んでいた。初夏のその爽そう快かいな明るさにむしょうに腹が立つ。

　こんな馬ば鹿かげた真ま似ねをまさか自分の親友がやるとは、昨日までは想像もしていなかった。

「王の中の王、だと？」

　はらわたが煮えくりかえるような怒りとともにアストは呟く。

「わたしはそんなものよりも、……わたしの兄様でいて欲しかったです」

　隣となりのリトフィアは今にも泣きそうな顔をしていた。

　かつて天てん帝ていユーヴァは全能の王たらんとして挫ざ折せつした。大陸すべてを掌しよう握あくするという天帝の御み業わざは侵奪者の能力に過ぎず、神意の象しよう徴ちようたる竜ドラゴンは危険物として封印されていた。天帝には何の力もない――その事実はユーヴァを絶望させるに十分であり、彼は〝無む為い〟の天帝として嘲ちよう笑しようされながら生を終えた。

　さりとて竜ドラゴンを手にした今ならユーヴァを超えられるかというとそうでもあるまい。

　力ずくの支配にはいずれ限界が来る。そうでなくとも最初から最後まで完かん璧ぺきでいられる人間などいないのだ。少しでも綻ほころびを生じさせてしまえば、またもや竜ドラゴンの争奪戦が再開されるだけのことである。

　それがわからないセドリックではないはずだったが。

「……イフリータ姫ひめ」

　アストたちの視線の先にはイフリータがいた。彼女はセドリックと竜ドラゴンが去った後もこの場に残り、封印装置の隣に佇んでいる。

　セドリックの暴挙もだが彼かの女じよの真意もわからない。ようやく自由の身になれたというのに、いったいどうしてこんな真似を。

　彼女を睨にらんで駆け出そうとしたアストの肩かたをエルゼが掴んで止めた。

「ここは私たちが引き受けよう。貴様は陛下を追え」

　エルゼはさきほどセドリックに殴られた痛みはまだ消えていないようだが、口調は気き丈じようだった。そういえばイフリータが目覚めた直後、いちばん親身になって彼女の面めん倒どうを見ていたのはエルゼだったとアストは思い出す。

「……わかった」

　アストは傍らの三人の少女を見つめ、小さく頷うなずく。

「君たちの力を貸してくれ。……奴を一発ぶん殴なぐって止めてくる」

　少女たちは三者三様の仕草で頷き、リトフィアが深々と頭を下げた。

「兄様を、お願いします」







　世界を変えるというセドリックの大たい言げん壮そう語ごは実のところ、この葬儀の場に竜ドラゴンを持ち出せるとするならそこまで非現実的な話でもなかった。

　なにしろ今ほど各国の王の暗殺に適した場所はないのだから。皆みな殺しにした後は統治者を失った国々が立ち直るより先に軍を送り込むなり、竜ドラゴンで乗り込むなりして制圧してしまえばいい。

「……と思ってたんだけどねえ」

　竜ドラゴンに抱かれて上空に舞い上がったセドリックは地上を眺めてぼやいた。

　さきほどの一撃で礼拝堂は全壊したものの、中に閉じ込めておいた貴族たちは間一髪で脱出していたようだ。上空からは竜ドラゴンに恐おそれおののきながらも一目散に大聖堂から逃げだし、あるいは従者たちに怒鳴り散らしている様がよく見える。

　そう長くはかかるまいと聖職者に足止めさせるに留とどめておいたのが失敗だったか。

　葬儀のために広場に集まった群衆はその大半が呆ぼう然ぜんとしており、一部は地面に平伏して竜ドラゴンを拝んでいた。事情を知らない者たちにとってはこれは伝承の……神々が天帝と人々のために竜ドラゴンを遣わしたという言い伝えの再現なのだ。

　地上の人々の叫さけび声は混ざり合って轟音となっているが、そのいくつかは聞き取れる。

　曰いわく、天帝の請願ではなくユーヴァの葬儀に竜ドラゴンが招かれた意味はいったい何か。

「茶番は終わりということさ……っと」

　そこで地上から上空に炎ほのおの魔ま弾だんが打ち上げられた。貴族か聖職者の誰かだろう。神々の象徴たる竜ドラゴンに攻こう撃げきする躊ちゆう躇ちよよりも目先の化け物への恐怖が勝ったらしい。

　しかし魔弾は竜ドラゴンの腹に命中したものの、その鱗うろこには傷ひとつつかなかった。

「まあ、私はあれを一発でも食らったら終わりだろうけど」

『……うるさいなあ』

　セドリックの傍らで竜ドラゴンがぼやいた。この竜ドラゴンは人間の事情など知らないはずだが、蚊に飛び回られる程度には鬱うつ陶とうしいらしい。

　竜ドラゴンはふたたび咆ほう哮こうを破壊力に変えて顎あごから閃光を吐き出した。光の奔流は大聖堂の庭に突き刺さり、敷地の奥おくに広がる森まで一気になぎ払う。

「――ッ!!」

　意外にも、音は小さかった。

　破城槌ついで城壁を砕くかのような轟音はなく、煙や炎の爆ぜる音もなく、閃光は触れたものすべてを灼き尽くしてすうっと消えていく。地上の人々は一いつ瞬しゆんぽかんとした後、数秒に我に返ったかのようにいっせいに悲鳴の大合唱を始めた。

　セドリックもまた絶句する。だがそれは一瞬にして建物や森が吹き飛んだことよりも、そのあっけなさ……手応えのなさだった。

　セドリックはしばし唖あ然ぜんとして眼下を見つめた後、唇くちびるを笑えみの形に歪ませる。

「なるほど。これが竜ドラゴンの……魔術の力か！」

　その高笑いはセドリックも自覚していなかった鬱うつ屈くつの表れだったかもしれない。

　剣けん術じゆつを磨いても剣一本でできることには限界がある。国皇として権力を得たところで、権力とはすなわち他人に命令する力であり、たった一人で己おのれの領域国を支配する魔ま術じゆつ師しとは根本的に異なる。

　優すぐれた魔術師であるアストのことは頼りにしていた。素質を持ちながらも泣いてばかりだった幼い妹のことは、何に代えても守ってやらねばと思っていた。

　だが、こう考えたことがないではなかったのだ。

　――なぜ自分は彼かれらのような力を持たないのか。欲ほしい。……寄越せ、と。

「は……」

　そこで眼下の色彩が一瞬にして切り替わった。

　金や赤青に輝く建物群、モザイク状の石いし畳だたみが敷き詰められた広場、若葉の緑も鮮あざやかな庭。逃げることも忘れて呆然と竜ドラゴンを見上げる群衆。彼らの足あし下もとが一瞬にして、崩れ落ちた礼拝堂を中心として幻想的な色彩に染め上げられる。

　蛋白石オパール、あるいは玉虫の翅はねのように輝く虹にじ色いろをセドリックは話にだけは聞いていた。

「アストか」

　彼が少女たちの領域を背せ負おって現れたのだ。おそらく自分を追いかけるために。

『あれは……』

　竜ドラゴンはひどく驚いている。初代天帝もまた侵奪者だったならば、この現象は竜ドラゴンはよく知ったもののはずだ。

「懐かしいかい？　でも、今の彼は違うんだ。――あれは敵だ！」

　そして竜ドラゴンはセドリックの意志に従って滑なめらかな動きで舞まい降おり、その過程でさらに敷地内の建物を翼に引っかけて破壊した。







「セドリック……！」

　手加減する理由も余よ裕ゆうもない。アストは少女三人から預かった領域の全面積を費やして魔法陣を描き、魔術の大剣クレイモアを手にして地を蹴ける。

　竜ドラゴンの全体像は以前に戦った泥人形ゴーレムの竜ドラゴンとそう変わらなかった。礼拝堂もかくやと言わんばかりのその巨躯も赤銅色の鱗にも見覚えがある。

　さきほど封印装置から流し込まれた魔力が竜ドラゴンの外殻を輝かせている。血潮そのもののような赤い光は竜ドラゴンの巨躯にみなぎる力を現しているようだった。

　泥人形ゴーレムが無機質な、巨岩が迫り来るかのような威圧感だったのに対し、目の前の竜ドラゴンから感じられるのは生物としての生々しさだった。赤黒く輝く鱗は爬は虫ちゆう類るいの目玉のようなてらりとした光を放ち、竜ドラゴンが金属音にも似た声を発するたびにちろりと赤い舌が覗く。

　最大の違いはその太く長い尾だろうか。

　地上に降り立った竜ドラゴンが長大な尾を振り上げる。その先端の光が強まったかと思うと、みるみるうちに何枚かの赤銅色の鱗が鋭い爪つめのように変化した。竜ドラゴンはさも邪魔だと言わんばかりに尾の一いつ閃せんで建物を叩たたき潰す――いや、切り裂く。

　それだけで竜ドラゴンの刃やいばの威い力りよくがわかろうというものだ。

　たぶん森で狼おおかみに出会ってしまった兎うさぎというのはこんな気分なのだろう。こんな巨きよ大だいなものには敵わないという、捕食者と被捕食者、本能にすり込まれた上下関係。

「……そんなもん知ったことか」

　あれが本物の神々の竜ドラゴンであろうと関係ない。自分がやるべきは大聖堂に集まった人々を屠ほふらんとしている竜ドラゴン、――そして友人を力の限りぶん殴ることだ。

「この馬鹿がッ!!」

　竜ドラゴンの巨躯はしかし驚くほど敏びん捷しように動いた。おそらく魔術も併へい用ようしているのだろうが、空中と変わらない滑るような動きでアストの横薙なぎの一撃を避よけてみせる。

　数十メルトルの距きよ離りを挟んで二人は向き直った。

　アストはじり、と剣を握にぎる手と足に力を込めた。アストが接せつ触しよくするには数秒かかるが竜ドラゴンならば一瞬で詰められる間合いだ。とにかく竜ドラゴンの動きを見み逃のがさないようにするしかない。

「やあ、我が友ともよ」

　セドリックが竜ドラゴンの傍らで声を張り上げた。

　その口調はやはり飄ひよう々ひようとしていて、芝しば居いがかった仕草にアストは思わず呆あきれる。だが、すぐにその意図に気づいた。

　葬そう儀ぎに集まっていた人々は既に大多数が大聖堂から逃にげ出だしていたが、恐怖のあまり腰こしが抜けた人々、そして事態を把は握あくしようとしている貴族たちはいずれも遠巻きに二人の様子を固かた唾ずを呑のんで見守っていた。セドリックは彼らに聞かせているのだ。

「私と君と、どちらが勝るか試してみようじゃないか」

　セドリックがそこまで言ったところで、アストはとっさに身を伏せた。

　風を切る音を立てて広場近くの塔とうから数え切れないほどの矢が竜ドラゴンに射かけられる。

　セドリックはともかくアストを巻き込むのも承知の上での容よう赦しやない攻撃だ。もっともアストとて今の状況を鑑かんがみればそうするだろうが。

「無駄なことを」

　だが第一射は竜ドラゴンが打ち振った翼と尾にすべて打ち払はらわれ、間を置かずに放たれた第二射は竜ドラゴンの翼が巻き起こした風でそもそも竜ドラゴンに到達すらしなかった。

　その巻き添えで広場の石畳が竜ドラゴンの尾でずたずたに破壊されてしまった。そしてアストは巻き起こった暴風で吹き飛ばされないようにますます身を低くして耐えるしかない。

　竜ドラゴンがその首をもたげ、金色の目でぎょろりと塔を睨む。

　第三射、第四射と続いたがもはや何の意味も成さない。竜ドラゴンは鬱陶しそうに矢を払いのけながらその口から閃光を放ち、あっけなく塔を灼き尽つくした。あの中には少なからぬ数の警備兵がいたはずだがもはや影かげも形もない。

「お前っ……」

「私たちの戦いに水を差すような、無ぶ粋すいな真似をした奴らが悪い」

　セドリックは平然と言ってのけた。そしてふたたび声を張り上げ、

「私に服従する者まで滅する気はないし、私は誰の挑戦でも受けよう。――この〝英雄〟以上の戦力を連れてこられるものであればね！」

　朗々たる声は人々をざわめかせ、そして沈ちん黙もくさせた。

「……くそ」

　アストは歯は噛がみする。自分の名と立場を逆手に取られた。

　アストが――バルテノムの〝英雄〟がセドリックと親しかったことは誰だれもが知っている。ここでセドリックが容赦なくアストを倒せば、それは竜ドラゴン、ひいてはセドリックの覚かく悟ごと力を示す最大の示威デモンスト行為レーシヨンとなるはずだ。

「私と〝英雄〟の戦いを見て決めるといい。私と聖堂、どちらに付くか」

　おそらくあの塔にいた兵の他にも竜ドラゴンへの攻撃準備をしていた者はいたはずだ。だがこのセドリックの言葉を聞いてか、もう二人の側に矢が飛んでくることはなかった。

　セドリックはアストを振り返かえってさも楽しそうに言う。

「最初の天帝は――シメオン・ラムサは、ふたつ能力を持っていた。君と同じく侵奪者であり、その力を利用してこの竜ドラゴンを手に入れた。……どちらが強いか興味があるだろう？」

「ねえよ、そんなもん」

　アストは食いしばった歯の間から答えた。

　しかし歯噛みしてばかりもいられない。

　竜ドラゴンについての伝承はいくつもあるが、そのいずれもが神々と初代天帝に関するもので、竜ドラゴンの特性についての記述は驚くほど少なかった。これでは竜ドラゴンの弱点を推測することもままならない。

「手当たり次第やってみるしかないか」

　とにかく攻撃を当ててみて反応から情報を集めていくしかないだろう。ずいぶん遠回りな戦法になってしまうが仕方ない。ついでに言えば、生半可な攻撃を受け付けないことはさきほどの矢の雨で証明済みだ。

「とにかく、一点に力エネルギーを集中させて……」

　大剣から熱線に魔術を切きり替かえる。領域の全面積を使って魔術を放つが、城館すら一撃で貫つらぬくはずの閃光は鱗に引っ掻き傷をつけることすら叶わなかった。

　続けて竜ドラゴンの四方を何枚もの鉄板が囲い込む。竜ドラゴンが鉄板をひしゃげさせて飛び出してくるのを狙ねらって、地面から飛び出した槍やりがその巨体を貫こうとしたが、鋭い穂先は竜ドラゴンの放つ光に触ふれるなりぼろぼろと崩れ去った。

　立て続けに放たれる魔術に群衆がざわめいた。……そして、攻撃のどれもが竜ドラゴンに傷ひとつ負わせられていないことも。

　魔術が効かないとはいえ敵意は感じているのだろう、竜ドラゴンは金色に輝く目でぎろりとアストを見下ろした後、滑るような動きで反はん撃げきに転じてきた。

　アストは目にも止まらぬ速さで振るわれた尾を障壁を傾けて受け流し、そのまま竜ドラゴンの足下に潜り込もうとする。これを遮ったのはセドリックの剣だった。

「このっ……」

　セドリックの刺突を躱して後退した直後、竜ドラゴンの鋭い爪が一閃する。アストがかろうじてこれを防げたのはさきほどの障壁がまだ有効だったというだけだ。

　直ちよく撃げきは防いだものの、爪の先端がアストの腕うでを掠かすめた。

　障壁はあっても勢いまでは殺しきれず、アストの身体は地面を数度転がった。すぐさま立ち上がるもさきほど切り裂かれた腕からはぼたぼたと血が滴っている。

「……ちっ」

　アストは溢あふれる血を乱暴に拭った。

　傷は浅くはないが、剣を握れないほどではない。痛みに気を取られて魔術の制せい御ぎよをしくじる可能性のほうが高いが、こちらは気力と集中力で何とかするしかない。

「神の子ってのは、こういうことか」

　泥人形ゴーレムの竜ドラゴンは堅けん牢ろうな鱗で魔術を弾いていたが、こちらは触れた瞬しゆん間かんに魔術が崩ほう壊かいする。防いでいるのではなくそもそも受け付けないのだ――さながら神々の子に人間風情が手を触れることは罷まかり成らぬと言わんばかりに。

「でたらめな代物を持ち出しやがって！」

　涼しげな顔で笑うセドリックをアストは憎々しげに睨み付つけた。とはいえ、竜ドラゴンに対抗するには魔術を基本に組み立てていくしかない。

　アストが腕を振ふるうと同時にまた足下の魔法陣が書き換わる。

　中空に何本もの光の矢が出現し、ざあっと竜ドラゴンに向かって殺到した。

「こんなものが効かないのは、さっき知って……」

「だろうな！」

　矢が竜ドラゴンに通じないのは承知の上だ。だが竜ドラゴンの鱗に命中した矢は消える寸前に光と音をまき散らし、セドリックの目を眩くらませた。

　矢を放つと同時にアストも駆かけ出している。アストが振るった魔術の大剣をセドリックは竜ドラゴンの身体を壁のように使って避けた。空振りしたアストの剣が竜ドラゴンの鱗に触れ、ぱりんと砕くだけて消しよう滅めつする。

　そこに、さきほどアストが放った矢のいくつかが反転してセドリックに迫せまった。

　魔弾の中にいくつか自動追つい尾び型を混ぜておいたのだ。それをセドリックはすぐさま剣で叩き落おとしたが、その間にアストは体勢を立て直してセドリックに迫る。

　竜ドラゴンに勝ることが難しいならば、その頭脳たるセドリックから倒すしかない。

「くっ……」

　だが、セドリックを追い詰めながらもアストは竜ドラゴンの動向に気を配らざるを得ない。肉薄している間は竜ドラゴンもおいそれと手を出せないだろうが……

　はたして嫌な予感は的中した。

　セドリックの動きを知っていたかのように、彼が地を蹴って後退した瞬間に竜ドラゴンの尾がアストに振り下ろされた。直撃こそ避けたがその太い尾から完全に逃れることはできず、先端の鱗に身体を引っかけられて地面に叩き付けられる。

　想像以上に竜ドラゴンとセドリックの連れん携けいが速い。なにより命令しているそぶりもなかったのに竜ドラゴンが的確に動いたということは、意識下で連携しているということになる。

　それが竜ドラゴンを手に入れるということの意味なのだろうか。

「……ちっ」

　アストが戸と棚だなから拝借してきた剣を抜ぬいたのはただの苦し紛れだった。

　最後にひとつ残った魔弾を手元に呼び寄せて剣の柄つか尻じりにぶつけてやる。ただの剣でも加速してやれば竜ドラゴンの鱗を貫けるのではないかという考えだ。もっとも、細い剣一本では竜ドラゴンの巨体にさしたる傷は負わせられないはずだった。

「魔術が還元させられるなら、ただの剣、ってな」

　セドリックににやりと笑ってやる。多少、自嘲めいた笑みだったとは思うが。

　だが竜ドラゴンはこれに予想以上の反応を示した。

　その太く長い尾を振り回まわして先端の爪でアストの剣を強ごう引いんに叩き落とし、さらにはそのままの勢いでアストの身体に巻き付いてくる。

「く……が、はっ」

　その巨体から発せられる力は凄まじく、ぎりぎりと全身を締め上げられてアストはろくに息もできずにもがいた。

「くそ、……ったれ」

　竜ドラゴンの巨躯ならアストの――いや、人間の身体などわけなく握りつぶせるはずである。だが竜ドラゴンの尾はぎりぎりアストが死なない程度に力を緩めているようだ。

　ややあって、アストの身体はゴミでも捨てるかのようにぽいっと地面に放ほうり出された。

「さあ、続きをやろうじゃないか。君の力はこんなものではないだろう？」

　げほげほと咳せき込みながら立ち上がるアストにセドリックは平然と言い放った。

　つまり、この戦いは群衆に竜ドラゴンの脅威を見せつけるためのものだ。そのためにはアストにすぐに斃たおれてもらっては困るのだろう。何度となく立ち上がってはまた打ち倒される、その過程こそが人々に恐怖と絶望を植え付けるのだから。

　遠くからどよめきと悲鳴が聞こえてくる。〝英雄〟が為なす術すべもないことへの嘆なげき。

「くそっ」

　アストは毒づいた。うるさい。黙だまれ。あんたらの都合なんて知ったことか。

　自分は今、目の前の男を一発殴らなければ気がすまないのだ。

「どうする……」

　竜ドラゴンはふたたび舞い上がり、鋭い爪を閃かせて急降下してきた。

　本能、というより身体に染みついた癖くせでとっさに障壁を展開して切り裂かれるのだけは防いだが、それだけだった。衝しよう撃げきまでは殺せずにアストはふたたび地面を這はう。

　竜ドラゴンの巨躯、その太い脚あしが倒たおれたアストの目と鼻の先を駆け抜けていく。

　ほとんど無意識のうちにアストはそれに手を伸のばしていた。







　イフリータが見つめる前でエルゼが中空に何本もの光の矢を生成する。

　地下の最下層の石畳を穿うがつかに思われた魔ま弾だんは、しかし寸前で何かに弾はじかれて音とかすかな光だけを放って消えた。

「見えない……壁？」

　リトフィアが目を丸くしている。エルゼが魔弾をぶつけた箇か所しよには林立する封ふう命めい晶しようと魔ま法陣じんこそあるが、見た目に何ら防御魔術が展開されている様子はないからだ。

「無む駄だじゃ。それの防御機構ではそうそう破は壊かいできぬ」

　虚しい努力を続けさせるのも哀あわれなのでイフリータは教えてやった。

　アストは「封印装置を壊せ」と言い置いてセドリックと竜ドラゴンのもとに飛び出していった。

　この装置は竜ドラゴンを檻に閉じ込めると同時に、竜ドラゴンが飢うえ死にしないよう餌の魔力をも与あたえていた。後者の機能は今も生きており、地上の竜ドラゴンはなおもここの封ふう命めい晶しようから活力を得ている。その意味ではアストの指示は正しい。

　だがあの男も装置がそう簡単に壊れるものではないとまでは知らなかったようだ。

　封ふう命めい晶しようを強引に取り外す手はあるのだが、それは彼女たちにはあり得ない選せん択たく肢しである。

「……どうしましょう」

　リトフィアが泣きそうな顔をする。自分の遠い末裔にあたる少女だなのだが、すぐに情けない顔をするのはどうかと思う。つくづくセドリックとは似ていない。

「つまり――この装置を扱あつかえるイフリータ殿でん下かであれば、壊すこともできるわけだ」

　ずいっとリトフィアを押おしのけて前に出てきたのはエルゼだった。

　さきほど封印装置を操作して竜ドラゴンを解放したのはイフリータなのでそれも正しい。だが、

「イフリータ殿下、お覚悟を。力ずくでもこれを止めていただく」

「ふん。良いのか？　妾わたしを殺せば誰もこれには手出しできなくなるぞ」

　鼻で笑ってやるとたちまちエルゼは黙り込んだ。

　今この場は〝王を束ねる者〟アストの支配下にあるのでイフリータが魔術を使う余地はない。そもそも三人を相手にしてはイフリータは勝てない。だがこの状じよう況きようにおいて、それらはまったくイフリータに不利にはならないのだった。

「その封ふう命めい晶しよう……その中に閉じ込められている方々は、あなたと同じ犠ぎ牲せい者でしょう。利用するのではなく、助けてあげてはいただけませんか」

「こやつらはここで死人のままでいるのが幸せよ。棺を生者が弄ぼうと、死人が頓着することはあるまい」

　リトフィアは同情を誘う作戦に出たようだが、イフリータには逆に腹立たしいだけだ。

「それはどういう……」

「どうした？　妾を殺すのであろう？」

「……イフリータ殿下！」

　少女たちの足下では何度も魔法陣が書き換わっている。アストと竜ドラゴンが激しく戦っているのだ。時間が経たてば経つほど竜ドラゴンとセドリックが有利になるのは明白である。

　イフリータのせせら笑いとともに時間は過ぎ去っていく。

　やがて、ふたたび口を開いたのはエルゼだった。

「イフリータ殿下。私はあなたを助けなければよかったとは思いたくない」

　エルゼは苦渋に満ちた声で、

「もしかしたら、あなたには不本意なことだったのかもしれない。それでも私は人として、琥こ珀はくから救い出したのは正しかったと思っている。だから、教えてくれ。……なぜ陛下の野心に手を貸した」

「彼奴きやつは妾に約束したからの。バルテノメア家の名の下にふたたび大陸を統一すると」

　いまさら隠かくしておくことでもないのでイフリータは淡たん々たんと説明した。とたん、リトフィアたちがいっせいに言葉にならない呻うめきを漏らす。

「だが、陛下のお考えが災厄でしかないことはわかっただろう。それなのに……」

「故郷が……帰るべき場所があるお主らにはわかるまいよ！」

　苛いら立だってイフリータは叫ぶ。その末まつ尾びはかすれてまるで血を吐いたかのように響ひびいた。

　――国のために生いけ贄にえになったと、以前イフリータはアストに語った。

　自分なりに納なつ得とくして人生に幕を引いた、それでよかったのだ。だが幸か不幸か自分には続きが与えられてしまった。かつての記き憶おくを取とり戻もどしても意味はない。なにしろ覚えているものは何ひとつ残っていないのだから。

「父上も母上も、この世界に妾を知る者はもう誰もおらぬ。妾は永遠の異い邦ほう人じんよ。嫌いやじゃ、そんなのは……」

　なぜセドリックに手を貸したのかと問われれば、それしかできることがなかったからだ。自分にしかできないことならばそれを拒む理由はない。

　それに、かすかな希望があった。

　母国と名前が同じだけのまったく知らない土地ではなく、自分が造った新たな世界にならば根ざして暮らしていくこともできるのではないかと。……いずれ、その地を新たな故郷にできるのではないかと。

「なあ、……イフリータ殿下」

　ぽつぽつと話したところ、エルゼがどこか脱だつ力りよくしたような顔で語りかけてきた。

「上の物音を聞いてみるといい。あの竜ドラゴンと陛下がいったい何をやっているのか」

　地下でイフリータたちが言い争う間にも地上からは激しい物音が聞こえてきている。爆ばく裂れつ音、重いものが地面に落下したような鈍にぶい音、群衆の悲鳴。足下の虹色の領域が消えないことからアストの生存がわかるくらいだ。

　イフリータには状況を想像するしかないが、およそろくでもない状態だろう。

「私には、これがあなたの〝故郷〟を造っているようには思えないのだがな」

　言われて今度はイフリータが黙り込む番だった。

「おそらくこのままでは大聖堂は破壊し尽くされてしまうだろう。美しい建物も千年の芸術品も、周辺の森まで。あなたの望む故郷とは瓦が礫れきと死体で埋うめ尽くされた地なのか？」

　反論はいくらでも思いつく。何かを壊さなければ新たな世界は造れない、破壊の跡もいずれ復興の礎いしずえとなる。いつの時代も人々は犠牲の上に新たな繁はん栄えいを打ち立ててきた。

　けれどそれらの言葉を口から吐き出すことはできなかった。

「……そんな、ことは」

　自分の声と脚が震ふるえているという自覚はある。きっと顔色も真っ青だろう。

　皇族として民たみのためにあれと教えられてきた。けれど自分は今、己の野望のために無む辜この民を虐しいたげてしまったのではないか。たったひとりの男の野心に誘われるまま。

「それから。……この時代に、誰もあなたを知る者がいないなどと言ってくれるな」

　そしてエルゼは泣き笑いのような顔でイフリータにそっと手を差し出してきた。

「私たちがいる。あのアスト・パラダンもいるし、学院に戻れば講師や宿舎の者たちもいるだろう。セドリック陛下とてそうだ。生きていれば少しずつそんな人間は増えていく」

　白く、少しばかり骨張った手をイフリータは目を瞬またたかせて見つめる。

　そしていまさらのように思い出した。

　自分があの学院で過ごした時間はごく短いが、それでも楽しいことはあったのだ。初めて食べさせてもらったクッキーは美味しかったし麦むぎ粥がゆは懐かしかった。宿舎や食堂の使用人とて親切だった。

　震えるイフリータにエルゼは柔やわらかく微笑んで、

「いずれ、この世界が殿下の新たな故郷になるとお約束する」







　分岐点はどこだったのか。

　国皇となった経緯はどうあれ冠を戴いただいた以上は国を統治しなければならない。セドリックはその責務を十分以上にこなしていたはずだ。セドリックはいつからそれ以上を求めるようになってしまったのか。

「……民のために、か」

　セドリックがたびたび口にしていた言葉を思い出す。けれどもセドリックはさらに上を求めた。自らの功績を誇示するかのように、――誰かに言い訳するかのように。

「くそ……」

　アストはふらりと立ち上がり、げほげほと何度か咳き込んだ。

　手足は何カ所も切り裂かれて血が流れ、打ち付けた場所も一箇所ではない。骨折や致命傷はまだないが確実に動きは鈍っているだろう。鎧よろいがあれば多少はましだったのかもしれないが、それも竜ドラゴンの前では焼け石に水だ。
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　対してセドリックと竜ドラゴンはまったく傷らしい傷を負っていない。

　どちらか一方なら、セドリックだけなら五分五分の確率で勝てた。しかしこれでは。

「…………」

　考えられる策がないではない、というよりこのような場合の戦略はある。しかし今のアストではそこまで手を出せない。

　――と、そこで頭上を舞う竜ドラゴンの様子が変わった。

　何かに気づいたかのように突とつ如じよとして激しく身じろぎする。これはセドリックにも予想外だったらしく、驚おどろいた顔で竜ドラゴンの鱗に掴まっているのが見て取れた。一人と一匹の会話は聞き取れないが何か問いただしているのは想像が付く。

　竜ドラゴンの鱗を輝かせる魔ま力りよくの光は、言うなれば体表で脈打つ竜ドラゴンの血潮だったはずだ。

　その赤黒い光が、不意にすうっと音もなく消えていった。

「……あいつらか！」

　おそらくリトフィアたちが封ふう印いん装置の破壊に成功したのだ。

　とはいえ装置からの魔力の供給が途絶えても竜ドラゴンが今すぐ動けなくなるわけではない。地下に閉じ込められている間ならともかく、解き放たれた今なら魔力は大地に満ちている。

　実際、竜ドラゴンが輝きを失ってもセドリックは動どう揺ようをおくびにも出さなかった。

「さて、そろそろ終わりにしようか」

　ふたたび群衆に向けてよく通る声で宣言し、その言葉に応じて竜ドラゴンがその顎を開く。

　今すぐ戦況が変わるわけではないにしろ、長引けば不利になりかねないと判断したらしい。有利でいられるうちに一気に決着を付けるつもりのようだ。

　竜ドラゴンの顎に閃光の吐と息いきが灯る。何度もアストの障壁で防がれたことを勘案してか、破壊力を一点に集中させるべく光は細く絞り込まれていた。射角は地面に垂直、障壁の形状で受け流すことも許されない。

「――っ!!」

　光の鉄てつ槌ついが振り下ろされる寸前、アストがとっさに発生させたのは霧だった。

　防ぎきれない以上は相手の狙いを逸らすしかない。照準を定めているのがセドリックか竜ドラゴンなのかはわからないが、直前に姿を隠してしまえば……

　推論ではなく直感で、アストは自分が判断を間違えたことを悟った。

　頭上でにやりと竜ドラゴンが笑った気がした。あの竜ドラゴンは……神々の子は目だけでものを見ているわけではないのだ。魔力を食くらって生きているならば、地上に漂う魔力を感知する術でも持っているのかもしれない。

「やば……」

　大聖堂の一帯が白い霧に覆われている中、竜ドラゴンは構わずに閃光を放つ。霧で自分の視界をも奪うばってしまったアストに逃げる術はなかった。

　――これで終わりか。

　唐とう突とつに思い出されたのは一年ほど前のことだった。最後の戦いで、瀕ひん死しの兵に腹を刺さされて重傷を負ったのだ。あのときもこれで自分は死ぬのかと考え、だが、それにたいして不満もなかった。どうせ心残りなど……その後やりたいことなどなかったのだ。

　けれど今は。

　目指そうと思ったものを諦めたくはない。友人を止められないのが悔くやしくてならない。自分がいなくなったら、きっと悲しんでくれるであろう人々もいる。

「……悪い」

　誰に向けたわけでもないが、最後に口から滑り出たのはそんな言葉だった。そして、

「!?」

　間もなく訪おとずれる死に身構えていたアストは、頭上で巻き起こった爆ばく風ふうに反応するのが遅れた。その身体は軽々と吹ふき飛ばされ、受け身を取る間もなく何度か地面に叩き付けられて転がる。

　爆風によって周囲の霧も吹き散らされたために竜ドラゴンと地上の様子も見えるようになった。さきほどの竜ドラゴンの閃光はアストから大きく離はなれた場所に何カ所も穴を穿っており、

「……雷石斧ウコンバサラ？」

　魔ま術じゆつで形作られた斧おのがくるくると宙を舞っていた。魔術師の手から離れた武器はやがて地面に落ちると同時に光の粒つぶとなって消える。

　アストは立ち上がるのも忘れ、地を這ったまま背後を振り返る。

　雷石斧ウコンバサラを投げつけた体勢のまま、リトフィアが目を丸くしていた。

「……間に合った」

　呆然とした呟つぶやきでアストはようやく何が起こったのかを把握した。おそらく彼女が投げつけた雷石斧ウコンバサラが空中で閃光の吐息と交差し、爆風でアストを吹っ飛ばしたのだろう。

　一瞬の出来事で新たに魔術を構築する時間などなかったからだろうが、それにしても。

「なんつう無む茶ちやを……」

　無事だったからいいようなものの、下手をすれば自分が死んでいた気がする。

「……兄さん！」

　マリノが駆け寄よってきて、立ち上がるアストに肩かたを貸してくれる。彼かの女じよは血まみれのアストを見て泣きそうな顔をしたが気き丈じようにも泣き言を言うことはなかった。

「大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「ひどい有様だな」

　エルゼは頭上の竜ドラゴンを警けい戒かいして障壁を張り巡らせている。おそらくそれも竜ドラゴンが本気を出せば突破されてしまうだろうが、今のところセドリックは追撃してくる様子はなかった。リトフィアを巻き込むのを躊躇したのかもしれない。

「ああ。……君たちのおかげで助かった」

　言っていつもの癖で手を伸ばす。土と血に汚れた手でわしゃわしゃと頭を撫でるのは憚はばかられたが、軽く頭に手を乗せるとリトフィアはぱっと顔を輝かせた。

「……私はやってもらってない」

「いや別に、たいしたことやってるわけでもないと思うんだが」

　アストは首を傾かしげながらマリノの頭も軽く撫なでてやる。マリノはその無表情な顔にほんのりと……家族のアストがわかる程度ではあったが、笑みを浮かべていた。

「――大丈夫だ」

　アストは首を振って思考を切り替え、意識を集中する。

　大丈夫。自分はまだ戦える。かつての友人は去ったが自分はまだ多くのものを持っている。少女たちの信しん頼らいと献身にかけて負けるわけにはいかない。

「イフリータ姫ひめは？」

「地下に置いておくわけにもいかなかったのでな、安全な場所に避難していただいた」

「そうか。……なら、ひとつ試してみたいことがあるんだが。手伝ってくれるか？」

　尋たずねる。それに対して、

「はい！」

「まあ、ここまで来たら、乗りかかった船だしな」

「…………」

　少女たちはそれぞれのやり方で答えた。







　ごそりと音を立てて、礼拝堂の跡に積み上がっていた瓦礫が動く。

　アストが魔術の手で掴つかんだ大理石の柱は、さながら子供が玩具おもちやで遊ぶかのようにひょいと放物線を描えがいて空中に放り投げられた。

　竜ドラゴンは少しばかり驚いた様子で横に滑ってそれを躱かわす。この一いち撃げきはセドリックにとっても予想外ではあっただろうが、さしものアストも太い柱を砲弾のように高速で射出することは難しい。避けるのは容易たやすかったはずだ。

「後は頼たのんだ！」

　だがエルゼがアストと入れ替わりに魔ま法ほう陣じんを展開した。

　さながら葡ぶ萄どうかモザイクのように足下がびっしりと一種類の魔法陣で埋め尽くされる。それと同じ数だけ出現した光の矢は、今にも落下しようとしている瓦礫を立て続けに撃ち抜いていった。

　空中で打ち砕かれていくつもの破片になったところに、またもや魔ま弾だんを当てていく。

　破片をひとつたりとも見逃さずに、何度も何度も、できるだけ細かく。数が多すぎて追尾型など使う余裕はない。落下速度を予測しながら狙いを付ける、その繰り返しだ。

「まったく、無茶苦茶言いおって！」

　数十もの矢に目を配るためにエルゼは額にきつく皺しわを寄せている。瓦礫を細かく砕くのは逃げ遅れた人々の上に降り注いだ場合の被害を少なくするため。

　そして竜ドラゴンの動きを妨害するためだ。

「竜ドラゴンの目をっ……」

　さきほど霧を無視して攻こう撃げきしてきたことからして、竜ドラゴンはあの金色の目ではなく別の方法、おそらくは魔力で周囲の状況を察知している。ただしそれには膨ぼう大だいな処理が必要なはずでこうも障害物が多くてはうまくいくまい。

　そしてもうひとつ。

　粉砕された瓦礫が自由落下を始める中、竜ドラゴンは慌あわててその空域から脱出しようとした。

　常に頭上に陣取っていたセドリックは上から攻撃を受けるとは思いもしなかっただろう。それでも竜ドラゴンの強きよう靱じんな鱗うろこは木材や石の破片を受けてもびくともしないだろうが、生身のセドリックはそうはいかない。

　竜ドラゴンがいささかぎこちない飛行で瓦礫の雨から逃れようとするのを……その方角を予測するのは、アストにはそう難しいことではなかった。なにしろ竜ドラゴンはセドリックの意志に沿って動いている。

「こっちだって、お前の動きは知ってるんだよ」

　呟いてアストは地を蹴った。

　リトフィアが雷石斧ウコンバサラを地面に叩き付けて爆風を発生させる。その後押しを背に受けて、アストは中空を舞う竜ドラゴンの前脚の突起をがっちりと掴んだ。

「こ、のっ」

　このためにエルゼに無茶をしてもらったのだ。上空の竜ドラゴンに追いつくためにはどうしても竜ドラゴンの速度を落として動きを先読みしなくてはならなかった。

　手のひらに付着した血がぬめったものの、竜ドラゴンの鱗の出っ張りを掴んで自分の身体を引っ張り上げる。竜ドラゴンも邪じや魔ま者に気づいたらしく、乱暴に左右に身体を揺すって振り落とそうとしてきたがアストはそれにかろうじて耐えた。

　考え方はさきほどと同じだ。竜ドラゴンに魔術が効かないならセドリックを倒すしかない。

　ただしそれは竜ドラゴンが手出しできない場所でなくてはならなかった。――たとえば、飛行中の竜ドラゴンの背とか。

　竜ドラゴンの背もまたごつごつとした鱗に覆われており、そこかしこに角のような突起、あるいは魚のヒレのような器官もあった。およそ足場がいいとは言えないが文句は言えまい。

　そしてアストはとうとうセドリックと向き合った。

「……君は」

　セドリックが思わず一歩後ずさった。さきほど全身に傷を負ったために、アストは服はぼろぼろ、あちこちから血を滴らせた見るも無惨な姿だ。それでもなお目にぎらぎらと敵意をみなぎらせている様は英えい雄ゆうというより幽ゆう鬼きの形容が相応ふさわしい。

　朝と違ちがって二人とも木ぼつ剣けんすら持っていない。文字通り武器は己おのれの拳こぶしひとつだ。

　アストはすうっと息を吸った。ここに至ってはもう手て遅おくれかもしれない。おそらく大陸の誰もがセドリックを許すことはないだろう。だが、それでも、

「――何度でもぶん殴なぐってやるから目ェ覚ませッ!!」

「君こそ、往おう生じよう際ぎわが悪いな！」

　昔、剣けん術じゆつと同時にさんざん組み手の訓練もしたものだ。剣では互角だったが素手ではどちらかと言えばセドリックの勝率が高かった。それはセドリックのほうが年上で体格が良かったという理由だが。

　セドリックの繰くり出してきた拳を受けつつアストは掲げた腕をわずかに捻ひねった。それでセドリックの体勢が崩れ、つんのめったところにアストの拳が頬ほおをかすめる。

「このっ……」

　しかしセドリックを転倒させるには至らなかった。アストの一撃をセドリックは強引に払い落とし、体当たりするようにもう片方の手で掌底をぶつけてくる。

　安定した地上ならまだしもここは少し油断すれば滑り落ちかねない竜ドラゴンの背だ。アストはセドリックの腕を掴んで自分もろとも引きずり倒そうとしたが、その前に竜ドラゴンががくりと空中で震えたために二人まとめて転倒する格好となった。

　すぐさま二人とも跳はね起おき、まったく同時に相手の動きを封じにかかる。

　ぎりぎりと力比べをしながらアストは叫さけんだ。

「お前の戦争はもう終わったんだよ！　なのにどうして、まだこんなことをやってる」

　もうセドリックを殺そうとする者たちは消えた。だがセドリックは今や、自ら敵を作るような真ま似ねをしている。

「言っただろう、欺ぎ瞞まんや虚きよ言げんはごめんだと！　機会があれば天てん帝てい猊げい下かには退場していただくに越したことはない」

「そのために聖堂を丸ごと潰つぶしてか！」

　ここでセドリックが強引にアストの腕を振り払った。技術ならともかく単純な力勝負となるとどうにもアストは分が悪い。

「私は証明し続けるしかないんだ。私が――私こそが国皇に相応しかったとな！」

　セドリックの腹の底からの叫びだった。

　以前リトフィアが言ったとおり、セドリックは私情で皇位を手に入れた人間だ。

　それが自分と妹の命を守るためだったにしろ、そんなことは民には関係ない。実際にセドリックは十分以上にその役目を果たしていたはずだ。それでも、

「……不安だったのか。お前は」

　アストの呟きにセドリックの顔が強ばった。

　その隙すきを見逃すアストではない。低い体勢からセドリックの脚を払い、ふたたび転倒するセドリックに飛びかかって力ずくで肘打ちを叩たたき込む。

　セドリックは抵てい抗こうしてくるが、込められた力も表情も明らかに生彩を欠いていた。

　たぶん、セドリックは自分は簒さん奪だつ者ではないかという疑念からついに逃れることができなかったのだろう。

　だからこそ竜ドラゴンという明確な力の……〝王の中の王〟たる証を求め、バルテノムのみならず大陸全土に君臨して国皇としての功績を残そうとした。「民のため」――自分にそう言い聞かせながら。

「……お前は」

　アストの拳が腹に入り、セドリックは呻いてその動きが止まった。

　アストがセドリックを見下ろす形となった。竜ドラゴンと戦っていたときとは立ち位置が逆だ。

　葬そう儀ぎにも参列していたのでセドリックは黒一色の優美な礼服を身につけている。だが今やそのあちこちが破け、髪かみも乱れてひどい有様だった。もっとも見た目についてはアストもとやかく言えたものではないが。

　その友人の姿を見つめ、アストは泣き笑いのような顔をした。

「なあ。……お前をひとりで王様にして、悪かったな」

　皇位継けい承しよう戦争が終わる直前、アストは瀕死の兵に腹を貫かれて重傷を負った。

　セドリックが新たな国皇として即そく位いしたときアストはその傍かたわらにいられなかった。その後もアストは自分が領域を……魔ま術じゆつ師しとしての力を失ったことに衝撃を受け、セドリックの元に戻らずにふらりと姿を消してしまった。

　たとえセドリックが手にした皇冠の重さに耐えかねたとしても、誰だれかが側にいたなら、慰なぐさめることも励ますこともできたのではないか。だがそれは叶わなかった。

「いまさら謝罪されても、もう遅おそい！」

　セドリックが引きつった声で叫ぶとともに足あし下もとの竜ドラゴンの鱗に光と熱が灯ともった。

「お前、正気……」

「君の手にかかるよりはましだな！」

　竜ドラゴンにセドリック自身をも巻き添えにして攻撃させるつもりなのだ。地上ならともかく、上空にいてはアストたちにまったく逃げ場はない。

「どのみちもう後戻りはできないんだ。謝罪などまったく意味がない。今となっては、私と君のどちら――」

　そこで上空を旋せん回かいしていた竜ドラゴンの巨体ががくりと傾いた。

　無数の金属を共鳴させたかのような竜ドラゴンの絶叫が大聖堂にこだました。びりびりと空気が震え、竜ドラゴンの背にいるアストは耳に物理的な痛みを感じたほどだ。セドリックが何か叫んだが大だい音おん声じように掻かき消けされて竜ドラゴンには届かない。

　そもそもが不安定な竜ドラゴンの背だ。船が座礁したかのような衝撃でアストは掴んでいたセドリックの腕を放してしまい、二人の身体は離れて何度か鱗の上を跳ね回った。手近な鱗や突起に掴まってかろうじて墜落だけは免れる。

　竜ドラゴンの体表にはびっしりと紅あかい魔法陣が浮かび上がっていた。

　竜ドラゴンを覆おおい尽つくした魔法陣がどくんと脈動する。魔力というのは目に見えず知覚できないものなのだが、魔法陣の中で凄すさまじい力が渦巻いていることは肌はだで感じられた。

　魔術師ではないセドリックもそれは同じだったのか、呆ぼう然ぜんとした顔をしている。

「間に合ったか」

　アストはほっと息を吐く。

　ずっとこれを待っていた。だからセドリックと乱らん闘とうしている間、魔術を一切使わずに地上のリトフィアたちに領域を明け渡わたしていたのだ。

　セドリックがはっとした顔で地上を見下ろした。そこにはアストの領域が広がっており、中心に三人の少女が佇たたずんでいる。

「リトフィアか……」

「彼女たちだ」

　歯は噛がみするセドリックにアストはひとつだけ訂正する。

　竜ドラゴンはさらに傾き、そしてゆっくりと落下を始めた。







　少女たちの足下に紅く輝く魔法陣が浮うかび上あがる。

　その極めて精せい緻ちな陣図を描いているのはマリノだった。だが彼女の本来の領域は広くなく、広大な画布すべてを用いるのに慣れていない。マリノは額にきつく皺を寄せて何度も計算を繰り返しながら魔術を構築していく。

「どうでしょう、狙えそうですか？」

「あのままの速度でいてくれれば問題はないがな」

　リトフィアが尋ねるとエルゼは険しい顔で答えた。

　竜ドラゴンの背でアストとセドリックが戦っているため、竜ドラゴンは今は速度を落として上空を旋回している。アストを相手にしてはさすがにセドリックも竜ドラゴンの制せい御ぎよまで手が回らないようだ。

　アストが竜ドラゴンの背に上がったのは彼女たちの時間稼ぎの意味もあった。

　やがて三人の足下から紅い光が飛び出した。何本もの光の糸は空中で複雑に絡み合って立体状の魔法陣を形成する。魔法陣に取り囲まれているリトフィアたちの姿は皮肉にも優美な鳥とり籠かごに囚とらわれているかのようだった。

「照準はどこで見ればいい？」

「……そこ」

　マリノが構築した魔法陣をエルゼが途と中ちゆうで引き継いだ。マリノの肩に手を置いて魔法陣に描かれた射角を修正しながら、弓弦を引き絞るべく上空の竜ドラゴンに目を凝らす。

「殿下」

「は、はいっ」

　声をかけられたリトフィアは、思わず飛び上がってから慌てて意識を集中した。

　三人分を足し合わせた虹にじ色いろの領域から流れ込んでくる魔力は膨大で、生来広大な領域を持つリトフィアでも扱いかねる量だ。必死に歯を食いしばり、それを一点に流し込むべく練り上げていく。

　三人がかりで魔術を使うやり方を提案したのはアストだった。

　上空を旋回する竜ドラゴンを狙おうにも、リトフィアたちは得意不得意がはっきりしている。マリノは遺失魔術を使えるが大規模魔術に慣れていない。エルゼは戦せん闘とうにも長けるが手持ちの魔術では竜ドラゴンには通じないだろう。

『だから、構築はマリノがやる。照準はエルゼが合わせればいい。そして君は……』

　幼い頃ころ、魔術に失敗したことが母を失った事件の引き金となった。その後もずっと落ちこぼれで、制御が苦手だとさきほどセドリックにも馬ば鹿かにされたばかりだ。だがそれも仲間に背中を預けることができるなら問題ない。

『――全力で魔力を叩き込め！』

　一切の不安を振り払い、リトフィアは手の中に凝ぎよう縮しゆくした魔力を魔法陣に叩き付つけた。

　魔力を流し込まれた魔法陣が脈動した。マリノの手で精密に制御された魔術は矢となって、エルゼの引き絞った弓から放たれ上空の竜ドラゴンに吸い込まれる。

　――命中してからの数秒は、驚くほど静かだった。

　あまりにあっけなく光の矢は竜ドラゴンを貫通した。だがそれだけで、竜ドラゴンは変わらず空を悠ゆう然ぜんと飛んでいる。貫いたのは見間違いかと思ったほどだ。

　変化は数秒後にやってきた。

　竜ドラゴンを上空に広がった紅い光の網が包つつみ込み、その巨きよ躯くを捕らえて収縮する。竜ドラゴンの全身にびっしりと浮かび上がった魔法陣が明めい滅めつするたびに竜ドラゴンが悶もん絶ぜつして身をよじるのが見えた。

　竜ドラゴンの悲鳴が空気を震わせ、リトフィアは耳を塞ふさいで蹲うずくまった。広場を遠巻きに囲んでいる、逃げ遅れた人々も似たようなものだ。

　あとはもう二人が振り落とされないように祈いのるしかない。もっともセドリックはともかくアストは落とされたところで自分の魔術でなんとかするだろうが。

　マリノが構築したのはいわば魔術の時限装置だった。

　時間魔術――一定空間の時間の流れを操作する魔術の繭カプセルの中に、さらに魔術の構築式を封入してある。矢が届いた数秒後、竜ドラゴンの体内でふたつめの魔術を発動させるために。
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　竜ドラゴンの鱗がすべての魔術を無効化するなら、竜ドラゴンの中で魔術を使うしかない。

　だが、そのためには亀き裂れつを入れる必要があった。

　さきほどアストがただの剣で攻撃したときにセドリックは全力で防御した。それはとりもなおさず、その考え方が正解だったということだ。

　むろん堅牢な竜ドラゴンの鱗は生半可な攻撃は受け付けないだろう。だが十分な速度さえ与えられていれば、ごく小さな金きん属ぞく片へんでも……たとえば髪を結うピン程度のものでも竜ドラゴンの鱗を貫けるということである。

　光の矢に仕込まれたピンは竜ドラゴンの巨体に深々と食い込み、爆裂の核かくとなった。

「マリノ嬢じよう!?」

　それだけの魔術を即そく座ざに構成するのはマリノにも大仕事だったらしく、効果を見届けるなりふらりと倒れ込む。その背中を慌ててエルゼが支えていた。

「……アスト、兄様」

　リトフィアはふらふらと旋回を始めた竜ドラゴンを見上げた。







「……悪いな」

　足下で震える竜ドラゴンを見つめてアストは小さく呟く。

　さきほど封印装置が破壊されたことで竜ドラゴンは魔力の供給源を失っている。そして魔力とは魔術師王への貢ぎ物であり、領域を展開し、魂たましいと大地を重ね合わせて得るものなのだ。地上をアストが支配している今、空中の竜ドラゴンに回復用の魔力を得る術はないはずだった。

　ぱちりと竜ドラゴンとセドリックの体表にかすかな火花が散った。

　セドリックが一いつ瞬しゆんはっとした顔をし、竜ドラゴンがぴくりと身体を震わせる。おそらく二人の意志を繋げていたものが消えたのだ。それはセドリックが戦意を失ったためか、竜ドラゴンが重傷を負ったせいか……おそらくその両方だろう。

『お前……、よく、も』

　セドリックという代弁者を失った竜ドラゴンがふたたび大気を震わせた。

　この子供のような性格の竜ドラゴンを哀れに思わないではない。ただ今の人間たち――いや、アストにとってはこれ以外の選せん択たく肢しはもはやなかった。

　今はまだ飛行魔術の名残で上空を旋回しているが落ちるのも時間の問題だろう。

　セドリックを振り返かえると、彼かれは呆然と膝ひざをついていた。

「わかっただろ。神様の竜ドラゴンなんてなくても、〝英雄〟でなくても、力を合わせれば竜ドラゴンを倒すことくらいはできるんだ。かのシメオン・ラムサが世界を変えられたのもそれだ」

　あるいは自分とセドリックがともに戦って歴史を変えた一年前のような。

　できることなら、これからもそうであってほしかったのだが。

「しばらく前にイフリータ姫と話したときにな。俺おれには故郷がないって言ったらえらく馬鹿にされたんだ。……イフリータ姫はたぶん、故郷を忘れられなかったんだろうが」

　アストは思いつくままとりとめのないことを話し続ける。

　見下ろせば大聖堂は美しい虹色に輝いている。アストの――アストたちの領域国だ。

「魔術を失うなんざろくなもんじゃないと思ったが、侵しん奪だつ者になって、少し良かったと思えることがあってな。誰かが待っててくれる場所を故郷と呼ぶなら、たぶん、俺にはあそこがそうなんだと思う」

　そして、ずしゃりと重い音を立てて竜ドラゴンはリトフィアたちの待つ広場に墜落した。







「大丈夫ですか!?」

　アストがセドリックを引きずって竜ドラゴンから滑り降りると同時にリトフィアたちが駆かけ寄ってくる。そこは逃げ遅れた人々も残っていた広場だったが、墜落までに多少の時間があったのが幸いだった。

「ご無事で……」

　リトフィアの言葉はすぐに歯切れが悪くなった。セドリックは竜ドラゴンの巨躯になかばもたれかかるようにしてぐったりしている。まずは兄をこの恐おそろしい事態の原因として責めるべきなのだろうか。

「……ああ」

　腹部を貫かれた竜ドラゴンはモザイク状の石いし畳だたみになかばめり込むようにして蹲っていた。脚あしはおろか翼膜までだらりと地面に広げられており、ほとんど意識もないように見える。

　傷ついた箇か所しよからさらさらと黒い粒がこぼれ、それは風に巻き上げられるなり宙に溶とけて消えていった。その様子は地上の生物というよりは魔術の消え去るときに近い。これが魔力を糧とする神の子の死に様なのだろうか。

　アストはしばし沈ちん痛つうな面おも持もちでその様を見守っていたが、不意に目を見開いた。

　竜ドラゴンの崩くずれた黒い砂がざわりと蠢うごめいたようだった。無数の羽虫が塊となって飛び交うかのように、みるみるうちに黒い粒がひとかたまりになっていく。

「――離れてろ！」

　アストはほとんど無意識のうちに手の中にふたたび大剣を呼び出し、セドリックの身体をリトフィアたちに押おしつけて身構えた。竜ドラゴンが意識を取とり戻もどしたのだろうか、それとも。

　アストの目の前で竜ドラゴンの身体はみるみるうちに変化していった。

　人間など一蹴できるであろう巨躯はたちまち縮んだ。すべての魔術を無効化する鱗は、ごつごつした印象はそのままにさながら鉄片を連ねた鎧となって全身を覆う。胴体部分が縮み、四肢が伸びて、竜ドラゴンはやがて二本脚で地に立った。

　印象としては以前に出会った牛頭鬼ミノタウロスに似ているだろうか。

　あれは人間と牛を混ぜたかのような化け物だった。それと同じように表現するなら、目の前にいるのは人間と竜ドラゴンを掛け合わせた存在である。

「竜りゆう騎き士し、……とでも言うべきなのかな」

　黒一色の騎き士しの姿となった竜ドラゴンは、アストと背せ丈たけはほぼ同じだ。

　よく見れば騎士の形に収縮してもなお鎧の一部はさらさらと崩れている。これは竜ドラゴンの魔力の残ざん滓し、消え去る寸前の幻影のようなものに過ぎないのだ。

　だが、それでも威圧感はさきほどの竜ドラゴンとは比べ物にならない。

　鉄の塊と相対するか、熟練の刀匠に鍛えられた剣と向き合うか――そんな印象だ。

「あんたは、誰だ」

　なかば想像できてはいたがアストは尋ねずにはいられなかった。

　セドリック、そしてユーヴァは、竜ドラゴンとは神々の子、神々の走狗だと語った。

　さきほどの竜ドラゴンとセドリックの接続……意思の疎そ通つうを見るに、それは神々が自ら拵こしらえた巫み女こに近かったのではないだろうか。アストは以前、女め神がみがマリノの身体を乗っ取って魔術を振るうのを見たことがある。

　だが千年前に初代天てん帝ていが神々から竜ドラゴンを攫さらい、彼の死後はいわば封ふう命めい晶しようによる封印装置が竜ドラゴンの主人役を代行していた。その次はセドリックだったがさきほど繋つながりは切れている。

　となれば、もう地上のどこにも竜ドラゴンの〝首輪〟の鎖を握にぎる者はいない。

　最後に竜ドラゴンの所有権は誰の元に返るか。考えるまでもない。天上の神々である。

『人間たちは、救う者ソテイラスと呼んでいるな』

　はたして竜騎士はごく短く答えたのだった。

　それは大聖堂で祭られている、天帝に祝福を与あたえたとされる主神の名だ。天帝が亡くなり、大聖堂が完かん膚ぷなきまでに破は壊かいされてから現れるというのは皮肉な話ではあった。

「いったい何しに出てきた……」

『ひとつめは汝なんじだ、人間』

「……俺？」

　アストは眉まゆをひそめ、そして竜騎士はふたつめの用件を口にする代わりに首を動かす。

　その視線の先にいるものに気づいてアストは総毛立った。

「――セドリックか！」

　竜ドラゴンを取り戻した神々にしてみればセドリックは竜ドラゴンを私しようとした大罪人なのだ。

　竜騎士が軽く手を振ると細かな装そう飾しよくの施ほどこされた剣が手の中に現れる。皮肉にもいつもセドリックが使っているものと形状が似ていた。

　そして振り下ろす。技も何もなく、本当にただそれだけ。

　神々にそんなものは必要ないのだ。たとえ消えかけの竜ドラゴンの欠片かけらをかき集めて顕現したに過ぎなくとも、ただ意志さえ示せばそれは現実となる。

　竜騎士が振り下ろした剣の切っ先にかすかな光が灯ともり、切っ先が白い軌跡を描いた。竜騎士とセドリックの間には数十メルトルの距きよ離りがあったが、白い光線はさながら空間そのものに入った亀裂のように延長線上にいたセドリックに迫る。

　ぱりん、と硬かたい音が響ひびいた。

　セドリックに触ふれる寸前で白光はアストの大剣に阻まれた。竜ドラゴンの鱗にまったく魔術が通じなかったように、たちまち白光と魔ま剣けんは相殺されて消える。

　そしてセドリックの前にはリトフィアが立って赤い紗幕カーテンのような障壁を展開していた。

「……リトフィア」

「昔、守っていただいた分です。これは」

　自身とセドリックの間に割って入ったアストたちを竜騎士は胡う乱ろんげな仕草で見つめる。

『邪魔立てをするか、人間』

　その声を聞いただけでアストは背骨に氷柱を差し込まれたかのような気分になる。これはもう人間という生物に刻み込まれた本能に近い。人間はしょせん神々が手慰みに捏こねた泥どろ人にん形ぎようの末裔だ。天上の神々に逆らうなどととんでもない……

　だが、恐きよう怖ふを振り払はらってアストは答えた。

「こいつは、俺の友達だからな」







　セドリックは目の前の戦いをぼんやり見つめていた。

　この期に及およんで友人だと言い切ってくれるアストの気持ちはありがたいが、そんなことをしてくれなくてもいいのにとも思う。どのみち自分は天帝の葬儀すら汚した大罪人だ。人間が裁くか神々が裁くかの違いでしかない。

　竜騎士の攻撃の余波で飛んでくる瓦礫をリトフィアが障壁を維い持じして防いでいる。だが妹は効率的な運用ができておらず、必要以上の力を使って消耗も激しそうだった。

「悪いね」

　呟く。それが誰に向けたものかもよくわからなかったが。

　ふと背後に気配を感じて、セドリックはのろのろとした動きで振り返った。

「此こ奴やつのお守りを代わろう。……お主は本当はあの男を助けたいのじゃろ」

「……イフリータさん」

　リトフィアが目を丸くしている。驚おどろいているのはセドリックも同じだった。

　自分の野望は潰ついえた。イフリータがいまさら自分を助ける意味があるとは思えないが。

「ですが……」

「今の妾わたしにも、間ま抜ぬけな子孫の面めん倒どうを見るくらいはできるぞ」

　イフリータとしばし見つめ合った後にリトフィアはぱたぱたと駆け出だしていく。

　そしてぐいっと腕うでを引っ張られ、セドリックはなおも怪け訝げんな顔をした。

「なにしろ妾はこの場では魔術が使えぬ。とっとと歩かぬか、彼奴きやつらの巻き添えを食いたくなければの」

「……まあ、それはそうでしょうけど」

　疑問があからさまに表情に出ていたのだろう、イフリータはセドリックを見て笑った。

「妾は同情されるのが死ぬほど嫌きらいなのじゃ」

　以前アストにも言った台詞せりふを……これはセドリックの知らぬことではあるが、イフリータはふたたび傲ごう然ぜんと言い放つ。

「妾は自分の意志でお主の策に乗ると決めたのだ。まあ、結果として間ま違ちがっていたようではあるがの。とはいえ一度乗りかかった船、相棒を見捨てるような真似はせぬよ」

　言いながらイフリータは強ごう引いんにセドリックの腕を掴んで建物の陰へと引きずっていく。

「アストは……」

「奴には奴の仲間がおる」

　イフリータは顎あごをしゃくってある方角を示す。

　アストが三人の少女とともに駆け出すところだった。







『創造主の恩を忘れた侵奪者は、ことごとく父に刃は向かうものと見える』

　竜騎士はアストを睨にらんで忌いま々いましげにそんなことを言った。

　神々は地上の泥を捏ねて息い吹ぶき――魂を吹き込んで人間を創った。魂の輪りん郭かくたる領域をどこかに落としてしまったアストは、確かに神の恩おん寵ちようを忘れた人間と言えるのもしれない。神々の子でありながら親を裏切った竜ドラゴンもまた。

　アストは必死に考える。自分には何ができる。侵奪者たる自分にできることは。

　魔術は通じない。懐なつかしい記き憶おくを頼りにすることもできない。ならば――

「…………」

　大きく息を吸い、アストは地を蹴けって駆け出す。たとえ言葉がなくとも少女たちはアストの意志を十二分に汲くんでくれた。

　リトフィアが地面に振り下ろした雷石斧ウコンバサラは竜騎士の目前に食い込み、地面をめり込ませて竜騎士の動きを鈍らせた。さきほどと同様、エルゼは魔弾でそこらの瓦礫をばらまいて竜騎士の視界を塞ぐ。

　そしてアストは竜騎士に飛びつき、その頭部を鷲わし掴づかみにした。

　生物なら誰しも持つ領域――すなわち魂を体外に引きずり出し、そして侵奪にかかる。

　巫女の託たく宣せん、あるいは竜ドラゴンと主との接続とはおそらく魂と魂の一部を溶け合わせる行こう為いに近い。ならば竜ドラゴンの魂を解析して乗っ取り、そこからソティラスの影えい響きようを弾き出すこともできるはずである。

「ぐ……」

　だが抵抗はすさまじい。いや、はたして抵抗と言っていいものか。鋼鉄の壁に囲まれた、扉とびらの一枚もない砦とりでを相手にしているかのようだ。

　そもそもソティラスが騎士の姿を取ったこと自体、裏切りの竜ドラゴンに怒いかり、その身体を完全に我わが物にしようとする意志の表れだったのだろう。もはや竜ドラゴンの魂はソティラスに塗り潰されてほとんど残っていないかもしれない。いや、

「シメオン！」

　歯を食いしばりながらアストは叫んだ。

「選べ！　このまま永遠に使い走りを続けるか――それとも、ここで死んでも神様に一いつ矢し報むくいるか！」

　それは初代天帝の名にして、ユーヴァの遺ゆい言ごんに書かれていた竜ドラゴンの名でもあった。

　ソティラスの庇ひ護ごを失えばおそらく竜ドラゴンは助からない。さきほどリトフィアたちが与えた一撃は致命傷のはずで、それを承知の上でこう迫る罪悪感はある。

　それでもこれが決定打だという確信があった。

　自分は何者にもなれないと嘆なげき、何かになりたいと望むなら、その第一歩は自分の名で呼んでもらうことだからだ。

　――そんな人間を、アストはよく知っていた。

　やがて鉄壁を誇る城壁にぴしりとひびが入る。

　むろんそれはアストの幻覚に過ぎない。触れている魂の有り様を視覚や触覚といったさまざまな心象イメージで捉とらえているだけのことである。

　どくんと竜騎士の身体が震えた。

　黒い砂の中で三つの意志がせめぎ合っている。ソティラス、アスト、そして竜シメオン自身。

　本来なら神ソテイラスが負けることなどなかったはずだ。竜ドラゴンは神々の子であり、人間は神々が戯れに泥に魂の息吹を吹ふき込んで作った人形に過ぎない。ただ神々の誤算は竜ドラゴンに自由意志を与えたことと、侵奪者たるアストがこの場に居合わせてしまったことか。

　――そして。







　そこは異様な世界だった。

　侵奪……魂の輪郭に触れると相手の本質のようなものが垣間見える。リトフィアは陽だまりのようだし、一度だけ侵奪したことのあるアルヴィンはぎらぎらと輝く太陽だった。

　だとするなら、これはいったいどのような世界なのか。

　アストが覗のぞき込んだのはさながら底なし沼のような永えい劫ごうの闇だった。

　たとえ新月の日の夜空であろうと、これほどまでに何もないことはない。色彩も光も、暖かさや寒さもない。足下には何か踏みしめている感触があるがこれも怪あやしいものだ。

「……なんだ、これは」

　しばし考え込む。何も存在しないのか、それとも自分に理解できないだけなのか。しょせん人間は知覚できないものは無いものとしか考えられないものだが。

　そこまで思考が至ったのがきっかけだったろうか。

　暗闇ではあるが無ではない……そう思った瞬しゆん間かん、目の前にぼんやりとした光が現れた。

　煙のような灰色の光はやがて少しずつ輪郭をはっきりさせていった。アストとそう身長の変わらない人間の姿。ただ顔立ちはぼんやりとしてよくわからない。

　細かな霧を寄せ集めて作ったあたりはさきほどの竜騎士と似ていた。

「誰だ、……あんた」

『そうか。お前の名はアスト・パラダンというのか』

　男か女なのかもはっきりしない、機械の部品を擦りあわせて発したような声だった。平板すぎてアストにたいして興味がなさそうでもある。

『侵奪者よ。――お前もまた、我らに成り代わって地上を支配する気か』

　この言葉でようやく相手の正体がわかった。

　今、アストはソティラスに触れているのだ。通常は魂の輪郭を乗っ取るとはいえ侵奪では相手の思考までは読み取れない。これは神様が相手なためか、ソティラスが能動的にアストに接せつ触しよくしてきているのだろう。

　そういえばソティラスはアストにも用があると言っていた。

「まあ、……試合に勝てばな」

　アストはごく気楽に答えた。

　竜ドラゴンという地上での手足を失っても、神々は地上での出来事はおよそ知っているようだ。天帝選考のことを言っているとも理解したらしく、ぼんやりとした身体で少し首を傾かしげたようだ。神様を困こん惑わくさせたというのははたして喜んでいいものやら。

『お前にもまた野心があるのであろうに』

「あるよ。ただ、それは正しいやり方で勝ってからだ。それが私情の王の、好き勝手やることへの対価だろ」

『ならば、お前の野心とは何だ』

　問われてアストはしばし考え込んだ。以前マリノに語った「故郷に孤こ児じ院を作る」もそのひとつではあろう。ただそれよりももっと大きな望みは。

「行った土地、会った人たちのすべてを……できれば大陸全部を、故郷にすることかな」

　自分は親もなく、どこで生まれたのかも知らない人間だ。それでも多くの人々に出会い、助けられてここまでやってきた。

　これからも自分が根ざすものを少しずつ増やせていけたなら、それは幸せなことだ。

『侵奪者。ならば貴様はこの地に何を植えるのだ』

　そして自分もまた人々に何かを与え、もう少し優しくなった世界を次代に渡したい。

「やり直しの許される世界、……かな」

　人は全能である必要はない。そうではなく、必要なのはふたたび立ち上がる力だ。

　自分はいくつもの幸運によって二度、大きな舞台に立つ機会を得た。戦場で英雄とまで呼ばれ、力を失ってもなお戦う術を得、こうして神様と対話する機会すら得た。

　だから不幸な生まれの子供にも光明が与えられるように。落ちこぼれでも立ち直れるように。――そして願わくば、過ちを犯した友人にもいずれ救いがあるように。

　その答えを主神がどう思ったのかはわからない。どのみち、竜ドラゴンから切り離されつつあるソティラスが天上に去るまでのわずかな会話だった。

　その姿はふたたび煙のように溶けて消え、やがて暗闇もまた取り払われた。







終章　終わりからまた







　振るわれた力の凄まじさに比べれば、大聖堂の被害はずいぶんと少なかった。

　むろん大聖堂の中心たる礼拝堂以下、主立った建物のほとんどは倒壊してしまったし、それに巻き込まれて死んだ人々は少なからずいる。ただ逃げる時間があったことと竜ドラゴンが門前町をも破壊しようとしなかったことから最低限に抑おさえられたと言っていいだろう。

　それはセドリックがアスト個人に執着したというのが主な理由なので、アスト本人としては良かったのか悪かったのかもよくわからないが。

　せめてもの幸いはユーヴァの棺ひつぎが無事だったことだろうか。

　セドリックが礼拝堂を封ふう鎖さする寸前に運び出され、その後も数名の聖職者が死守していたらしい。セドリックは遺体を辱はずかしめた罪だけはかろうじて免れたのだった。

　ユーヴァの葬儀は事後処理の後に改めて行われた。

　むろんそれは天帝の葬儀としては異例なほど質素なもので、口さがない人々はこのほうが無む為いの天帝に相応ふさわしいと陰かげ口ぐちを叩いたほどだった。ただ、あの老人がようやく安らかに眠れたことは素直に喜びたい。

「さて」

　作業が一段落したところで、アストは立ち上がった。

　今日も今日とてジャガイモの皮剥きである。なにせ学院から大聖堂に出かけている間、まったく仕事ができなかったのだ。学院に戻ってくるなり空き時間にすべて雑用を詰め込んでようやく生活費を確保したという有様である。

「……英えい雄ゆうだの真なる天帝だのって言うんだったら、せめて金くれないかな」

　切ない本音であった。

　戦いの後、世間はアストを持ち上げるだけ持ち上げた。なにしろ大陸情勢に関かかわる事件を最低限に抑え、神話の竜ドラゴンすら倒たおし、神々との対話に成功したのである。特に各国の王おう侯こう貴族が戦いを間近で見守っていたものだから、話に尾ひれが付きまくるのにそう時間はかからなかった。

　ここが外部とのやり取りが制限された学院であることに今ほど感謝したことはない。

「アスト、水を運び終わりました……」

　そこで厨ちゆう房ぼうの扉が開き、ひょこっと金色の頭が飛び出してきた。

　リトフィアである。彼かの女じよは見慣れた学院の制服姿ではあるが、その上から白く可愛らしい前掛けエプロンを着けており、なにより薔薇ばら色の頬ほおや額は砂すな埃ぼこりで汚れていた。

「……どこで転んだんだ？」

「井戸の近くに出っ張った石があって……ううう」

「だから服が濡れてるんだな……」

　水の入ったバケツを持ったまま転んだのだろう。彼女はいざというとき……特に戦闘時にはかなりの集中力を発揮するが、普ふ段だんの鈍くささはいつまで経たっても直らない。

「それでもなんとか終わりました。……二倍くらい往復しましたけど」

「それはまた、お疲つかれさん」

　アストは苦笑いして、よたよたと近寄ってきたリトフィアの頭を撫なでてやった。

　それだけでリトフィアの顔はまるで花が咲いたかのような笑顔になる。

「俺もちょうど終わったところだ。それじゃ、戻るか」

「はい！」

　薄うす暗ぐらい厨房から外に出ると、とたんに夏の日差しが肌を焼いた。

　大陸の内陸部にあるこの学院は特に寒暖の差が激しく、各地を転戦していた経験のあるアストでも夏は涼しい厨房から出たくなくなるくらいだ。草木の隙すき間まで虫が元気に鳴いているのすら恨うらめしい。

　二人で並んで校内の庭を歩きつつ、リトフィアが思い出したように言った。

「兄様ですが、……今月中にイングラム国内の城に護送されるそうです」

「……そうか」

　事件後にセドリックは聖堂と各国の王族に捕縛されて皇位を剥はく奪だつされた。大陸でもっとも地位の高い〝皇〟であることから身柄は各国の共同管理下に置かれている。

　同時にバルテノメア家は皇家としての特権をすべて失った。イフリータの生まれるよりも前、千年以上も続く名家はその歴史に幕を下ろしたことになる。

「イフリータ姫ひめは？」

「イフリータさんも兄様と同じ城のようです。監かん視しつきではありますけど、話すことくらいはできるのではないでしょうか」

　セドリックの妹であるリトフィアもまた兄と同様に罰すべしという意見も多かった。皇女の身分を失うだけですんだのは彼女もまた竜ドラゴンと果か敢かんに戦ったことと、アストがただひとつ〝英雄〟として強硬に主張したからである。

　逆に彼女が他国の王族と結けつ婚こんして皇位を継ぐべきという案もあり、特にアルヴィンは正式に結婚を申し込んできた。しかし彼女はきっぱりとそれを断り、ただの学生として学院に残ることを選んだのだった。

「この間、クッキーが食べたくて喫茶室カフエに行ったんです」

「ほう」

「わたしのお給料の十日分だったので、諦あきらめて帰ってきました……」

　どうにか今までの居場所を死守したリトフィアではあったが、それまでの財産はすべて失ってしまった。そのため最近ではアストと一いつ緒しよに下働きに勤しんでいるのである。

　しばらく前までは金銭感覚の剥はく離りした彼女であったが、最近とみに言うことが庶しよ民みんらしく……悪く言えば貧びん乏ぼうくさくなってきた。ほどほどにしておかないとまずい気がする。

「そもそもクッキーってのは貴族の菓か子しで、庶民が食べるもんじゃないからなあ」

「わたしは初めて知りました……と、あら？」

　リトフィアが何かに気づいたように顔を上げた。

　アストもつられるように木立の向こうを見やると、エルゼとマリノの二人が駆け寄よってくるところだった。

「……お疲れ様」

「さきほど告知があったのでな、呼びに来てやったのだ。感謝するがいい」

　マリノが間近からアストを見上げ、エルゼは意味もなくふんぞり返った。

「告知？」

「天帝選考の細かな日程だ。あとは候補者……各国からの参加者だな」

　ユーヴァの葬そう儀ぎの後、天帝選考はこれまで通りに行われることが正式に決まった。

　神々の権けん威いの象しよう徴ちようたる竜ドラゴンはもはやなく、天帝の座所たる大聖堂は完膚なきまでに破壊されている。天帝の御み業わざ――大陸すべてを支配する秘術の真実も知しれ渡わたってしまった。次の天帝にはもはや政治的な意義しかない。

　しかし、たとえ帝冠がただの屋根飾かざりであってもそれはそれで意味はあるのだった。

　天帝を頂点とする聖堂組織は人々の生活に根付いている。そもそも〝無為〟のユーヴァの下ですら何十年も維持されてきたのだ。今までだって似たようなものだった。

「俺の知ってる奴だと誰だれがいた？」

「ここの学生だと、そうだな、五年のフィデリオ先輩は南方のご出身で……」

「イングラムの代表は、アルヴィン・アーチボルト」

「生徒会長殿どのか……」

　予想はしていたことだったが、アストはげんなりした顔をした。

　近々決まるはずの新たな天帝には、ひとつ重大な決断が課されることになっている。

　セドリックへの最終的な処罰とバルテノムの処置だ。大陸では慣例として複数国家にまたがる事件が起こった場合は天帝が調停に入るのだが、なにしろ現在は天帝不在であり、そのため処分が後回しにされているという状じよう況きようなのだ。

「あいつをどうにかするのに勝ちたいわけじゃないが、食い扶ぶ持ちは探さないとならんし」

　罪は罪だ。いずれ彼が救われる日が来ることを祈っているが、それは温情から与えられるのではなくセドリックが自分で勝ち取らなくてはならない。

　アストとリトフィアにできるのはその日まで待ち続けることだけだ。

「俺は何か手続きが要いるのか？　書類を何日までにとか……」

　矢や継つぎ早ばやにエルゼに尋たずねたアストは横からマリノに思い切り足を踏ふまれた。

「……自分で見たほうが早い」

「そうします」

　妹を前にアストはがっくりと頭を下げた。

「それじゃ、行くか」

　生活費にも事欠く貧乏学生、あるいは大陸を救った〝英雄〟の横を、三人の少女が軽かろやかな足取りでついていく。

　それはまるで色とりどりの花が流れるかのようだった。







あとがき







　こんにちは、もしくははじめまして。藤春都と申します。この本をお手にとっていただきありがとうございます。

　三巻のテーマは『皇VS帝』です。なんだかどちらも強そうですね。単語を分割しただけじゃねーかというツッコミは受け付けません。（笑）




　いつもはあとがきでのネタバレは避けているのですが、今回は最終巻なのでちょっと本編の裏話などをしてみたいと思います。ここから先は本編読後にお読みください。




　この話は『戦後の英雄』を書いてみたいというのが最初にありました。「だって戦場帰りとか凄そうですよ！　義手でも超強かったりとか！」とか担当さんに力説したよーな覚えがあります。その後、腕の代わりに魔術を失って現在のアストに落ち着いたわけですが。

　ついでに本編ではああいうことになったセドリックですが、初期の企画書では一巻の冒頭で戦死している設定でした。戦後にアストと彼の妹が出会って、いがみ合いながら陰謀を解決するという……この妹の役割を現在のリトフィアとエルゼが分け合っている形になるでしょうか。どちらにせよろくな目に遭っていないですなセドリック。

　マリノはある程度設定が固まってから顔を出したキャラなので、クールロリ巨乳という作者の趣味が丸出しになりました。いいですよねロリ巨乳。

　ひとまずこの物語はこれで終わりですが、登場人物にはまだまだ人生の続きがあります。どうにか食くい扶持ぶちを稼いで生きていってくれることを作者も願っています。




　最後に謝辞を。

　迷走しまくる作者と企画に呆れることなく面倒を見てくださった担当さん。可愛く色鮮やかな絵を描いてくださったrefeiaさん（ヒロインのドレス姿眼福でした！）、作業に詰まるたびに相談に乗ってくれた友人、校正さんや流通に関わる方々、書店の方々。皆様のおかげで完走することができました。本当にありがとうございました。

　そしてこの本を手にしていただいたあなたに、心からの感謝を！




二〇一三年五月　藤春都　拝
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◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

藤春 都先生／ｒｅｆｅｉａ先生
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